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「神は言われました！　道を開けよ、と！」

　凜りんとした白い娘むすめの声が響ひびき渡わたった直後、獣けものの咆ほう哮こうとも違ちがう、地じ獄ごくの釜かまの蓋ふたが開いたような音がした。次の瞬しゆん間かんには、目が潰つぶれそうなほどの光と、凄すさまじい熱風に晒さらされる。

　人ひと垣がきが割れる、とはよくいったものだが、目の前の光景はどちらかというと、床ゆかに落ちた煤すすをふいごで吹ふき飛ばしたものに近かった。

「我々の正しさとは、我々の進んだ距きよ離りのことだと神は言われました！　恐おそれずに進むのです！　それこそが神の栄光を示す軌き跡せきなのですから！」

　聖典に記された、神に導かれ約束の地に向かう者たちの物語の一節だ。聖典によれば、神に導かれた虐しいたげられし者たちは、古代の帝てい国こくの圧政下から絶望的な道のりを経て奇き跡せき的に約束の地にたどり着いた。

　平時ならば噓うそか大おお仰ぎような話かと思うようなそれが、今は目の前で現実となっていた。

「神に背そむく者には、永遠の劫ごう火かが向けられるであろう！」

　巨きよ大だいな岩ですら、裂さけ目めにくさびを打ち込めば簡単に割れる。今この場で敵てき陣じんに打ち込まれるくさびは、文字どおり炎ほのおに包まれていた。そのうえ、それはあまりにも異様だった。

　なにせ、竜りゆうをかたどった可動式の噴ふん水すいから、燃える油を噴出させるものだったのだから。

　鉱山都市カザンを取り囲んでいた元異教徒の軍勢は、カザンの町から飛び出した圧あつ倒とう的少数の騎き士し団の兵によって浮うき足あし立だっていた。

　しかし、カザンからの脱だつ出しゆつを試みる騎き士し団の兵たちを待ち構えるのは、分ぶ厚あつい敵の壁かべだ。重武装の騎士、槍やり衾ぶすまを作る傭よう兵へい、矢の雨を降らす射手たち。竜りゆうの火か炎えん放射器だけでは足りなかっただろう。

　そこを補うのは、味方の兵の勇気であり、彼らはわずかな裂さけ目めをめがけ、一心不乱に、地鳴りのような音を立てて突つっ込んでいく。それだけが、自分たちの助かる唯ゆい一いつの道だと理解していたのだ。

　そして、爆ばく炎えんの後に続く彼らの勇ゆう敢かんな突とつ撃げきは、瞬またたく間に戦せん況きようを変えた。

　なにせ、すでに敵は勇気のためにその場に留とどまり、クースラたちを迎むかえ撃うとうとしているのではない。ほとんどの者が、あまりに目の前の光景が信じられず、動けないでいるのだ。

　そこにあるのは見慣れた光景ではなく、自分たちに襲おそいかかるのは、この土地に古くから言い伝えられていた伝説上の竜と、それが地じ獄ごくの底から吹ふき上げるような瀝れき青せいの爆炎だったのだ。

　ほとんどの者は、目の前のことが信じられないのか、棒立ちだった。

　だが、彼らもまた勇気だけは人一倍のはず。

　その敵軍が、揃そろって口を開いたまま呆あつ気けに取られていたのには訳があった。

　彼らが視線を向けている先だ。

　そこには竜の火炎放射器があり、また、その上には一人の少女がいた。

　敵の誰だれかが、叫さけぶ。

「古いにしえの民たみだ！　伝説の禍わざわいだ！　太たい古この精せい霊れいが蘇よみがえったんだ！」

　平時ならば笑い飛ばしたかもしれない。

　だが、竜の口が新しい方向を向いた瞬しゆん間かん、彼らはこれが現実だと理解する。

　竜と、その上で兵たちを鼓こ舞ぶする少女の異様に意識を奪うばわれていた歴戦の兵たちは、恐きよう慌こうに陥おちいって両脇わきに飛び退のいた。

　爆炎が走り、次ついで立ち上る真っ黒な黒こく煙えんに、人々は死を予感して逃にげ惑まどった。そのうえ、地じ獄ごくのような黒煙の壁は敵の視界を奪い、連れん携けいを難しくし、どんどん部隊がばらばらになっていった。味方の兵たちは崩くずれた敵軍の穴に向かい、長い槍やりを携たずさえ、藁わらの山をすくい上げる巨きよ大だいな熊くま手でのようになって突進する。逃げ遅おくれているのは、体の半分ほどもある盾たてを構え、鉄てつ壁ぺきの守りを築いていた敵の騎士たちだ。いざ逃げようとしても鈍どん重じゆうな亀かめの彼らは後ろから斬きりつけられ、あるいは槍で突かれ、次々に倒たおれていく。ほとんど町中で行われる莵うさぎ狩がりに近かった。

　味方の兵士が、地鳴りのように叫ぶ。

「進めぇぇぇ!!」

　その地獄絵図の中を、全速力で駆け抜ぬけていく。竜も一気に加速して、戦場の最前線に躍おどり出る。敵は確実に騎士団の兵を圧殺するために、何重にも陣じんを敷しいていた。そのため、後ろの連中は、大おお騒さわぎに対して、自軍の勝利の雄お叫たけびだと思っていたらしい。それが突然人ひと垣がきを割って飛び出してきたのは、想像もしなかったような集団なのだ。竜と少女を中心に突撃してくる一団を見た瞬しゆん間かん、総じて体を凍こおりつかせていた。

　人は油断を突つかれた時が最も脆もろい。その瞬間を見逃のがさず、竜りゆうが羽ばたき、首を巡めぐらせる。

　揺ゆれる竜の火か炎えん放射器に抱だきつくようにして操作していた錬れん金きん術じゆつ師のクースラが、竜の手た綱づなを捌さばくと、直後に爆ばく炎えんが放たれる。顔の皮ひ膚ふが焼かるような熱風と、目を開けていられないほどの爆炎が迸ほとばしる。

　かなり前進しているはずだ、とクースラは思う。だが、敵の壁かべは厚く、限りないように見える。そんな不安が、後ろの味方はついて来ているのか、という心配を呼び起こす。

　クースラが振ふり向くと、爆炎から出る煤すすで体中を真っ黒にし、目だけが異様に白く見える兵士たちが一心不乱に駆かけていたし、同じ錬金術師のウェランドもまた、竜を駆って敵に炎ほのおを浴びせかけていた。

　その間にも、竜にまたがるような玉座の上で、少女の叫さけびが兵たちを神の戦士へと変えていく。

　呪のろわれた血筋と呼ばれ、人ならざる異い形ぎようの民たみである少女。

　クースラは、前を向いた。

　吐はき出された炎に仰ぎよう天てんして浮うき足あし立だった敵兵たちでは、黒こく煙えんの壁を飛び越こえ、神の勇気を携たずさえ突っ込んでくる兵たちを捌くことなど不可能だった。

　奇き跡せきが起きるかもしれない、という予感に、喉のどの奥からなにかがせり上がってくる。

　敵兵はたちまちのうちに斬きり伏ふせられ、ついに武器を捨てて逃げ出した。総そう崩くずれになる前まえ触ぶれ。この分ぶ厚あつい敵の壁を抜けられるかもしれないという予感が、確信に変わる。

　その場にいた全員が、心の中で快かい哉さいを上げかけた瞬間だった。

「撃うて!!」

　そんな叫び声が聞こえたのは、左前方から。

　竜の手綱を必死に捌き続けるクースラが視線を向けると、渡わたり鳥どりの群れが一いつ斉せいに飛び立っていた。

　違ちがう。

　弓矢だ。

　恐きよう怖ふに負けなかった射手の部隊が、一斉に矢を放ったのだ。

　クースラたちは一本の燃える槍やりと化し、敵軍の一いつ点てん突とつ破ぱに賭かけていた。それゆえに、部隊はおそらく縦に細長いひし形のまま、突き進んでいる。進む先は明白で、いかな全力疾しつ走そうといえど、風のごとくというわけではない。そのうえ、急な方向転てん換かんなどもっと無理な話だった。

　鳥の群れのような弓矢が、笑えるほどゆっくり上空に舞まい上がる。首をもたげる蛇へびのように下りてくる様が不気味なほどはっきり見えた。

　一点突破は、先頭が転べばすべてが転ぶ。ならば狙ねらう場所は明らかだ。弓矢の雨は、間違いなく先頭にいる自分たちの上に降る。クースラは息が止まる。運を天に任せるしかない。その瞬しゆん間かんだった。

「神のご加護を！」

　全員がそちらを見た。

　そこにいるのは、竜りゆうを従えるかのように設しつらえられた玉座の上で、聖典を片手に兵を鼓こ舞ぶしていた少女だ。真っ白い修道服の上に兜かぶとやら鎧よろいやらをつけて戦いくさ女め神がみのようになった、戦場に最も相応ふさわしくない、華きや奢しやで小こ柄がらな少女だった。

　その少女が、視線の先になにかを見つけているかのように、前を見据すえていた。

　間延びした時間の中、真っ白い髪かみの毛がゆっくりと風になびいている。その様子が非現実的なのは、少女の頭に人ならざる獣けものの耳があったからだけではない。人ならざる存在として、また、敵軍の異教徒に古くから残る災わざわいの象しよう徴ちようとして担かつぎ出された、竜と合わせて敵を畏い怖ふさせる存在だからというだけではない。もっと根本的に、こんな戦場だからこそ、彼女の存在はあまりにも非現実的だったのだ。それほどまでに、美しかった。
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　戦叙じよ事じ詩しから抜ぬけ出てきた、純白の戦女神。

　その場にいた全員が、ウル・フェネシスの精せい悍かんな横顔に見み惚とれ、そして、数瞬後。

　空から死の雨が降り注ぎ、千の軍勢が一いつ斉せいに足あし踏ぶみしたかのような音に耳をつんざかれた。

「……」

　それから束つかの間ま、なにが起こったのかわからなかった。音がまったく聞こえなくなっていた。

　足元が未いまだにがたがたと揺ゆれ、竜を乗せた荷馬車が走っている、というのが最初にわかった。竜に覆おおいかぶさるようにしていた顔を少し起こすと、荷馬車のあちこちに弓矢が突つき立っているのがわかる。

　だが、自分はまだ立っている。息をしている。生きている！

　そう思った瞬間、はっとなってクースラは顔を上げた。

　その先には、フェネシスがいた。数瞬前までとは打って変わって、茫ぼう然ぜんとした顔のフェネシスがいた。それがまるで死に顔のように見え、クースラは胃の腑ふに氷が突き刺ささったかのような恐きよう怖ふに襲おそわれる。

　だが、フェネシスはぼんやりとしたまま自分の体を見つめ、それから、クースラのことを見た。

　緑色の瞳ひとみが、不思議そうにクースラのことを見つめている。

　そして、フェネシスは再び前を見た。

「奇き跡せきだ！」

　誰だれかが叫さけび、クースラの意識が再び戦場に返ってきた。

　視線を巡めぐらせる。そこにいたのは、走り続けながら自分の体をくまなく見回している兵たちだ。

「奇跡が起きたぞ！」

　再度の叫び声に、その場にいた者たちが、敵方を含ふくめてなにが起こったのか理解した。

　誰も矢に当たらなかったのだ。

「我々には本物の神がついている！」

　味方の兵が叫さけび、槍やりや剣けんを振ふり上げると、走る速度を上げた。

　もはやなにも恐おそれるものなどない。

　そういう確信は、相手にも伝わるのだ。

　敵てき陣じんが勝手に割れた。

　クースラたちはそこを駆かけ抜ぬける。

　こんなことがあり得るのか？

　クースラは、敵陣の向こうに、もはや誰だれもいない大地を見み出いだし、信じられない思いで呟つぶやいていた。今まさに自分たちが助かろうとしているのに、そのことが信じられず、むしろどこか空恐ろしくさえあった。奇き跡せきなどあり得ないものであり、起こらないからこその奇跡だろう？　と。

　口の中がからからに乾かわいているのに、何度も唾つばを飲み込もうとして、えずきそうになる。

　前を向いていられず、後ろを見る。

　すると、味方もクースラと同じように、この状じよう況きようが信じがたいかのような顔をして走り続けている。それが正常な反応だろう、と安心したクースラは、その視線を戻もどす途と中ちゆう、ふと上に向けた。そこにいる少女のことが心配だったのだ。

　直後、クースラの視線は縫ぬいとめられた。自分の見たものが信じられなかったからだ。

　敵陣をかき分け、突つっ走る最前線で、聖典だけを手にして人々を鼓こ舞ぶしていた少女は、決して膝ひざを折らずに、堂々とその場に立っていた。それだけならば、大したものだと感心した程度だっただろう。

　だが、そうではない。

　フェネシスは真っ白い髪をなびかせながら、勝かち気きに笑っていたのだ。

　クースラは呆あつ気けに取られて眺ながめていた。こんな場所で、この状況で、笑っている。フェネシスが、か弱いだけ、無む垢くなだけの乙おと女めではないというのは、これまでもたびたび垣かい間ま見みることがあった。それでも、クースラはその笑え顔がおを見て、ついに理解せざるを得なかった。

　フェネシスは喜き怒ど哀あい楽らくを持つ、一人の確固たる存在なのだと。自分がそのすべてを理解している、守り、あやすだけの子こ猫ねこではないのだと。

　クースラは、視線を前方に向け、自分が動どう揺ようしていることに気がついた。

　なぜこんなにも胸が苦しいのだ？　自分は、なにを恐れているのだ？　と。

　いや、今まさに敵陣を突とつ破ぱし、助かるかもしれないということに、情けなくも圧あつ倒とうされているのだろう、と思った。そうであると信じるしかなかった。

　ついに部隊が敵陣を突破し、もはや誰だれも行く先を阻はばまない場所に出る。そこから先には、森の中を通る道があり、そこに逃にげ込めば少人数のクースラたちのほうが有利な状況になるし、それ以前に敵てき陣じんに追つい撃げきのための心理的な余よ裕ゆうがあるとはとても思えなかった。

　敵兵たちは、武器を構えることすら忘れて立ち尽つくし、クースラたちを見送っている。

　逃にげ延びたのだ。

　だから、この胸を叩たたく痛みは、そのことに対する抑おさえきれぬ感情なのだと言い聞かせた。

　ほどなく部隊は森に逃げ込み、足を緩ゆるめることなく突つき進む。

　誰も口を開かず、ただひたすらに前に進む。

　そして、馬よりも体力がありそうな兵士たちが、ついによろけだす頃ころ、予定していた防衛地点にたどり着いた。道の片側が崖がけになった、小高い丘の上であり、そこに火か炎えん放射器の竜りゆうがあれば、敵の頭上を取ることで完全な優位を築くことができる。しかも道みち幅はばは限られ、両脇わきは深い森のために敵兵も攻こう略りやくは難しい。

　ここに陣を敷しけば、どんな大軍がやって来ても、竜の燃料が尽きるまで戦える。

　だが、その計画を事前に聞いた時、誰もがあまり信じていなかった。

　本当にたどり着けると信じていたのは、信じることが仕事の指揮官だけだろう。

　だから、実際にそこにたどり着き、堅けん固ごな陣を敷き終わった時、そこにはどこか間ま抜ぬけな空気があった。

　敵なんて、そもそもいなかったのではないか？　そうでなければ、俺たちがここにいられるわけがないだろう？　というような。

　それゆえ、しばらくは、誰だれもなにも言わなかった。

　じっと、敵が来るはずの方向を見つめたまま黙だまりこくっていた。

　そこに、道の先から馬ば蹄ていの音が響ひびいてくる。

　ようやく現実が追いついてきた。敵が来れば、ようやくこれが現実だと信じられる、という倒とう錯さくした空気。

　だが、やって来たのは敵ではなかった。

「追つい撃げきはない！」

　馬上の偵てい察さつ兵はそう叫さけんだ。

「敵は追撃を諦あきらめ、カザンの攻こう略りやくに着手した！」

　全員、動かない。

　朗ろう報ほうを携たずさえて来た体ていだった偵察兵は数すう瞬しゆん戸と惑まどい、最後には怒おこったように言った。

「我々は逃にげきったのだ！　助かったんだよ!!」

　それから湧わき起こったのは、歓かん声せいではない。にじみ出てきたのは、笑い声だった。

　最初は忍しのび笑わらいで、やがて大きな笑い声になった。

　誰も彼もが武器を置き、笑いだしていた。

　竜にへばりつき、敵が来れば即そく座ざに爆ばく炎えんを浴びせてやると待機していたクースラは、長い長いため息をついた。その脱だつ力りよくしきったところに、近くにいた兵士から大笑いしながら肩かたやら頭やらを叩たたかれ、抱だきつかれた。

　そして、誰かが叫ぶ。

「我らが神に感謝を！」

　遅おくれて誰かが叫ぶ。

「偉い大だいなる騎き士し団に！」

「クラトール大公に！」

「そして！」

　まるで、事前に打ち合わせでもしていたかのように、人々の視線が一点に向いた。

　いや、あの戦いくさの途と中ちゆうから、部隊の面々の関かん心しんはすべてそこに集まっていたからだろう。

　クースラも、視線をそちらに向ける。

　そこにいるのは、竜りゆうの上に設しつらえられた玉座で、戦が終わったという安あん堵どに溶とけそうになっていた少女だ。

「我らが戦女神に！」

　むさくるしい男どもが、大地を揺ゆるがさんばかりに雄お叫たけびを上げ、それに驚おどろいた鳥たちが森の中から一いつ斉せいに飛び立った。フェネシスには羽がないので玉座から飛んでいかなかったが、その頭の上にある獣けものの耳は鳥の羽のようだった。

「え？　え？」

　自分に視線が集まり、たちまち町の中の小こ娘むすめに戻もどったフェネシスは、泣きそうな顔で身をすくめている。

　クースラはそんな様に苦笑いだったが、今まさに死地から逃にげ延びたという興奮に身を任せている兵士たちはもっと荒あらっぽい。

　竜りゆうの乗る荷車の前に集まるとまずクースラをもみくちゃにし、すぐにフェネシスに群がった。

　傭よう兵へいや騎き士したちの狂きよう騒そうの向こうに、フェネシスが荷車から引きずり下ろされているのが見えた。

　完全に怯おびえきっていて、その様子はまるで──

　クースラがそう思った数すう瞬しゆん後、引きずり下ろされたフェネシスの姿が消えたと思ったら、ぴょこんと群衆の上に飛び出した。

「我らが神の預言者だ！　この美しき精せい霊れいと我らが騎士団に栄光あれ！」

　フェネシスは、自分の三倍もありそうな体つきの傭兵たちに担かつがれて、必死にローブの裾すそを押さえていた。

　この状じよう況きようで気にするのがそこか、とクースラは半笑いになってしまう。

　それに、肩かたの上に担がれたフェネシスに、騎士の誰だれかが気き障ざったらしく握あく手しゆを求め、フェネシスがそれにたどたどしく応こたえると、他ほかの連中も我も我もと殺さつ到とうした。

　フェネシスの頭の上に獣けものの耳があることなど誰も気にしていなかった。いや、それこそが奇き跡せきの象しよう徴ちようだと言わんばかりだった。

　兵士たちは根が単純なのだろう。

　それのおかげで戦いくさに勝ったのだから、そいつらは悪い奴やつらではないと。

　なんにせよ、フェネシスが呪のろわれた存在として忌き避ひされたり、逆にただの小娘としてろくでもないことの対象にされたりといった危険はなさそうだった。フェネシスに群がる者たちの輪の外で、彼らより歳としを取り、幾いく分ぶんかは冷静さを兼かね備えた兵たちから賞賛され、丁重に感謝され続けていたクースラは、ひとまずそう安あん堵どした。

　その騒さわぎは結局、念には念を入れて防ぼう御ぎよの陣じんを敷しいたままにするとアイルゼンが宣言し、彼らが命令に従うまで続いていた。

　ようやく解放されたフェネシスは、灼しやく熱ねつの炉ろの前で作業を終えた後のようだった。傭兵の肩から下ろされた途と端たんに、フェネシスはよろめき、クースラが受け止めた。髪かみも服もよれよれで、冷ひや汗あせなのか全体的にじっとりしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスはうつむきがちにうなずいてから、はっと顔を上げた。

「い、イリーネさんや、ウェランドさんは？」

　自分のことより他人のことか、とクースラは苦笑いしつつ、視線を巡めぐらせてウェランドを見つけた。向こうもクースラに気がつき、町角で出会ったみたいに、片手を上げて笑っていた。

「大だい丈じよう夫ぶみたいだ」

「そう……ですか……」

　フェネシスが安あん堵どのため息をつくと、体中の骨がなくなってしまったかのようにぐったりした。体力的にも気力的にも限界だったのだろう。そのまま、クースラの腕うでの中でずるずると足から崩くずれていく。

「おい、もう少し起きてろ」

　と、抱かかえなおすが、フェネシスの目はとろんとしたまま閉じかけている。クースラのほうも余よ裕ゆうがあるわけではなかったが、自分の腕の中でほとんど気を失っている小こ娘むすめを放置するわけにもいかない。

　なんとか抱きとめ、抱え上げ、気を利きかした傭よう兵へいが毛布やらを用意してくれた荷馬車の荷台に寝ねかせ、一息ついた。まったく、と毒づくが、ほっとしたのも事実だ。フェネシスの顔の様子にも、ようやく気がついた。爆ばく炎えんの煙けむりから出る煤すすは凄すさまじく、その顔はよく見れば黒い筋だらけだった。

　クースラは小さく笑い、フェネシスの目元の煤を親指の腹で拭ぬぐおうとしたが、自分の指はそれ以上に真っ黒だったので余計にひどいことになった。

　それに、フェネシスはあまりに疲つかれ果てているせいで、眠ねむることもできないようだった。クースラに目元をいじられると、ほとんど焦しよう点てんの合っていない目を向けてくる。

「目を閉じてろ。そのうち眠れる」

「……」

　フェネシスはその言葉に視線をゆっくりと落としたが、目を閉じはしなかった。

「しかし、ひどいな。湯と手て拭ぬぐいを貰もらってくるか」

　フェネシスの顔もそうだし、クースラは改めて自分の手を見て、石炭を扱あつかったかのように真っ黒なことに気がついた。それに、汗あせだくだったこともあって少し体を拭いたい。

　そう思って立ち上がろうとして、体がなにかに引っ張られた。

　見れば、目を閉じたフェネシスの手が、クースラの服の裾すそを想像以上に強い力で摑つかんでいた。

　寝ているのか、それとも照てれ隠かくしか。

　なんにせよ、フェネシスがなにを望んでいるかは容易に推おし量はかれた。

　クースラは上げかけた腰こしを下ろし、荷馬車の縁ふちに肘ひじをつく。周りでは強固な陣じんが敷しかれ、戦いくさに従事しない者たちは慌あわただしく夕食の準備に取り掛かかっている。なにはともあれ、無事に生き延びた。

　クースラは目を閉じたフェネシスの顔を見て小さく笑うと、自分も疲れて眠気を堪こらえきれずに横になる。空を眺ながめながら横になるのは何とも不思議な気分だったが、悪い感じではない。

　クースラは、隣となりのフェネシスの顔をちらりと見てから、目を閉じる。

　汗と煤の匂においの中、睡すい魔まは一いつ瞬しゆんにして、クースラを連れ去ったのだった。
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　体が疲つかれきっていても、やはり戦いくさのせいで高ぶっていたらしい。

　食事や体を拭ぬぐうために起きたことを除いても、睡すい眠みんは途と切ぎれ途切れで、きちんと寝ねた気がしなかった。

　夜が白しらみ始めていることに気がつき、もっと寝ていたいなどとだらけたことを思うのは久しぶりのことだった。

　ただ、工こう房ぼうだったら若じやつ干かんの寝ね坊ぼうだし、兵たちもすでに多くが目を覚まして朝飯の準備を始めていたので、気力を振ふり絞しぼって大きく伸のびをする。

　そして、欠伸あくびをする頃ころになるとようやく、そんなクースラにしがみついて眠ねむりこけていたフェネシスも目を覚ましていた。クースラが見返すと、ぼんやりした顔を再び伏ふせ、クースラの腕うでに押し当てて大きく欠伸をした。

　そして、もそもそと体を起こそうとした時に、ようやく状じよう況きように気がついたらしい。

　クースラは、慌あわてふためくフェネシスを想像して、少しだけにやりとする。

　しかし。

「いびきとか、かいていませんでしたか？」

　恥はずかしそうではあったものの、そんなことを言ったのだ。

「昔の旅暮らしでは、寝相も悪いとよく怒おこられたので」

　屋根もなく、市し壁へきの中ですらない場所での野宿は骨に染しみるような寒さだ。そこで旅人は天然の懐かい炉ろである、人ひと肌はだを使って暖を取る。それも、下手をすれば死に至るような寒さに見舞まわれることもあるから、男女を問わずにそうすると聞く。たびたび教会から非難されているし、市し壁へきの中での暮らしに慣れていると、クースラですら片かた眉まゆがつり上がるような粗そ野やな風習だが、フェネシスは元々旅暮らしだった。

　同どう衾きんでおたおたするような乙おと女めではない。

「どう……しました？　あの、やっぱり……」

　しかし、クースラがむすっとしていると、フェネシスは耳をしおれさせて上うわ目め遣づかいになる。

　まるでよく斬きれる刃やいばだとクースラは思った。

　剣けんの場合、芯しんと刃で金属の硬かたさが異なり、その組み合わせの妙みようが、折れず、曲がらず、そして斬れる剣を作り出す。

　フェネシスも、気弱だったり妙に意地っ張りだったりと弱いところだらけなくせに、芯はとても固い。

　柔やわらかな部分で人の懐ふところに潜もぐり込んでから、固い芯の重さでぐさり。

　カザンを出る直前のやり取りを思い返す。

　もちろんとどめは、昨日の戦いくさの光景だ。

　クースラは、しょげているフェネシスに向かい、こう言った。

「重かった」

　フェネシスは耳を跳はね上げて、たちまち顔を赤くしていた。

　もちろん、華きや奢しやな鶏とりがらのような体で重いわけがないのだが。

　クースラはフェネシスの頭を小こ突づき、「胸もないのに重いわけがあるか」とぶっきらぼうに告げた。呆あつ気けに取られたフェネシスは唇くちびるを三角にし、ぷるぷる震ふるえるほど怒おこっていた。

　そんなやり取りをしてから起き出して、水を貰もらって顔を洗い、口をゆすいで軽く体を動かしてみる。フェネシスにしがみつかれていたせいか、それとも昨日の戦いで体が緊きん張ちようしていたのか、体中の筋肉が痛かった。ただ、側そばにいるフェネシスまでがぎくしゃくしているのは、ついさっきの意地悪のせいでも、筋肉痛のせいでもないだろう。それ以前に、あれだけ怒ったらすねてクースラの側からしばらくは離はなれていそうなものなのに、ぴったりくっついていた。それは、戦女神が目を覚ましたとみるや、兵たちの取った行動のせいだった。

　クースラはこの戦に参加する前に、野や獣じゆうと変わらない兵たちからフェネシスの身の安全を保障するようにと、指揮官の位にあるアイルゼンにかけあっていた。だが、そんな必要はまるでなかった。兵たちはフェネシスが起きたと気がつくや否いなや、一いつ斉せいにそちらを向いて膝ひざをつき、頭を垂たれたのだ。

　幾いく分ぶんかは、冗じよう談だん交じりにそうしていたのだろうが、少なからぬ部分に本気なのが見て取れた。

　単純な連中だな、とクースラは苦笑を禁じ得ないが、その敬意はおまけとして自分にも向けられているので、悪いことではない。

　ただ、当のフェネシスはといえばてっきりアイルゼンか誰だれか高位の貴族が来たものだと思ったらしく、きょろきょろとした後、自分も頭を下げて手を組み、祈いのりを捧ささげる格好になっていた。

　クースラはそんな様子に苦笑いしつつ、こう言ったのだ。

「お前だよお前」

「……え？」

　戸と惑まどうフェネシスに、クースラは肩かたをすくめるしかない。

「皆みな、お前に頭を下げているんだ」

　その時のフェネシスの顔は、クースラを満足させる類たぐいのものだった。

「水はよろしいですかな？」

　と、そんな声をかけてきたのは、クースラたちの側そばで銀の深皿を持って膝ひざをついていた壮そう年ねんの騎き士しの一人だ。フェネシスは戸惑い、クースラに助けを求めるように視線を向けてくる。

「ああ、助かった。それと、悪いがあっちにも頼たのむ。不ふ貞て腐くされられると困るんでね」

　クースラが軽く指差したのは、竜りゆうの火か炎えん放射器を点検しているイリーネとウェランドだ。

　騎士はそちらを見て、恭うやうやしく頭を下げると、立ち上がり、歩いて行った。

　隣となりで、フェネシスがあからさまにほっとしたため息をついている。

「まるで姫ひめだな？」

「……か、からかわないでください」

　声を押し殺し、消え入るようにフェネシスは言う。もちろんこういうことに慣れていないフェネシスは、結局クースラの陰かげに隠かくれるようにくっつくことを選んでいた。たとえ意地悪されても、見知った相手のほうがまだまし、ということだろう。

「竜の調子はどうだ？」

　そんなクースラとフェネシスが竜の元に戻もどると、ウェランドは入いれ違ちがいにどこかに行ってしまい、一人イリーネが竜の口の中に顔を突つっ込んでいるところだった。

「んー、瀝れき青せいの燃もえ滓かすがこびり付いたり、噴ふん出しゆつ孔こうが熱で歪ゆがんじゃってるわね。詰つまるようなことはないと思うけど、このまま使うとだいぶ瀝青が飛び散るかもね」

「ああ、昨日は散々だった。誰かさんはずっと寝ねてたらしいがな」

　イリーネはむっとして腰こしに両手を当てた。

「私は私の役目を果たした後だったもの」

「そりゃそうだ。お前も奇き跡せきを起こした一員だしな。傭よう兵へいたちの間じゃ、あの騒さわぎの中寝続けた神経の太さと、お前の髪かみの色と相まってな、雷かみなりと鍛か冶じの神のあだ名をつけられてるぞ」

「え、本当？」

　イリーネは突とつ然ぜん身だしなみを整えだして満まん更ざらでもなさそうだが、にやにや笑うクースラにはっと気がついたようだった。

「って、その神様って赤あか髭ひげの大男じゃないのよ！」

「似たようなものだろ」

　クースラが言うと、隣となりのフェネシスがたしなめるようにクースラの腕うでを叩たたいてくる。イリーネは嫌いやそうに顔を背そむけつつ、まともに相手をする自分が馬ば鹿かなのだとため息をついていた。

「ま、そんなことどうでもいいわ。とりあえず、無事町にたどり着くかどうかが問題だもの」

「竜りゆうが途と中ちゆうで壊こわれると思うか？」

　イリーネの鍛か冶じの腕うでは、大おお袈げ裟さではなく一流の職人と比べても遜そん色しよくない。

　クースラが真ま面じ目めに尋たずねると、イリーネも不ふ機き嫌げんそうな表情は消していた。

　ただ、その表情が晴れることはない。

「ううん。その点については大だい丈じよう夫ぶだと思う。本当の問題は、それじゃないのよね……」

「なに？」

　クースラが聞き返そうとすると、不意に芳ほう醇じゆんな香かおりが鼻を突ついた。

　見れば、ウェランドがたっぷりスープの入った鍋なべを持っていた。

「朝飯を調達して来たよお」

　たちまち、クースラ、フェネシス、イリーネの三人の腹が鳴り、ひとまず腹ごしらえだ、ということになった。







　他ほかの兵たちも座り込み、方々で焚たき火びを囲んで朝食にありついていた。

　日が昇のぼってくるとだいぶ暖かくなり、辺りに漂ただよう食事の匂においも相まって、まるで神が前ぜん途とを祝福しているかのようだった。

　だが、今のクースラたちは敵地で身を寄せ合う、総勢二百人程度の部隊にすぎなかった。

　職人や商人はその一割程度。ほとんどが傭よう兵へいや騎き士しなどの戦いくさに従事する人間で、身につける鎧よろいか指輪か、とにかくどこかに同じ紋もん章しようをつけた者たちだ。

　それは世に響ひびくクラジウス騎士団の紋章だが、今では少し頼たよりない。

　本来ならば泣く子も黙だまる権勢を誇ほこり、行く先々の領主すべてがひれ伏ふすようなものだったが、それもこの数日で根底からひっくり返った。今クースラたちがいるラトリア王国領内は元々異教徒の地であったのだが、その異教の大本ともいえるラトリア国女王が正教に改宗したためだ。

　それまで異教徒を打ち倒たおし、正しき神の下もとに土地を治めようと奮闘してきた騎士団は、一転して、同どう胞ほうたる正教徒の町に攻せめ入った逆ぎやく賊ぞくになってしまった。

　だが、政治劇は錬れん金きん術じゆつ師の実験よりも容易に、表を裏に入れ替かえる。

　必ずや騎士団は反はん撃げきする、という望みに賭かけ、クースラたちはカザンの町を出た。

　目的地は、カザンの町から四昼夜西に向かった先にある、海沿いの港町ニールベルクというところだった。ラトリア国内では最大の騎き士し団の拠きよ点てんであり、なにより強大な海軍力を使える海港がある。辺りを山に囲まれているカザンとは違ちがい、いくらでも物資の補給が可能なために、徹てつ底てい抗こう戦せんにはもってこいの立地なのだ。

　そして、そのことは誰だれもが理解しているため、ラトリア国に散らばる騎士団の勢力はそこに集まるはずだった。だから、クースラたちはなにがなんでもそのニールベルクに向かう必要があった。さもなければ、途と中ちゆうで糧りよう食しよくが尽つき、辺りを敵に囲まれ、後はなます切りにされるか、奴ど隷れいとして売られるかのいずれかだ。

　幸い、その命がけの逃とう避ひ行こうの初戦は、大勝利で飾かざることができた。そのことは、どんな金銭でも買えない利益になる。兵たちは敵を恐おそれなくなるし、敵はこちらを恐れることになる。戦いくさとは、戦う前に決着をつけてこそ、と古いにしえの戦略家は言った。

「それゆえに、我々の行く先は存分に開けていることであろう」

　朝日が昇のぼり、朝食の香かおりが漂ただよう中、人々の腹が満たされ始めた頃ころを見計らい、クラトール大公がそんな演説をした。

　人間とは単純なものだ。天気が良くて、腹が膨ふくれていれば、大たい抵ていの困難は克こく服ふくできると思ってしまう。

　昨日の奇き跡せきの勝利で士気が元々高かった兵士たちは、獣けもののような咆ほう哮こうを上げて賛同の意を示す。これならば、よほどのことがない限り、部隊の結束は乱れないだろう。

　クラトール大公は始終自信たっぷりに胸を張り、盤ばん石じやくな要かなめの役目を果たしている。

　その側そばではアイルゼンが和なごやかな表情ながら、目だけは蛇へびのように部隊の様子を見回して、この演説の効果のほどを見極きわめている。

　クースラは食事を取りつつ、彼ら上役がきっちり仕事をこなしていることに、満足と安心を覚えていた。

「しかし、我らが感謝を向けるべきはもうひとつある」

　と、クラトール大公が専用の馬車の上で握にぎり拳こぶしを作る。

「あの絶望的な町より脱だつ出しゆつするにあたり、針で一点開けたような穴を見事にこじ開けたのは確かに諸君の勇気の賜たま物ものであった。だが、勇気だけでは戦に勝てはしない。なぜならば、諸君が渡わたり合ってきた敵の多くもまた、勇ゆう敢かんだったはずだからだ」

　歴戦の兵士たちが、誇ほこらしげな顔でクラトール大公の演説を聞いている。

　ただ、クースラは椀わんに口をつけながら、嫌いやな予感しかしなかった。

「昨日の戦いで、余は奇き跡せきを見た。あれほどはっきりと目まの当あたりにしたことはついぞない。諸君もまた、身に覚えがあるであろう。軍神の加護がある時、敵の刃やいばを撥はね返し、弓矢はすべてがその軌き道どうを逸そらしてしまう。敵は我々に恐れをなし、どれほど勇ゆう猛もうの兵であろうとも撤てつ退たいせずにはおられなくなる。迷信と笑われることもあろう。だが、我々はその奇跡を体験することになった。笑う者には笑わせておけばよい。我々と、その旗が無傷でここに存在することがなによりの証あかしなのである」

　そして、クースラは背を丸めた。

「我らの勝利を導いた奇き跡せきの体現者である、錬れん金きん術じゆつ師に最大の敬意を！」

　クラトール大公が、馬車の上で騎き士しの礼式を取った。

　丸太のような右腕うでを、ごつい左肩かたに当てる。

　その直後、全員がクースラたちのほうを見て、一いつ斉せいに立ち上がって同じ礼を示した。

　勘かん弁べんしてくれ、とクースラは苦々しかったが、ウェランドは得意げに胸を張っている。

　食事に夢中だったイリーネはきょとんとして、フェネシスはクースラとウェランドに向けて祝福のつもりなのか無む邪じや気きに微ほほ笑えんでいる。

　クースラは、一いつ瞬しゆんだけ、呆あきれたような目をフェネシスに向けた。

「そしてまた！」

　と、クラトール大公の声が続く。

　今までで一番の大声だった。

「我らを導き、奇跡を招き寄せた戦いくさ女め神がみの美しさに！」

　心得た兵士たちが、一いつ斉せいに片足を踏ふみ鳴らす。

　ざん、という音にフェネシスが耳を跳はね上げて背筋を伸のばしている。

　まさか自分に視線が集まるとはつゆほども思っていなかったようで、完全に固まっていた。

「我らの行軍はなお続くが、いましばらくの辛しん抱ぼうである。無様を我らが女神に見せるような兵はいないと信じておる。我らの勇気と高潔さが失われる時、精せい霊れいの加護もまた失われるであろうからな！」

　最後は冗じよう談だんめかして言うが、兵たちは本気で受け取っているようだった。

　なにせ、見み目め麗うるわしいのは間ま違ちがいなく、しかも、尋じん常じようの存在ではないことが一目でわかる。

　それに、フェネシスへの敬意はすでに明らかだった。

　クラトール大公のわざとらしいまでの演説は、駄だ目め押おしだ。フェネシスの異い形ぎようを、忌いむべきものではなく自分たちの上に立つ高位の存在の証へと、権けん威いづけたことになる。

　とはいえ、当のフェネシスは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく、多数のむくつけき男どもの熱ねつ烈れつな視線を浴びて、息をするのも忘れていたようだった。

「では、さっさと食事を終えて、行軍を続けるぞ諸君。ニールベルクでは、我らの到とう着ちやくを心待ちにしているはずだ！」

　人々はそれでようやく視線をフェネシスから戻もどし、各おの々おの食事やその後片づけに戻った。

　クースラは椀わんの中身をかき込んで、こう言った。

「お代わりはいかがですかね？　女神様？」

　フェネシスは恐おそろしく嫌いやそうな顔をクースラに向ける。

　しかしその直後、ふと人の影かげがクースラたちにかかり、見れば三人の若い傭よう兵へいたちだった。

「あのう」

　と、話しにくそうに切り出してくる。

　熊くまのような髭ひげだらけの巨きよ漢かんではないものの、それなりの体つきと迫はく力りよくを有した連中だ。

　フェネシスは見るからに緊きん張ちようしていたが、その三人が差し出したものが数すう瞬しゆんわからなかったらしく、傭兵たちの顔と見比べていた。

「これ、見つけたんで……」

　彼らが差し出したのは、この季節には珍めずらしい花だった。色とりどりというわけにはいかないし、どれも小さくて地味なものだが、紛まぎれもない花だった。

　まさか血で血を洗う傭兵たちがこんなことを、とクースラは目を丸くしていたし、彼らの表情にあるのはまるで少年のようなはにかみだった。

「こんなもんしかなくて……すんませんが」

　フェネシスはおずおずと花を受け取り、熊から蜂はち蜜みつを分けてもらったような顔をしている。

「竜りゆうを作った職人さんにも」

　そして、イリーネも花を貰もらい、どうしていいのかわからないといった感じで、硬かたい笑みを返していた。

「え……と、その、また次の戦いくさで、俺らの命を頼たのみます」

　内容は物ぶつ騒そうなのに、口調はたどたどしい。しかも、見た目にまったく似つかわしくない気弱な様子で、逃にげるように立ち去って行った。

　あまりのことにクースラがそちらを眺ながめていると、彼らは遠くのほうで互たがいに互いを囃はやし立て笑っていた。たぶん、こんなことをしたのは人生で初めてなのだろう。

　その様子は野や蛮ばんな傭兵というよりも、市し壁へきの中で見かける若者となんら変わらなかった。

　しかも、地味な野の花ときた。その素そ朴ぼくさはむしろ好感が持てるくらいだった。

「彼らも悪い奴やつらじゃなさそうだねえ」

　ウェランドが笑いながら言う。

　そのようだ、とクースラも思ったのだった。







　行軍の最中、散発的な戦いが何度かあった。

　どうやら、クースラたちの追つい撃げきを諦あきらめた敵側がわが、賞金をかけているらしい。自分たちで追いかけて再び負ければ、士気に影えい響きようするし外聞も悪い。とはいえ放置もできないといったところだが、襲おそってきたのは盗とう賊ぞくやごろつきどもで、歴戦の傭兵や騎き士したちの相手ではなかった。

　ましてや、麗うるわしの女神が戦いをご覧になっているとあれば、彼らの士気は否いや応おうなく高く、むしろ、彼らは己おのれの強さを披ひ露ろうしたいがために、敵の出現を待ち望んでいるふうですらあった。

　敗残兵を狩かりに来たと思い込んでいた連中はことごとく返かえり討うちに遭あい、しかもこちら側がわの損そん耗もうはまったくなかった。

　勝利は人を強くする。

　カザンを出た翌日の夕方には、逃とう亡ぼう中の流る浪ろうの部隊という雰ふん囲い気きなど微み塵じんもなくなっていた。

　現実から目を背そむけているといえなくもないが、かといって深刻になったところで事態が好転するわけでもない。

　とはいえ、夕食の後にアイルゼンのいる陣じん幕まくの中に呼ばれた時は、さしものクースラも面食らった。

「竜りゆうの量産、ですか」

　密みつ偵ていのもたらした報告書や、地図が広げられた簡易なテーブルの上には、蒸留酒と鰊にしんの酢す漬づけがあった。肴さかなの好みは、わりあいに庶しよ民みん的なようだ。

「詳くわしくはイリーネの奴やつに聞かないとわかりませんが……ただ、材料も燃料もありませんよ」

「どちらも調達については問題ない。いくらでも調達できる」

　アイルゼンは事もなげに言うが、どこから？　とクースラは胸中で呟つぶやいた。

　掘ほれば勝手に出てくるものだとでも思い込んでいるのだろうか。

「燃料の最適な配合については、お前たちが握にぎっているんだな？」

　クースラとウェランドが顔を見合わせて、互たがいに肩かたをすくめ合う。

「時間をかければ誰だれでもわかりますけどねえ」

「いや、それならばいい。時間がかかるのなら、問題ない。それだけで出し抜ぬく材料になる」

　アイルゼンは満足げに言う。

　出し抜く材料？

　クースラが眉まゆをひそめていると、アイルゼンが不ふ機き嫌げんそうに見返してきた。

「腑ふ抜ぬけた顔をしているな。お前たちには山ほどの仕事が待っているのだぞ」

　今の仕事といえば、生き延び、ニールベルクに逃にげ込むことではないのか。

　アイルゼンは、カザンから脱だつ出しゆつする際の戦いくさに気を良くしすぎて、夢でも見ているのだろうか。

　クースラがそう警けい戒かいした直後だった。

「ニールベルクに入ってからのことだ。我々は、おそらく人生最大の好機の中にいる」

「好……機？」

　クースラは聞き返し、ウェランドを見る。

　自分だけが理解できないのかと思ったが、ウェランドもまた、顎あごに手を当ててアイルゼンを見返していた。

「お前たち、この戦いをなんだと思っているんだ？」

　すると、アイルゼンは呆あきれ返ったようにクースラたちを見る。

　錬れん金きん術じゆつ師二人は、師し匠しように叱しかられている弟で子しさながらだ。

　ふてぶてしく肩かたをすくめるのも、昔から同じだ。

「正直に答えても？」

　クースラが言うと、アイルゼンは顎あごをしゃくる。

「栄光を追い求めすぎた騎き士し団が、手痛いしっぺ返しを食らっている真っ最中」

　ウェランドがくつくつと笑う。

　アイルゼンはニコリともしないが、クースラはさらに言った。

「ラトリアのあちこちの町に部隊を派は遣けんしすぎて、連れん携けいの弱いところを分断された。そして、それはニールベルクでも変わらないでしょうし……南の地方でも同じでしょう」

　カザンを包囲した敵軍の中には、明らかに南の勢力が注力している証しよう拠こがあった。

　この騒さわぎがラトリアに限定されたことではなく、騎士団そのものをこの世から一いつ掃そうしようとする計略であることは疑い得ない。

　だとすれば、戦いくさに対して詳くわしくないクースラでも、取るべき戦略は目に見えている。

　広げすぎた手を戻もどし、戦力を結集して防衛する。鉄鉱石に使い道はないが、製せい錬れんして鉄の純度を高めれば、それは万能の金属になる。

　おそらくは、ニールベルクで抗こう戦せんしつつ、南と連携して戦列を整える。

　そんなあたりだろう。

「もちろん、その中でも閣かつ下かが我々のためにいい場所を確保してくれると期待していますがね」

　クースラの挑ちよう発はつに近い言葉を、アイルゼンは黙だまって聞いている。

　そして、聞き終わってからしばらくすると、目を閉じ、目め頭がしらを揉もんでから、ため息をついた。

「慎つつましく腑ふ抜ぬけな発想だな。町の職人か？」

　眉まゆがぴくりと動く。

　己おのれの目的のためにどこまでも貪どん欲よくになることこそが、錬金術師の矜きよう持じだ。

「ですが、敵だらけですよ」

　クースラの一言に、アイルゼンはうなずく。

「そうだ。敵だらけだ。そして、誰だれが敵かも明白になった」

　クースラが息を飲むと、アイルゼンが口の端はしに権力者特有の笑えみを浮かべる。

「しかも、相手側がわは異教徒と手を組んでいる。我々の敵を、真正面から叩たたき潰つぶす最大の好機だ。我々が世界中のあちこちから敵意を向けられているのだとすれば、我々がそのすべてを撃げき退たいした時、我々こそが世界で唯ゆい一いつ、神の代理を任じることになる。その世界を想像したことがあるか。錬金術師よ。あるまいな」

　アイルゼンは酒を軽く飲み、隠いん微びに笑う。

「戦には大義名分がいる。そして、図はからずも相手側からそれを作ってくれた。これが神に感謝すべき事態でなくてなんだと思うのだ？」

　蠟ろう燭そくの灯あかりに揺ゆられ、顔の皺しわに黒い闇やみが張り付いているアイルゼンが手を置くテーブルの上には、数枚の地図。

　クースラはその地図を改めて見て、ようやく気がついた。

　それは、ニールベルクに至るまでの地図ではない。

　ニールベルクよりさらに北の地図であり、おそらくはニールベルクからどのようにラトリアを攻せめるかの計画を立てているのだ。

「ニールベルクにいる連中は、間ま違ちがいなく同じことを考えている。そこで先頭に立つことは即すなわち、世界を掌しよう握あくする戦いの先頭に立つことを意味するからな。お前たちの作り出した兵器は、それを成すのに十分なものだと確信した。クラトール大公も期待しておられる。我々でこの国を牛耳るのだ！」

　危機の中で見る泡うた沫かたの夢。

　だが、アイルゼンがそんな弱い精神の持ち主だとは思えない。

　だとすれば、本気なのだ。騎き士し団にとって、これほどまでの危機は他ほかにないという事態を、人生最大の好機だと本気で捉とらえているのだ。

　マグダラの地。

　アイルゼンは、間違いなく、その地に向かうのに相応ふさわしい精神の持ち主だった。

「そのためには、竜りゆうの量産が必要だ。必要な材料、原料、燃料をニールベルクに着くまでに書き出しておけ。部品に使う素材の製せい錬れんや、加工に必要な燃料、人材の量なども見繕つくろっておけ。もちろん、製造費を抑おさえられればそれだけ我々の優位は高まる。騎士団がお前らを雇やとっている理由を思い出せ」

　錬金術師もまた、道具の一つ。

　だが、とクースラは思う。

「期待しているぞ」

　アイルゼンは、鉛なまりを金きんに変えられると確信している。

「仰おおせのままに」

　クースラは、頭を垂たれた。

　陣じん幕まくを出た直後のため息は、悔くやし紛まぎれのものだった。

　空を見上げているウェランドは、どこか楽しげだ。

「狂くるってやがる」

「あれは、間違いなくマグダラの住人だあね」

「ああ」

　だから、クースラはアイルゼンに頭を垂れたのだ。

　錬金術師も道具の一つだが、アイルゼンはそれをとんでもない計画に使おうとしている。

　悪い使われ方ではなかった。

「ラトリアを牛耳る地位か」

　もしもそんなことが可能になれば、あのカザンはもちろん奪うばい返し、他ほかの莫ばく大だいな資源も利用できるようになるだろう。

　それに、騎き士し団がラトリアから撤てつ退たいするつもりがなさそうなことに、クースラは安あん堵どした。

　ここにはまだ、どうしても探したいものがあったのだ。

　そして、クースラが探し物をする時に、アイルゼンの語ったマグダラの地に立っていることは、計り知れない便べん宜ぎをもたらしてくれるはずだった。

「とりあえず、イリーネちゃんと話し合いだあね」

「あいつに主導権を握にぎらせるなよ。ただでさえ鬱うつ陶とうしいんだからな」

「ははは。でも、一流の職人様だからねえ。量産は常に彼らの職分だよお」

　面おも白しろくもない、とばかりにクースラは渋じゆう面めんを作る。イリーネの腕うでの良さは折り紙つきだが、あの女にはどうも弱みを握られているような気がしてならない。これ以上調子に乗られるのは御ご免めん蒙こうむりたいところだった。

　そんなことを思いながら、自分たちの焚たき火びに戻もどると、男二人は示し合わせたように足を止めた。

　一人は笑い、一人は呆あつ気けに取られ。

「可か愛わいいよおおぉぉ」

「なにやってんだ？」

　大笑いするウェランドと、呆あきれ返るクースラ。

「せっかくこんなに綺き麗れいで長いんだものね」

　そう言って胸を張るイリーネの隣には、髪かみの毛を丁てい寧ねいに編まれたフェネシスがいた。工こう房ぼう作業の時にくくるような粗そ雑ざつなものではなく、聖人のお祭りの際に、聖女役に選ばれた少女がするようなものだった。確かに可愛らしいし、なにより、そこには不思議と大人びた印象があって、間ま抜ぬけの意地っ張りが、楚そ々そとした落ち着きのある娘むすめになっていた。

　見た目は馬ば鹿かにできないな、とクースラは改めて思う。

　ただ、当のフェネシスはうつむいて身を縮めている。なんであれ、自分に注目が集まるようなことは嫌いやなのだろう。
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「あ、それでイリーネちゃんさあ、仕事があるんだよお」

「へ？　なにか壊こわれました？」

「違ちがうよお。けど、山ほど製せい錬れんができることだあね」

「どんな仕事です？」

「竜りゆうの増産だってさあ」

　たちまち、職人の目の色が変わる。イリーネは荷物の山の中から紙やらペンやらを取り出す間も惜おしく、木の枝で地面に粗銅の見積もり量を書き始めた。

「銅板がこれで……規格がうちの組合と違ちがうのが厄やつ介かいよね……」

　イリーネはぶつぶつと言いながらも、竜りゆうの構造を完全に暗記しているらしく、必要な部品の絵をどんどん描かき出していく。

　しかし、炉ろの前で戦う鍛か冶じ職人は、やや計算に弱い。

「イリーネちゃん、数字の書き方が逆だよお。これだと計算がおかしくなるよお」

　イリーネの隣となりにいるウェランドが、数字を足で消し、同じく枝で書きなおす。イリーネはうるさそうにして、次々と竜の部品の絵を描いてはその枚数や厚さの規格を記していく。頭の中で炉が轟ごう々ごうと音を立てているのが目に見えるようだ。興奮のあまり涎よだれを垂たらしたら、それが溶とけた鉄であっても驚おどろかない。

　ウェランドは楽しそうに笑っているし、クースラはイリーネの製せい錬れん馬ば鹿かな様子に半笑いだった。そこで、ふとフェネシスを見ると、一人でしょぼんとしていた。髪かみをいじられ注目が集まることに苦しそうにしていたのに、いざほったらかしにされると、それはそれで寂さびしいらしい。

　難なん儀ぎな小こ娘むすめだな、と思った。

「髪」

　クースラの一言に、ぱっと振ふり向いた。

「悪くない」

　そして、白しろ猫ねこはすぐにそっぽを向く。

　表情は見えないが、耳がぱたぱたしていた。

　クースラの顔が苦々しくなるのは、からかってくれと言っているようなものだから。

　隙すきだらけすぎる。

「お前も製せい錬れんの見積もり量なんかはきちんと頭に入れておけよ」

　ただ、クースラはそれ以上からかうこともせず、実務的に言った。

　フェネシスがただの飼かい猫ねこなら構わないが、そうではない。

「聖女ごっこは町に着いたら終わりだからな」

　フェネシスは明らかにむっとしていたが、イリーネの描かき出す諸もろ々もろに意識を向けるきっかけにはなったようだ。クースラは、やれやれと思う。

　そして、引き続きイリーネの計算を眺ながめていると、視界の隅すみでフェネシスが自分の髪かみの毛をいじっているのに気がついた。

　満まん更ざらでもないのだろう。町まち娘むすめの格好をした時に似合わないと言われたことに怒おこっていたりと、装よそおいに関心がまったくないわけではないのだ。

　あるいは、これまでは髪の毛を誰だれかに編んでもらうこともなく、自分の見た目に気を遣つかうなんてこともなかったり、不可能だったのかもしれない。

　そう思うと少しだけ不ふ憫びんな気もするが、クースラは自分がそんなことを考えていることに気がついて、半笑いを口の端はしに浮かべていた。

　馬ば鹿かげていると思うが、悪い気分ではない。

　イリーネは正しかった。

　正確に間違えるより、大おお雑ざつ把ぱに正しいほうがはるかにまし。

　クースラは、指を折りながら必死に計算についていこうとするフェネシスに助言をしながら、作業を続けたのだった。







　カザンを出て三日目になると、賞金目当ての盗とう賊ぞくたちもやって来なくなった。連中は弱い者にしか群がらないらしい。

　部隊は黙もく々もくと西のニールベルクを目指していた。

　ただ、カザンを脱だつ出しゆつし、追っ手もなくなれば、否いやが応おうでも意識は次の問題に向く。

「ねえ、町にたどり着いたとして、本当に中に入れるのかしら」

　竜りゆうの部品の形と、その規格を一晩ですべて書き出し、今はその金属を得る算段をしているイリーネが、ふと言った。

「……今いま更さらか？」

　クースラは呆れたような視線を向ける。

　荷台の後ろにフェネシスと並んで腰こし掛かけて、お互たがいに計算を確かめながら作業をしていたイリーネが振ふり向いて牙きばを剝むいた。

「じゃあ、どうするのか教えてくださる？」

　荷物に寄りかかって横になっていたクースラは、ぼすっと頭を荷物に預けた。

「嫌いやだ」

「はあ？」

「口に出したくないってことだよお」

　ふらふらとどこかに行っていたウェランドが、ひょっこりと現れて口を挟はさむ。

「お土産みやげだよお」

　と、ウェランドはフェネシスの頭の上に花を置き、イリーネにも同じことをしようとして邪じや険けんにされていた。一昨日おとといの傭よう兵へいたちには、必死に考えた末、という初うい々ういしさがあったが、ウェランドがやると手慣れすぎていて嫌いや味みだ。

　しかし、結局昨日のまま髪かみを戻もどしていないフェネシスは、花を頭に載のせて嬉うれしそうにしていた。

「ウェランドさんは、毒薬の原料探しかしら？」

　イリーネの冷ややかな視線に、もちろん動じるはずもない。

「それも悪くないけどねえ」

「鉱脈探しだろ」

　クースラが言うと、イリーネが変な顔をした。

「鉱脈探し？」

「地中に埋うまっている金属の種類で特定の植物が育ったり、色が他ほかと変わっていたりするからな」

「それでなくても、山の中は色々見ていて楽しいからねえ」

　ウェランドは言って、この季節には珍めずらしい花の香かおりを嗅かいでいた。

「……で？」

「んんー？」

「で、その……口に出したくないって、どういうことよ」

　イリーネが先ほどの話を蒸むし返すので、クースラは視線をウェランドに向ける。

　ウェランドは花の香りを嗅ぎながらどこ吹ふく風。

　仕方なくクースラが言った。

「普ふ通つうに考えたら、正面突とつ破ぱだな」

　ため息をつき、読みかけの本に視線を落とす。

「ニールベルクは敵に囲まれているはずだから、カザンを飛び出してきた要領で、押しのけ押しのけ、町に入るんだろう」

「出て来れたんなら、入れるって寸法だあね」

　ウェランドが付け加える。

　ただ、イリーネは顔を青くしていた。

「そ、んな、無理でしょう？」

　クースラは、肩かたをすくめた。

「だから誰だれも話題に出さないんだよ」

　阿あ呆ほうめ、とばかりに視線を向けると、イリーネは悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かむ。

　とはいえ、それで事態の深刻さが減るわけではない。

「どう、するのかしら……」

　とんでもないことに気がついてしまった、というようなイリーネの手を取るのは、フェネシスなのだ。二人の小こ娘むすめは、お互たがいの強み弱みがまったく逆らしい。

「というか、あんたたちはなんで平気なのよ。おかしいんじゃないの？」

　クースラとウェランドは、やっぱり互いに目を見合わせる。

「深刻になったところで、なにか結果が変わるのか？」

「なっ……」

　イリーネは言葉に詰つまる。

　ただ、クースラは大きく伸のびをしてから、言った。

「とはいえ、上役連中にはなにかしら策があるんだろうさ」

　視線を空に向ければ、今日は珍めずらしく晴れだ。

「なにせ、真顔で竜りゆうの量産を命じるくらいだからな。あれが現実から目を逸そらしている奴やつの顔とは思えない」

　アイルゼンは人としてはともかく、指揮官としては信用できる。

「そういうことだあね。心配しないで、一いつ緒しよに昼ひる寝ねでもしないかよおお」

「絶対に、嫌いやです」

　ウェランドは芝しば居いがかった演技で傷ついたふりを見せ、フェネシスが困ったように笑っている。

「なるようになるさ。そうやって俺をどつき回したのはお前だろ」

　イリーネは、さっきとは違ちがう意味で言葉に詰まる。

「あんたは本当に嫌な奴」

　イリーネはそう言って、顔を背そむけた。フェネシスはやっぱりイリーネを励はげましていたが、ふとクースラを見ると、困ったように笑っていた。

　その笑えみはきっと、クースラの思い出したくないことだ。

　一人で生き延びるより、二人で死ぬほうがまし。

　馬ば鹿かな話だ、と顔の上に本を載のせ、ため息をついた。

　そして、その日の夕方頃ごろ。峠とうげを越こえる際のわずかな木々の隙すき間まから、ニールベルクの巨きよ大だいな市し壁へきが見えた。

　その威い容ようはまるで大公国の城じよう壁へきさながらだったが、部隊の面々が一様に重苦しく口を閉じていたのは、その前に展開する敵の数ゆえだった。ニールベルクの市壁の周りは、だだっ広い草原が広がっている。普ふ段だんならば羊の群れがそこここに見かけられるのだろうが、今は違ちがう。

　相当な距きよ離りがあり、人ひとりの形はほとんど見分けられないが、それゆえに全体像が見えてしまう。彼らの装備の色が夕日に染まっていることもあり、まるで机の上に赤あか錆さびの粉をばらまいたように敵がうごめいていた。

「あれを、抜ぬけるの？」

　イリーネならずとも、皆みなが思ったことだろう。

　だが、アイルゼンからは何の説明もなく、一いつ行こうは峠を越えた。深い山の中ではすぐに暗くら闇やみが押し寄せる。空が群青色に染まり始めた頃ころ、進軍の足が止まった。

　そして、アイルゼンより、残っている糧りよう食しよくのすべてを放出しろとの達たつしが出た。

　最後の晩ばん餐さん、と誰だれかが言った。







「苦……しい……です」

「我が慢まんしろ」

「くっ……う……これ……以上、入ら……」

「足を上げるんだよ」

　クースラがフェネシスの膝ひざをぐいと押すと、変な悲鳴が聞こえた。

　クースラもさすがに手が止まる。

「……おい？」

　恐おそる恐る声をかけると、フェネシスは口を押さえて耳をぶるぶる震ふるわせていた。

「……吐はいてないだろうな」

「ほ……本当に吐いたらどうするんですか……」

　荷物の隙すき間まに膝を抱かかえるように横になっていたフェネシスは、泣き顔をクースラに向けた。

「意地汚きたなく食べすぎるのが悪いんだよ」

「うっ」

「そっちはどうだ？　まだ銅板が少しくらいなら載のるぞ」

　クースラが振ふり向くと、少し離はなれた場所で、ウェランドとイリーネが別の船に荷物を積んでいる。

　日が暮れかけてから、夜中までかかってばらばらにした竜りゆうの部品だ。

「なんとかいけそうよ。布を掛かけたらだいぶ紛まぎれるはず。布の染色は終わった？」

「泥どろで汚よごすだけだからねえ」

「これかぶって耐たえるのかあ……やだなあ……」

「炉ろの前で灰まみれの粗あら皮かわにくるまって寝ねてるくせに、よく言うな」

　クースラの呆あきれ声ごえも聞こえないふりで、イリーネはばさりと泥どろだらけの布を積み荷の上に載のせた。

「それより、お酒こんなに積んでいいの？　沈しずまない？」

「いざとなれば飲めばいい。それだけ軽くなる」

「ああ、そう。それなら……ん？」

　と、イリーネは腕うでを組んで首をかしげていたが、からかいに気づかなかったようだ。

「よし！　お前たち！　準備はできたか！」

　アイルゼンの声が響ひびき、全員がそちらを見た。

　クースラたちがいるのは、三方を崖がけに囲まれた、森の奥深くにぽっかりできた浜辺だった。

　海の浸しん食しよくで、森の中の池と海が、洞どう窟くつを通じてつながった天然の隠かくれ港みなとだ。

　そこに船が何艘そうも置いてあり、クースラたちは竜りゆうの部品や捨てられない荷物類を詰つめられるだけ詰め込んだ。

　だが、こんな人ひと気けのない場所におあつらえ向きに船があるのを見て、クースラならずとも、アイルゼンの魔ま法ほうを疑った。そしてもちろん、魔法などではなかったのだ。

「改めて繰くり返すが、船に乗る者たちは絶対に顔を上げるな。ここは沖おきに出て海流に乗れば、必ずニールベルクに着くようになっている。海岸線に敵の見張りは立っていないということだが、夜よ目めの利きく奴やつらが水平線の異変に気がつくかもしれん。もちろん、気がつかれたとして、矢も届かん距きよ離りだが、船が気づかれれば間ま違ちがいなくこの港の存在も推すい測そくされる。見つかれば、残された者たちが死ぬことになるし、我々の後にここにたどり着いた仲間が絶望する羽目になる。我らはカザンの町を包囲した敵をまんまと出し抜ぬいてここまで来た。我らには神と精せい霊れい、それに戦いくさ女め神がみの加護がある。その栄えい誉よに相応ふさわしい勇気を示せ」

　歓かん声せいを上げる代わりに、男たちはぐっとうなずいた。そこには、船に乗らず、岸がん壁ぺき側がわに腰こしを下ろしている者たちも含ふくまれている。彼らは、危険を冒おかしてここに残る者たちだ。

　港に船はあるが、全員がいっぺんに乗れる数はない。いつ敵に発見されるとも知れないが、彼らはここに残り、迎むかえが来るのを待つことになる。

　ただ、残ると申し出た傭よう兵へいたちのほとんどが率そつ先せんして、誇ほこらしげに申し出ていた。そうすることが全体にとって良いことなら、名誉のためにそうすべきだ、という戦いくさ人びとの掟おきては、決して口だけのものではなかったのだ。

　フェネシスは心底感謝しているようだったし、彼らはそれこそまさに自分たちの望んでいた褒ほう美びだとばかりに笑え顔がおだった。

「よし。それでは残りの者たちも乗り込め。第二陣じんを待つ者たちは、後のことを頼たのむぞ」

　そして、クースラも積み荷に真っ黒い布をかぶせ、船に乗る。クースラとフェネシスがなんとか身を隠かくせる場所だけを残して、残りはぎっちり竜りゆうの部品が積まれている。ウェランドやイリーネの乗る船も状じよう況きようは同じだ。

　クースラは積み荷の上に座り、沖おきに出るまでは漕こがなければならない櫓ろを手に取った。

　足の下では、体を丸め横になり、なんとか隙すき間まに体を押し込めているフェネシスがいる。

「そうしてると、隙間に挟はさまって寝ねたがる猫ねこみたいだな」

　クースラが言うと、フェネシスは恨うらめしげな視線を向けてくるが、それすらも苦しそうだ。

　姿勢はともかく、苦しいのは食べすぎが原因だろう。糧りよう食しよくを積む余よ裕ゆうがないのですべて料理してしまえというお達たつしの際、捨てるのがもったいないからと食べまくっていた。船に乗るとは聞いていたが、まさかこんな姿勢で、とは思わなかったのだろう。

「さて、海かい賊ぞくの真ま似ね事ごとだ、と」

　先頭の船が、海に続く洞どう窟くつへと入って行く。

　クースラも見様見真似で櫓を漕いで、その後に続いて行く。

　合計九艘そうもの船があり、どれもが暗い色の木で造られた平べったい船だった。

　要するに積み荷を人目につかないように、より多く運べるように造られた船であり、こんな場所にあるのも人目を避さけるためだ。

　ではどうしてアイルゼンが知っているかといえば、事前に手配をしていたからだという。

　ただし、それはカザンを占せん領りようする際に役立てようと思っていたものらしい。

　もしもカザンを占領し、あのまま軌き道どうに乗せていたら、おそらく南との物資のやり取りの少なくない部分がニールベルク経由になっただろう。その際、アイルゼンは荷物のいくらかを市し壁へきを通さずにやり取りしようと目もく論ろんでいたのだ。

　同じ騎き士し団の内部とはいえ、部隊が違ちがえば帳ちよう簿ぼも違う。むざむざニールベルクを支配する連中に税を取られてなるものか、ということだったらしい。ここは、そういう思おも惑わくのある騎士団の人間が、共同で管理している密輸のための港というわけだ。

　クースラたちが到とう着ちやくした時には、すでに別の部隊がここを利用したらしく、神のご加護を、という言葉と共に、船に騎士団の紋もん章しようを象かたどった銀細工が置かれていた。ニールベルクを管理する連中にはばれてしまっただろうが、十分投資には見合った結果が出たので、問題ないだろう。強ごう欲よくは身を助けるのだ。

　夜空には雲がちらほらとあり、月は出たり隠かくれたりしている。できることなら闇やみ夜よがよかったが、それを待っているのも危険だった。

　洞窟の中まで行くと、少しずつ波が感じられるようになり、潮の匂においもしてきた。頭上では深夜の闖ちん入にゆう者しやに、蝙蝠こうもりたちが慌あわてふためいている。さほどの距きよ離りではなかった気がするのに、洞窟から外に抜ぬけた時はほっとしたが、それもまた束つかの間まのことだった。

　目の前に広がるのは、真っ黒い大おお海うな原ばらだ。本当は、遠くにはいくつかの島が見えるはずなのだが、今は闇の中に沈しずんでいる。

　そういう場所に向かい、先頭の船が漕こぎ出していく様は、無む謀ぼうな戦いに挑いどむ愚おろかな人々の姿のようだった。

　世界が広い、とは知っているつもりだったのに、夜の海に船を漕ぎ出してみてわかる。

　人間は、本当にちっぽけだ。世界は雄ゆう大だいであり、容よう赦しやがない。凪ないだ海は、不気味な静けさをたたえている。きっと、死者の国に向かうための船があるとすれば、こんな海を渡わたって行くのだろう。

「っ……っ……」

　ふと、前方から声のようなものが聞こえ、視線を向ければ先頭の船の人間が、櫓ろを片づけ、身を伏ふせるようにと手で合図していた。

　いつのまにかかなり沖おきに出ていた。泳いで戻もどれそうに見えなくもないが、周りに他ほかの船がいなければさすがのクースラも笑っていられない不安感を催もよおす距きよ離りだ。

　二艘そう目、三艘目の人間も櫓を片づけ、各おの々おの船の底に横になり、船べりの内側がわに身を隠かくす。

　あとは放っておいてもニールベルクの港に流れ着くという算段だ。

　クースラも櫓を片づけ、開けておいた隙すき間まに身を滑すべり込ませ、布を頭の上まで引き寄せた。

　部品の形のせいで作れる隙間に制限があり、フェネシスは横向きに膝ひざを折りたたむ形になったが、クースラはのんびり足を伸のばして横になれた。お互たがいの顔の位置はちょうど並ぶ場所にくるので、一いつ瞬しゆんだけ、足をそちらに向けようかとも思ったが、意識のしすぎだと我ながら馬ば鹿からしく思った。

　荷物の隙間に身を横たえ、布で頭まで覆おおう直前、不ふ機き嫌げんそうなフェネシスがちらりと視線を向けてくる。むくれているのは、きっと、ずるい、と思っているのだろう。

「体を伸ばしたかったら、俺のところに来るか？」

　クースラが小さく言うと、フェネシスの耳がぴくりと動いた気配があった。

　聞こえてきたのは、すがるような弱った声こわ音ねだ。

「……隙間が、あるんですか？」

「俺の上か、下か、好きなほうを選べ」

　笑いながら言うと、嫌いやそうに喉のどの奥で唸うなっていた。

「寝ねる時は気にしないだろ？」

「そ、それとこれとは……別です」

　もごもごと言い訳する。

　ただ、それもなくなると沈ちん黙もくが下りて、耳に痛いほどの静けさがやってくる。

　海はほとんど波がなく、時折、ぴちゃ、ぴちゃ、と鳴るくらいだ。

　外を見ることもできない。音を聞くこともできない。

　クースラは暗くら闇やみの中で目を開けたまま、言った。

「周りの船からはぐれていたらどうする？」

　そして、そう言ってから、自分でもどうしてそんなことを言ったのか、とちょっと驚おどろいた。

　フェネシスを不安がらせて楽しむため、というわけではなかった。

「……どうしてそんなことを聞くのですか？」

「なんとなく」

　クースラは答えてから、「いや」と続けた。

「一人なら、自分がなにをするかはわかっている。だが、今は一人じゃないからな」

　なんの衒てらいもなく言った。フェネシスも、それが口調からわかったのかもしれない。

　しばらくもぞもぞとしていたが、やがて、口を開いた。

「とりあえず、布を取って、起き上がって、伸のびをします」

　切せつに願う感じが窺うかがえて、クースラは小さく笑った。

「船の上で立ち上がるとひっくり返るぞ」

「……なら、横に」

「まるっきり猫ねこだな」

　フェネシスが、昼ひる寝ね後の猫みたいに体を伸ばしている様を想像してしまう。

「その後は？」

　クースラが重ねて問うと、フェネシスは答えなかった。

　猫みたいだと言われて、むっとしたのだろうか？

　クースラがそう思っていると、フェネシスは深呼吸するようにすっと息を吸って、こう言った。

「一人じゃないことを確かめます」

　ちょっと怒おこったように聞こえるが、クースラにはすぐにわかった。フェネシスは、昔のひどい経験の時のことを思い出しているのだ。

「似たようなことがあったのか？」

　だから、クースラはそう尋たずねた。

「……旅の行ぎよう商しよう人にんの荷物に紛まぎれ込んだことが」

　その時すでに一人だったのか、それとも他ほかに仲間がいたのかは聞かなかった。

　どちらにせよ、その後、フェネシスは一人になったのだから同じことだろう。

「あなたはどうするんですか？」

　フェネシスから尋たずね返してきた。その頃になると、闇やみに目がかなり慣れてきて、布をかぶっているのになんとなく相手の輪りん郭かくがわかるくらいになっている。

　フェネシスは、窮きゆう屈くつな姿勢のまま、クースラのことを見つめていた。

「状じよう況きようを確かく認にんするな。どこにいるのか。どうなっているのか。なにができるのか。それから」

　と、フェネシスの頭に手を伸ばして、編まれた髪かみの束を一つつまんでいた。

「荷物が泣いてわめいていないか」

「……」

　むっとしたのか、顎あごを引いた。

「泣きませんし、わめきません」

　すねるように答えてくるが、クースラは笑わずに言った。

「なんとなく、わかる」

　ただ、クースラがそんなふうに応こたえるとは思っていなかったらしい。驚おどろいたように顔を上げて、闇やみの中でクースラをはっきりと見つめていた。

「お前、戦いくさの時、笑ってただろ」

　フェネシスの編まれた髪かみの毛を弄もてあそびながら、クースラは言う。手先が器用で握あく力りよくのあるイリーネが編んだので、ちょっとした布細工のようにきっちりしている。

　フェネシスも、ゆるゆるにくくられただけの小こ娘むすめではなかった。

　この編んだ髪の毛のように、凜りんとした芯しんを持っていた。

「自覚がなかったか？」

　フェネシスの反応がないのでクースラが言うと、フェネシスはさらにたっぷり間を空けた後、小さく首を横に振ふった。

「いけないこと……ですよね」

　そして、そんなことを言う。

「人を傷つけていたのに……笑っていたなんて……」

「どうして笑ってたんだ？」

　傷口を押すような意地悪、というわけではない。だとしたら、それは不ふ可か抗こう力りよくだ。クースラは、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんで尋たずねていた。

　なにとなにを混ぜたら、あんなふうになったのか。フェネシスという器うつわの中で、一体どんな反応があったのか。それを知りたかった。

　クースラは、フェネシスの髪の毛をいじっていたほうの手で、そのままフェネシスの頭を撫なでた。フェネシスの小さな頭が、驚いたようにびくりとしたのが手の中でわかった。

「怒おこりゃしないし、俺は神の教えなどくそくらえだ」

「……神は敬ってください……」

　クースラに頭を押さえつけられているような格好になっているフェネシスは、もごもごと言う。そして、そのまま答えた。

「生きている感じが、しました」

　楽しいでも嬉うれしいでもない。それらの感情はすべて、結局のところ生きているからこそ持つことができるもの。クースラは、あの時のフェネシスの笑え顔がおを見た自分の印象が、それほど間ま違ちがっていないことに少しだけ嬉しさを覚えていた。

「そんな気はした」

　ただ、殊こと更さらそっけなく言って、代わりにぐりぐりとフェネシスの頭を強く撫なでた。

「意外に悪い小こ娘むすめじゃないかと思ったな」

　借りてきた猫ねこのようではなく、取り繕つくろった仮面のようでもなく、怖こわがって本当に欲しいものに手を伸のばそうとしないわけでもなく。

　クースラは、手の力を抜ぬいて、フェネシスの頭に手を当てるだけにした。

「もっとも、一度ならず俺はお前に騙だまされたが」

「い、一度だけですっ」

　神の教えに忠実なフェネシスは、名めい誉よに関かかわるとばかりに慌あわてて答える。

　しかし、クースラを騙した自覚はあるらしい。

　もちろん、クースラからしたら、嵌はまった自分が馬ば鹿かだったのだ。

「だから、ほっとしたよ」

　フェネシスの耳が動いて、その動きがクースラの手に伝わる。

「どう……いう、ことですか？」

「そのままの意味だ」

　クースラは短く言って、なんとなくフェネシスの頭を叩たたいていた。

　たぶん、気き恥はずかしかったのだ。

　しかし、言わないですますこともできなかった。

「お前には嫌いやな役目をさせたからな」

「……」

　忌いみ嫌きらわれた血筋ゆえに孤こ独どくだった少女に、その忌み嫌われた血筋であることを象しよう徴ちようとして、敵を震ふるえ上がらさせた。結果として味方はフェネシスを本物の精せい霊れいの類たぐいだと認めたが、それはまた別問題だ。カザンを出る時には、こちらの不足した武力を補うために、敵方の恐きよう怖ふを煽あおらざるを得なかった。やれることを冷れい酷こくにやるのが錬れん金きん術じゆつ師であるはずなのに、クースラはそこにためらいがあった。フェネシスはそのうえで、引き受けたのだ。

「あなたはやっぱり」

　そして、フェネシスは言う。

「優やさしいんですね」

「……」

　今度はクースラが無言になり、フェネシスの頭をぐりぐりと押しつけた。フェネシスはくすぐったそうにくすくす笑っていたが、暗くら闇やみでよかった、とクースラは思った。嫌そうにしている自分の顔を見られずにすんだからだ。

　フェネシスはまだ笑っていたが、やがてそれも収まり、代わりにクースラの手に自分の手を重ねてきた。少しひんやりとした、ちょっと引っ搔かいただけで血が出てしまいそうな、薄うすい皮ひ膚ふの感かん触しよくが怖いくらいの華きや奢しやな手だった。

「私は、大だい丈じよう夫ぶです」

　そんな言葉を、フェネシスが自分の手を重ねて言うなどと、どうして想像ができただろう。なのに、ひどくしっくりくるような、腑ふに落ちるような感覚があった。

　クースラは、フェネシスの頭に置いた手を少しずらし、その片耳をそっと覆おおう。

　意地悪する時はもっと強く摑つかむが、今は壊こわれ物もののように包んだ。

「そう言われたら」

　クースラは静かに答え、続けた。

「俺は、そうか、と思う錬れん金きん術じゆつ師だ」

　手の中で、フェネシスの耳がぴくりと動く。

　少し緊きん張ちようしたのが文字どおり手に取るようにわかった。

　他ほかに誰だれもいない船の上。しかも、月すらも覗のぞき見みができない布の下。

　クースラの手に重ねられていたフェネシスの手が、笑えるほど湿しめっている。

　ただ、クースラは錬金術師だ。

　錬金術師なのだ。

「ウェランドの野や郎ろうとも相談していたんだがな」

「…………え？」

「お前みたいな連中の過去を調べるべきだと。古代の失われた技術を東方の地からここにもたらし、伝説として消えていったのなら、他ほかにも竜りゆうの火か炎えん放射器のようなものがあるかもしれない。それこそ、俺が追いかける、マグダラの地への地図があるかもしれない」

　神の金属、オリハルコン。

　伝説だけが残り、現物は存在しない。

　しかし、竜の伝説が事実に基づいているのなら、オリハルコンがそうではないという理由がない。

「だが、もしもお前が辛つらいと思うのなら……とな」

　カザンの町で竜の火炎放射器の側そばで事切れていた骸むくろは、間ま違ちがいなくフェネシスと同族だった。そして、彼らの足には、枷かせと鉄球がくくりつけられていたのだ。

　その足そく跡せきを追いかけることは、忌いみ嫌きらわれた血筋の血の跡あとを追いかけることでもあるだろう。フェネシスにとっては、クースラたちの工こう房ぼうにやって来ることでなんとかふさがった傷口を、再び開けられるようなことになるかもしれない。

「それも、耐たえられそうか」
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　クースラが問いかけ、その耳をするりと撫なでるようにフェネシスの小さな肩かたまで手を動かす。

　フェネシスは眠ねむっているかのように静かで、動かない。

　慌あわてずに待ったのは、珍めずらしく優やさしさだった。

「……大だい、丈じよう夫ぶ……です」

「そうか」

　クースラは言って、フェネシスの肩を励はげますようにぽんぽんと叩たたいて、手を戻もどした。クースラの手に重ねていたフェネシスの手が、数すう瞬しゆんすがるように動いたような気がした。

　それに、フェネシスは明らかになにかを言いたそうにしていた。互たがいの呼吸音まで聞こえるくらい密着した空間なのだ。

　だから、クースラは押しとどめていた悪戯いたずら心ごころを結局隠かくしきることはできなかった。

「ところで」

　と、言った。

「お前、なにを期待していたんだ？」

「っ!!」

　フェネシスが思いきりクースラを押した。ほとんど殴なぐりかかる勢いだった。

　船が揺ゆれ、だぱん、だぱん、と驚おどろくほどの水音が響ひびく。

　さすがにクースラは冷ひや汗あせをかいたが、フェネシスが石のように体を硬かたくして、あれほど無理だと言っていたのにさらに体を小さく丸めているのは、決して船が揺れたせいではないだろう。クースラは、そんなフェネシスを文字どおり目の前にして、小さく苦笑する。

　この姿勢じゃ、互いの口が届かない。

　もちろん、言ってやりはしないし、仮に届いてもそうしたかどうか。

　自分でも笑ってしまうが、そんなに簡単に消費してよいことではない、と思ったのだ。

　まるで初めて自分で炉ろを使い、灰の中から金きんを採とり出した見習いの時のようだった。

　あの時の金は、今でも短たん剣けんの留め金の一部に使っている。

　そんな感傷的な人間だと知られたら……とクースラは思ったが、今いま更さらかと思いなおす。

　妙みような小こ娘むすめとの妙な出会いだが、今は自然と疲つかれたような笑えみが出る。

　たぶん、楽しいことを認めたくないのだろう。

　そうしていると、ふと遠くから声が聞こえてきた。やがてそれがはっきりと、港に船を寄せろ、と言っているのだとわかった。ニールベルクに着いたのだ。

　ニールベルクは巨きよ大だいな城じよう塞さい都市であり、ラトリア有数の港こう湾わん都市ともいわれている。

　事前の話では、二つの岬みさきの根元に位置する港を入り口として、城じよう壁へきが張り巡めぐらされている町とのことだった。その様子を絵にしたところ、蟻ありの顎あごのように見えたことから、異教徒時代には蟻が都市の旗はた印じるしだったらしい。

　騎き士し団によって征せい服ふくされて以降も開発は続き、今ではそこから七本もの街かい道どうが伸のびている。

　ラトリアも当然、当時はこの重要な海港を奪うばわれまいとしたのだろうが、生あい憎にくと世界最強の艦かん隊たいを有する騎士団相手に、守り抜ぬけるわけもなかった。

　そういう話を聞いていたものの、クースラはこの町を奪われてしまったラトリア女王の深い絶望が理解できたような気がした。

「……すごいな」

　それが自分の呟つぶやきだったと気がつくのにも時間がかかった。

　ふと見れば、フェネシスも体を起こしていて、自分と同じ方向を見つめていた。

　しかも、こちらの服の袖そでを握にぎりしめているのにも気がつかなかった。

「しかし、これが……」

　クースラは、言う。

「騎士団か」

　そこにあったのは、ニールベルクの大きな入いり江えに浮かぶ、何隻せきもの巨大な船せん舶ぱくだった。最初はそれが船だとわからず、どうして海にこんな巨大な建物が？　と混乱した。少しずつ近づいていくと、ずんぐりとした輪りん郭かくが見えてくる。それが雲くも間まから降り注ぐ月明かりに妖あやしく照らされ、うずくまった巨人のようでもあった。

　あの、大おお海うな原ばらの向こうにあった深い闇やみとは違ちがう、もっとわかりやすく、現実的な威い圧あつ感を伴ともなった黒い塊かたまりだ。権力とはどういうものなのか、沈ちん黙もくのうちにクースラたちに示していた。

「人だ」

　前方の船の誰だれかが言った。フェネシスは慌あわてて耳をヴェールで隠かくす。クラトール大公が率いる部隊の面々はフェネシスを受け入れたが、ニールベルクには様々な立場の人間がいるので、隠すのが賢けん明めいだろうということになった。不安なのは騎士や傭よう兵へいが喋しやべらないかということだったが、兵士たちに対し、我らが戦いくさ女め神がみの神秘を明かしてはならない、とクラトール大公が宣言すると、連中はひどく嬉うれしそうだった。自分たちを守る守護聖人、天使、精せい霊れいの類たぐいに対する、独どく占せん欲よくをうまくくすぐったわけだ。だから、戦女神は我らの切り札である、という駄だ目め押おしに、全員がはっきりとうなずいた。騎き士しや傭よう兵へいは戦場に関する限り、迷信深い。それに妖よう精せいはいつだって、瓶びんの蓋ふたを開ければ逃にげてしまう。

　秘密はきっと、守られるだろう。

　視線を向けると、船の甲かん板ぱんに兵士が立っている。見れば、クースラたちの船隊の先頭にいる誰だれかが松明たいまつに火をつけ、規則的な動きに従って振ふっている。

　やがて甲板の兵士はいったん姿を消し、ほどなくして巨きよ大だいな船の陰かげから小船が何艘そうも現れた。船の先頭には、外がい套とうを翻ひるがえしたアイルゼンに似た雰ふん囲い気きの男が立ち、後ろには長なが槍やりを携たずさえた兵たちもいる。

　誰も、なにも言葉を発さない。昔はこういう場面に何度も出くわしてきたのか、フェネシスが、痛いくらいにクースラの腕うでを摑つかんでいる。

　そして、互たがいの船の動きが止まった。

　海が凪ないでいるため、静けさが耳に痛いくらいだ。

　先に口を開いたのは、アイルゼンだった。

「カザンより援えん軍ぐんに駆かけつけた、クラトール大公旗き下かの一いつ行こうである」

　援軍という言葉の選び方に、クースラは笑わざるを得ない。

　見み栄えっ張ぱりの権力者。

　だが、それはある種の冗じよう談だんだったらしい。

「援軍、感謝する」

　相手は言って、笑っていた。

「我らが兄弟よ、よくぞたどり着いた」

　その瞬しゆん間かん、歓かん声せいこそ上がらなかったが、全員が一いつ斉せいに安あん堵どのため息をついた。自分たちは、狼おおかみのうろつく市し壁へきの外から、暖だん炉ろの火が見える町の中に逃げ込めたのだ。

　互いの船が寄せられ、アイルゼンと相手方は、固く握あく手しゆを交かわしていた。

「だが、これだけか？　報告では、カザンより一人も欠かさずたどり着いたとのことだが」

　密みつ偵ていによる情報交こう換かんだけはできているらしい。

　もしかしたら、莵うさぎ穴あなのように地下通路がどこかにあるのかもしれない。

「いや、積み荷が多くて、全員を載のせられなかった。こちらから船を出せないか。港は、ややわかりにくいところにあるのだが」

「みなまで言わずともわかっている。偶ぐう然ぜん、見つけたのだろう？」

　密輸をされる側がわからすれば見逃のがせないことだが、それがあったがために、貴重な戦力である仲間と合流ができた。

「左さ様よう。偶ぐう然ぜん見つけた。こちらには、精せい霊れいの加護があるゆえにな」

　アイルゼンも平然と答える。

「ふふ。ということは、噂うわさの竜りゆうも積んでいるのか？」

　アイルゼンの相手側がわの者が、クースラたちよりも後ろの船に視線を向ける。

「分解してある。全部で三機あるが、燃料の供給が必要だ。詳くわしくは町で報告しよう。この戦いくさに少なからぬ貢こう献けんができるはずだ」

「期待している。なにより」

　と、その視線がゆっくりと動き、クースラと目が合った。

「その竜を作り出した技術と知識が来てくれたのは、神の思おぼし召めしだろう」

「……町でなにか問題が？」

「そのとおりだ。それゆえに貴き君くんらの精霊の加護には大いに期待している。だが、そのことも改めて話そう。ひとまず、他ほかの兄弟を迎むかえに行かせるのが先だ。敵が気がつくやもしれんし、この者たちも、体を休める必要があるだろう」

「我らが騎き士し団の同どう胞ほうに感謝する」

「ああ。騎士団の紋もん章しように幸あれ」

　こうして、クースラたちの船は先導され、入いり江えの奥に入って行った。

　そこは入り江というよりも、船せん舶ぱくの停てい泊はく場所になっていて狭せま苦くるしいくらいだった。

　巨きよ大だいな船舶の威い容ようは、およそ個人では太た刀ち打うちなど不可能な存在というものについて、なによりも雄ゆう弁べんに語っている。錬れん金きん術じゆつ師の気取った無ぶ頼らいなど、子供の見み栄えに等しいことだ。

　クースラたちの船は、クラジウス騎士団の富と権力の象しよう徴ちようの間を縫ぬうように進み、やがて港の桟さん橋ばしにたどり着く。夜のために人の影かげこそなかったが、そこには大量の物資が積み上げられていた。

　ラトリアの異教徒たちの蜂ほう起きから間もないので、南から慌あわてて輸入した物資、というわけではないはずだ。そうなるとこれらは、これからラトリアを本格的に侵しん略りやくするために用意されていたものだろう。

　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ、と誰だれかが言った。

「反撃のための準備はすでに万ばん端たんってところだな」

　騎士団の本部から遠く離はなれたカザンでは心細かったが、やはりクラジウス騎士団は今でも世界最強の集団だった。アイルゼンの語ったあの反撃の計画は、決して夢物語ではない。そのことを改めて思い知る。

「なんにせよ、命はしばらくつながったようだ」

　桟橋に上がるアイルゼンらにクースラも続き、桟橋から船を振ふり向いた。そこには、船の威い容ようにいつまでも見み惚とれていたせいで、もたもたと下船の身み支じ度たくをしているフェネシスがいる。

　クースラは、意地悪げな笑えみを向けてやる。

　するとすぐにむっと睨にらみ返してくるが、クースラはそんなフェネシスに手を伸のばす。

「遅おくれるなよ」

　フェネシスは、クースラの手と顔を見比べる。

　そして、むすっとしたままクースラの手を取った。

「あなたはいつも意地悪です」

「だが、手は取るんだな？」

　クースラが言うと、フェネシスは緑色の瞳ひとみをくりくりさせて、挑ちよう戦せん的な上うわ目め遣づかい。

「それがあなたの言う、錬れん金きん術じゆつ師の図ずう々ずうしさかと」

　笑ったのは、馬ば鹿かにしたのではない。

　逆だ。

「そのとおり」

　クースラはそう言って、フェネシスを桟さん橋ばしに引き上げる。

　フェネシスは体が強こわ張ばっているのか、服の縒よれを直しながら、ぎこちなく体を動かして筋を伸ばしている。

　遅れて桟橋に上がってきたウェランドとイリーネも、老人のように腰こしを叩たたきながらだ。

「ひどい目に遭あったよお」

「師し匠しように怒おこられて炉ろの中に隠かくれた時以来だわ……」

　心底疲つかれきったようにそんなことを言っている。

「しかし、あれだねえ」

　と、ウェランドは腰を伸ばしながら、クースラとフェネシスに向けて言った。

「ずいぶん激しかったみたいだけどよお」

「あ？」

「隠すなよお。船がずいぶん揺ゆれてただろお？」

　ウェランドがにやにやしながら聞いてくるが、他た愛わいのない冗じよう談だんだ。

「せがまれたら仕方ないだろ」

「おおう」

　イリーネも男二人の含ふくみに気がつき、呆あきれるように笑っている。

「そういう冗談やめなさい……よ……」

　と最後が尻しりつぼみになってしまったのは、ウェランドとイリーネの視線が、フェネシスに向いていたからだ。

「クースラ？」

　ウェランドが真顔を向けてくる。

　フェネシスは、顔を真っ赤にしてうつむいていた。

「阿あ呆ほうか」

　心底呆あきれたように言うと、フェネシスに思いきり腕うでを叩たたかれた。二度、三度、と叩いてくる。

「なんだよ、おいっ」

「あなたは、あなたは──」

　フェネシスはクースラのことをさらに叩き、唸うなるように言った。

「最低です！」

　なにもしてないだろうが。

　クースラは、他ほかの連中が驚おどろく中、大おお股またで歩きだしてしまうフェネシスと、それを追いかけるイリーネを見送りながらそう思った。

　そして、軽く頭を搔かきながら、それともと思った。

「なにもしなかったから怒おこってるんじゃないのかよお」

　ウェランドがクースラの肩かたに肘ひじを載のせてきて、言った。

「……」

　クースラは、すぐ横にあるウェランドの顔を半目に見て、フェネシスとイリーネの消えて行った方角を見る。

「まるで錬れん金きん術じゆつだな」

「クースラは見習いだあね」

「あぁ？」

　クースラが睨にらむと、ウェランドはへらへら笑いながら肘を離はなす。船からは竜りゆうの部品が荷に揚あげされ、新しい部隊がたどり着いたと聞きつけた連中も港に現れた。深夜の港がにわかに騒さわがしくなる。

　クースラは呆れるようにため息をつき、歩きだす。馬ば鹿かな話だとは思ったが、フェネシスの言ったとおりだ。生きている気はする。

　そして、皮肉げに笑ったところを見つけたウェランドが、その笑えみはなんだよおおお、とまとわりついてくるのを足あし蹴げにしながら、二人の小こ娘むすめたちを追いかけた。

　生きている気はする。

　この世に生きる価値があるとすれば、まさしくそれだろうな、と思ったのだった。
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　宿は四人一いつ緒しよに上等なところをあてがわれ、部屋も立派な暖だん炉ろ付きのものだった。

　カザンから無事に脱だつ出しゆつできれば報ほう酬しゆうは望みのまま。

　もちろんこの程度で満足するわけもないのだが、いざその問題に直面すると、厄やつ介かいだった。

「褒ほう美びになにを要求したものかね」

　久しぶりにぐっすりと眠ねむった翌朝のこと。全員が早起きを旨むねとする職業ながら、日が昇のぼりきるまで誰だれも目を覚まさなかった。妙みように気の抜ぬけた感があるのは、なんとか生き延びた、という安あん堵ど感かもしれない。

　クースラが口くち火びを切ったのは、食事を部屋に運ばせてからだ。

「工こう房ぼうじゃないの？」

　たっぷり塩の効きいた贅ぜい沢たくなバターを、山盛り塗ぬりつけたパンにかぶりついていたイリーネが、真っ先に言う。あまりにいい食いっぷりに、きちんと手でちぎってから食べていたフェネシスも、ちょっとうつむきがちに、かぶりつくようにしていた。

「本当に製せい錬れん馬ば鹿かだな」

　クースラが呆あきれて視線を向けると、イリーネは目をつり上げてクースラを睨にらみつける。

「だってそれしかないじゃない。私はそれを目当てに町を出て来たんだからね！　じゃあ、他ほかになにを要求するのよ」

「この町にずっと腰こしを落ち着けるかもわからないだろ。ここで大きな要求をしてしまうと、後になってもっと別のことを頼たのめばよかった、ということになりかねない」

「う……そうか……あ、でもほら、竜りゆうの量産だってあるわけじゃない？　それは正当な要求よね？」

　どうしても製せい錬れんをしたいらしい。

「まあ、そろそろ炉ろの火が恋しいよねえ」

　食事に関してだけは上品なウェランドが、茹ゆでた牛の肩かた肉にくを嫌いや味みなくらい綺き麗れいに薄うすく切り分け、パンに挟はさんでからさらに細かく切り分けている。

「でしょう？　ウェランドさんは話がわかるわ」

「たった一週間かそこらだろうが……」

　クースラは呆あきれつつ、切り分けたパンをウェランドがイリーネとフェネシスの皿に分けていたことにも、ため息をつく。

　錬れん金きん術じゆつ師、という呼称がどんどん腑ふ抜ぬけになっていく。

「それに、ずっと外を見てたんだけどさあ」

「あ？」

「同業がうろついてるからねえ。たぶん、あっちこっちの町から逃にげてきた連中がいるんだよお」

　つまり？　と聞くまでもない。

「間ま違ちがいなく、この町の炉は、とっても楽しい場所だと思うんだよねえ」

　目を輝かがやかせるウェランドに、クースラは不服げな目を向ける。

　すると、口を開いたのはイリーネだ。

「というか、どうしてあんたは乗り気じゃないの？」

　ウェランドにはさんづけで、自分だけあんた呼ばわりなのもクースラは気に入らないが、イリーネにも結局カザンで借りができてしまった。

　女を相手にするとつくづく運がよくない、とクースラは思う。

「工こう房ぼうそのものに反対はしないが、俺は炉より書物のほうが好きなんだよ」

「へえ？」

「これだけでかい町だ。間違いなく大量の知識が残っている。だが、カザンと同じで、いつ騒そう乱らんが起きてまたこの町を出るかわからない。町を出るなんてことになれば、錬金術師どもは同じ船に乗って逃げられるかもしれないが、本まで積んでもらえるとは思えん。そして、知識の発はつ掘くつは人じん海かい戦術が有効だ」

「ふうん？」

「まあ、一人だけ戦力にならない奴やつがいるが」

　あんた呼ばわりされたことにちくりと反はん撃げきするが、イリーネは胸を張って、半目になってクースラを見る。

「あーら、誰だれのおかげであの竜の絵巻物を見つけられたと思っているわけ？」

　時間さえかければもちろんクースラたちでも見つけられただろうが、手分け作業というのは、まさしくその時間がないためにやることだ。

　クースラは苦々しく、牛の肩かた肉にくにナイフを突つき立てる。

「あの」

　と、そこに口を挟はさんだのはフェネシスだった。

「私は、お手伝いしますが？」

　不承不承といった感じで、協力を申し出る。昨晩は結局ずっとむくれたままだったし、今もまだ少し怒おこっているのかもしれない。

　しかし、いかにも同情された感があり、クースラは嫌いやそうにフェネシスを見る。

「なら、ウルちゃんとクースラは本を調べに、俺とイリーネちゃんは工こう房ぼうにってことで話は決まりかなあ」

「っおい」

　ウェランドは最後のパンのかけらを頰ほお張ばって、椅い子すから立ち上がる。

「実験用の炉ろを手に入れるかどうかはともかく、竜りゆうの量産だけはなんにせよやらないといけないからさあ。そっちは明確に、イリーネちゃんの領域だしねえ」

「ちゃんづけやめてもらえます？」

「嫌だよおおおおお」

　ウェランドは嬉うれしそうに笑い、げんなりするイリーネは、それでも立ち上がる。

　そして、げんなりしているのは、なにもウェランドのせいだけではないらしい。

「うーん、やっぱりなんか元気出ないなあ……」

「それだけ食べれれば十分だよお」

「そうじゃないですー。うーん……なんか気合いが入らないのよね……。まあ、炉の前に立てば元気も出るかな」

　イリーネは首をかしげているが、一人で納なつ得とくしている。

　ウェランドはそんなイリーネを連れ、さっさと部屋から出て行ってしまう。

　すべてはなし崩くずしに、型に嵌はめられてしまう。

　だから、結局残された真っ白い小こ娘むすめに、クースラはこう言った。

「さっさと飯を食え」

「……食事は感謝しながら食べるものです」

　やっぱり機き嫌げんが悪そうなフェネシスを、テーブルに頰ほお杖づえをついて眺ながめながら、クースラはため息をついたのだった。







　宿の中は静かだったが、外はひどく賑にぎやかだった。

　道を行くのは半分が筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの兵士たちで、残りが商人や職人たちだった。年ねん齢れいも体格も性別も違ちがううえに、彼らのほとんどがあちこちの町から逃にげ込んで来ているため、同じ兵士、同じ商人、同じ職人でも服装や髪かみ形に微び妙みような違いがあって、実に混こん沌とんとしていた。

　彼らの中に共通点があるとすれば、それは一つだけだろう。

「皆みなさん、お忙いそがしそうですね」

　むすっとしているのは相変わらずだが、無言を貫つらぬくほど怒おこってはいないらしい。

　なんとなく、出会ったばかりの頃ころのことを思い出す。

「両脇わきに山ほど荷物を抱かかえてなっ……と」

　クースラは、フェネシスの首根っこを摑つかまえて後ろに下がらせた。豚ぶたと鶏にわとりをぎゅうぎゅうに詰つめ込んだ籠かごを満まん載さいした荷馬車が、ふらつきながら宿の前ぎりぎりを通り過ぎる。その後ろには今朝水みず揚あげされたばかりなのか、新しん鮮せんそうな鰊にしんを積んだ荷馬車が続いている。よほど時間が惜おしいのか、荷台の上では今まさに塩を振ふりまいて塩しお漬づけを作っているところだった。他ほかにも鉄てつ塊かいを積んだ荷馬車や、小こ僧ぞう二人が顔を真っ赤にしながら引いている木材が満載になった荷車もある。

　ニールベルクは、活気に満ち満ちていた。ここは、負け犬の溜たまり場ばではない。

　クースラは、猥わい雑ざつで熱のこもった町の空気を胸いっぱいに吸い込んで、にんまりと笑う。

　これでこそ騎き士し団だ、と。

「反はん撃げきの準備に大わらわなんだな。食料の生産、武器の製造、衣類を繕つくろって、荷車や馬具の製造もあるだろう。そしてまたそれぞれに原料の調達と加工の工程があるからな。やることは山ほどある」

「……そのようですね」

　人がものすごい密度で行き交かうその様は、樽たるの中にぎっちりと洗せん濯たく物ものを入れて無理やりにかき回しているかのようだ。フェネシスの首根っこから手を離はなしてやると、無言でもそもそとヴェールを直していた。

「行くぞ」

　クースラがそう言って流れの中に飛び込むと、フェネシスも慌あわてて後をついて来る。

「あの、どこへ？」

「粉は粉屋、服は服屋だがな、書しよ籍せき商が取り扱あつかってるような本に用はない。とりあえず、書しよ庫こを開けさせる鍵かぎを手に入れに行く」

「……あまり強引なことはしないでくださいよ？」

　人ごみのせいもあり、ぴったりクースラの横にくっついているフェネシスが、釘くぎを刺さすように言ってくる。

「まるで俺が強ごう引いんなことばかりしているみたいな言い草だな」

「みたいな、ではありません」

　やはり昨晩のことが尾おを引いているのか、珍めずらしく突つっかかってくるが、クースラは小さく肩かたをすくめてみせた。

「お前に言われたくないがね」

「は？　ど、どういう意味ですか。私は強ごう引いんなことなんてしません」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませたフェネシスが、緑色の瞳ひとみを精いっぱい尖とがらせている。

　クースラはそんなフェネシスを冷たく見下ろすばかりだ。

「何度も無茶なことをしておいてよく言うな」

「そ、それは……」

　フェネシスはぶつぶつと言い、しぼんでしまう。

「仕方なく、です」

　そして、そんなことを言う。クースラは半笑いだが、こういう小こ娘むすめじみたところに油断していると、ものすごい牙きばを隠かくしているのだ。厄やつ介かいだが、面おも白しろい奴やつだ、とクースラは思った。

　それからクースラとフェネシスは、賑にぎやかで活気に満ちた町を歩いて行った。

　ただ、宿から出た直後こそ、町全体が大規模な年市のように賑わっているだけかと思ったが、やはりあちこちに戦いくさを生業とする連中の姿があり、ここが今まさに戦の最前線なのだと知らしめている。

　辻つじの隅すみっこでは、町の治安維い持じのためか、それともすることがなくてたむろしているだけか、槍やりや剣けんを携たずさえた傭よう兵へいや兵士たちが四、五人の塊かたまりで立っている。

　あるいは、妙みように表情が硬かたいので、敵方の密みつ偵ていへの睨にらみかもしれない。

　クースラとフェネシスは、そんな町の中心部を目指して歩いていた。

　槍束を担かついだ傭兵が前を通りがかったのは、そんな折りのことだった。

「おやっ」

　と、傭兵が足を止めた。

　白髪しらが交じりの髭ひげも髪かみの毛も針金のような男で、子供が悪戯いたずらで針はり山やまに無数の針を刺さしたらこんな感じになるだろうか。一本でも重そうな長槍を、十本からまとめて肩に担いでいる。

　腕うでの太さなど、フェネシスの腰こし回まわりくらいあるだろう。

「我らが女神様たちじゃないですか。どうされました」

　どうやら、一いつ緒しよにカザンから逃にげて来た傭兵の内の一人らしい。最初の船に同行した中にはいなかったような気がするので、あの後無事に合流できたようだ。

「アイルゼンに用があってな」

「ほほう。では、ご案内仕つかまつりましょう」

「どうせ中心街だろう？　いらんよ」

「そう仰おつしやらず。これくらいしか恩返しできませんからな」

　戦場では手て斧おの一つで甲かつ冑ちゆうごと敵を真っ二つにしそうな大男が、気のいい笑え顔がおを向けてくる。

　たった数日行軍を共にしただけだが、彼らも悪い奴やつではないとわかっている。むしろ、裏表がなさそうなぶん、錬れん金きん術じゆつ師よりよほどましかもしれない。

　クースラは小さく肩かたをすくめ、「なら頼たのむ」と答えた。

「しかし、あなた様方に馬車の一つも差し向けないとは、アイルゼン様も気が利ききませんな」

「女神様が、火を吹ふかないような馬車には興味がないとね」

「おほっ、それはそれは」

　フェネシスがクースラの腕うでを叩たたいてくるが、もちろん無視だ。

「しかし、長く戦いくさに出ておりますれば、まあ、我が天命も尽つきたという瞬しゆん間かんがなんとなくわかるものですがな。あのカザンに、よもや光こう明みようが差すとは思いませんでした。ちと、その光明は強きよう烈れつにすぎましたが」

「それは俺たちも同じだ。まさかあんなものが作れるとはね。なかなか得がたい経験だ」

「はっは。左さ様ようでしょうな。あれこそまさに戦場の奇き跡せきでありました。特に、戦女神の美しさはいかような年代記作家も表しきれるものではないでしょうからな。いや、まさしくこのように同じ地面の上を歩けるなど、光栄の極きわみ」

　嫌いや味みでもからかいでもなく、本気で言っている。

　フェネシスは過大な褒ほめ言こと葉ばに身を縮めているが、気のいい傭よう兵へいというのはこんなものなのだろう。わかりやすくて単純で、図ず太ぶとく、まっすぐなのだ。

「時に、市し壁へきの外はごらんになられましたかな」

　立派な彫ちよう像ぞうを作ってみたのでちょっと見て欲しい。

　そんな口調で傭兵は言う。

「いや？　なにか贈おくり物ものでもあるのか」

「ふふ。確かに、熱ねつ烈れつな想おもいと共に、我々に差し向けられたものではありますがね」

「……なるほど。なかなかのものか」

　クースラが尋たずねると、傭兵は空いているほうの腕で、力こぶを作る。

「敵に不足なし」

　長生きを求めて戦場に向かう馬ば鹿かはいない。だが、彼らは戦いに赴おもむく時、あらゆる縁えん起ぎを担かついででも、戦に勝とうと願っている。そこまで死にたくないのなら戦に行かなければいいだろう、と余人は思うだろう。ただ、彼らの行動は矛む盾じゆんしているようではあるが、そうでもない。

　なぜなら、彼らは皆みな、より良い死に場所を求めて戦場に赴くからだ。自分が死なないようなぬるい戦場は、自分の死に場所に相応ふさわしくないのだと言って。

　そして、そういう価値観の傭兵が、敵に不足なしと言う。

　クースラは、軽く笑う。

「楽な勝利を願いたいね」

「あなた様方がいれば、まさしく千せん人にん力りき」

　振ふり向いてにかりと笑うその顔には、他意も悪意もなにもない。

　そのまっすぐさにクースラはげんなり笑って、フェネシスに向けて小首をかしげた。

「アイルゼンの奴やつは竜りゆうの量産を考えているそうだからな。仕事がなくなるかもしれないぞ」

「ほほう。しかし、それはそれで構いません。出番がなくなれば、槍やり職人になろうかと思っていましてね」

　肩かたに担かついだ槍をがしゃりと鳴らす。

「それに、この町の戦士どもはいささか尻けつの穴が小さいところがありましてな、ぜひともあなた様方の劫ごう火かの威い光こうにて、連中の冷えた肝きもに火をつけていただきたい」

　クースラは、少し考えてから、傭よう兵へいに言葉を向けた。

「まさか、歴戦の兵たちが、市し壁へきの外の敵に怯おびえているとでも？」

「馬ば鹿かを言っちゃあいけません。敵兵なんぞ、何万といようが怖こわくありません。それは、他ほかの仲間も同じでさあ。ですが、そんな我々にも怖いものはある」

「ほう？」

「仲間も町に入ってから、どうにも力が入らないようでしてなあ」

　そういえば、イリーネもそんなことを言っていた。

「静かな町ほど応こたえるものはありません」

　傭兵は、斜ななめ上うえに顔を上げて、目を細めてそんなことを言う。まるで、ここが人っ子一人いない、戦せん災さいで灰かい燼じんに帰きした町であるかのように。もちろん、町は騒さわがしく、むせ返るほどの熱気だ。クースラは、それを傭兵流の慣用句なのかと思った。

　しかし、ふと、フェネシスが言った。

「鐘かねの音がない町は、確かに寂さびしいですね」

「鐘？」

　クースラが聞き返すと、傭兵はフェネシスに視線を向けてにんまりと笑う。人懐なつっこい、人に慣れた熊くまのような笑えみだ。

「鐘の音の祝福もなしに、戦場には出たくありませんやね」

　ひどく染しみ入る言い方だった。

　クースラは、それでようやく、どうして四人が揃そろって朝あさ寝ね坊ぼうをしたのか理解した。

　町の中で時を告げる鐘の音は、あまりに当たり前のことで意識すらしていなかった。

「鐘を鳴らさないのは、なにか理由があるのか？」

　クースラの質問に、傭兵は困ったように笑った。

「それこそ、神の采さい配はいかもしれない、とのことですよ」

「神の？」

「私もそんな話は信じたくありませんがね、状じよう況きようが状況ですから、ここに駐ちゆう留りゆうする仲間の間じゃあ、わりあい深刻に受け止められていまして。まあ……このままだと、市壁の外に打って出るのも難しいだろってことで……」

　どんな死地にもためらわずに飛び込んでいく。

　そういう売り文句で渡と世せいを送る傭よう兵へいが、弱気なことを言う。

　クースラが面食らっていると、傭兵は顔から陰いん気きな色を振ふり払はらい、無理に胸を張った。

「ですが、戦いくさ女め神がみの隣となりには、稀き代たいの大錬れん金きん術じゆつ師様がいる。この町に鐘かねの音が戻もどる日も近いというものでしょうな。我らも実に鼻が高い」

　傭兵はそう言って、がっはっはと笑う。

　クースラは、そんな傭兵を無言で見返していた。

　鐘の音。

　道を歩いていると、中心街に続く大きな道に差しかかる。

　すると、ここが正しい神の教えの下もとにあると知らしめる、巨きよ大だいな教会の姿が道の先に見えた。

　そこには大きな鐘しよう楼ろうがあり、その先には。

「この町の鐘は、作るそばから割れてしまうらしく」

　傭兵は、目を細めながら言った。

「神が我々を見放してたんじゃないかって噂うわさですよ」

　蔦つたの絡からまった高い鐘楼の先せん端たんには、鐘の姿がない。

　それは確かに、あるべきものがそこにないという、不安感を煽あおる光景だった。







「では、こちらです。案内を呼びにまいりましょうか？」

「槍やりを持ったまま入れないだろう。いいや、助かった」

「なあに。お安いご用です」

　傭兵はにかりと笑い、担かついだ槍を職人街のほうに持って行くのだと言って、立ち去った。

　騎き士し団の本部は、町の中心部にあたる円形の広場の東側がわにあった。扉とびらは開け放たれ、忙せわしなく人が出入りしている。あの町の大おお騒さわぎがすべて戦のための準備だとすれば、それだけの指示を町の人間に出す頭脳が必要になる。

　さしずめ、胸に山ほどの指令所を抱かかえた連中が出入りするここは、騎士団の口だろう。

　そんな建物が面する広場の北側がわには、南向きに建てられた教会がある。

　クースラが入り口から教会の鐘楼を見上げていると、フェネシスが言った。

「あの話、本当なのでしょうか」

　視線を下げてそちらを見ると、ひどく不安そうな顔をしていた。

「市壁の外に敵があふれている？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは首を横に振る。

「この町は、神に見放されているのでしょうか」

　フェネシスにとっては、そちらのほうが大だい事じなのだろう。

　ただ、確かに教会の鐘しよう楼ろうに下げる鐘かねが作るそばから割れてしまうのは、無知な連中からすればすわ不吉な兆きざしかとなる。

　昨晩遅おそくに港に着いた時も、出で迎むかえた人間はこの町に問題があると言い、錬れん金きん術じゆつ師と精せい霊れいの加護をあてにするようなことを言っていた。

　おそらく、このことだろう。

「さてね」

　クースラは短く言って、建物の中に入る。

　すると、建物の中は剣けんではなくペンを武器にする者たちであふれ返っていた。誰だれも彼もが真剣な顔つきで、大おお股またで歩いている。従者を引き連れ、貴族の証あかしである毛皮の外がい套とうを翻ひるがえらせている者も少なくない。これが撤てつ退たい中の町ならば、真っ先にいなくなっているはずの者たちだ。

　高位の人間が険しい顔で行き来しているとなれば、騎き士し団は本気でここを拠きよ点てんに反はん撃げきの狼煙のろしを上げる気なのだろう。

　クースラは適当な人間をつかまえ、アイルゼンの名前を出す。

　そいつはその名を知らなかったが、別の人間をつかまえると、案内してくれた。

　アイルゼンの間借りしている部屋は、さすがに扉とびらが閉じられていた。

「……ずいぶん早いな」

　部屋に入ると、別の人間と話をしていたアイルゼンが驚おどろいたように目を瞬しばたたかせる。

「日は昇のぼって久しいかと」

「ああ、入れ違ちがいになったのか。今しがたお前たちを呼びにやったんだ」

　クースラは、肩かたをすくめる。

　アイルゼンは話をしていた者に羊皮紙を渡わたし、身み振ぶりで外に出るようにと伝えた。再び口を開いたのは、扉が閉じられてからのことだ。

「しかし、昨日の今日でもう町をうろうろするとはな」

　アイルゼンが呆あきれたように言う。

「それはこちらの台詞せりふですがね。お忙いそがしそうだ」

　共に同じ旅程を経てきたうえに、アイルゼンはクースラたちとは違いひたすらに状じよう況きようの分ぶん析せきと道中の安全に気を配っていた。疲ひ労ろう度でいえば圧あつ倒とう的にアイルゼンのほうが上だろうし、今日もきっと朝早くから激務をこなしているに違いない。

　しかし、アイルゼンは髭ひげの下で小さく笑った。

「これが私の……なんだ、マグダラ、だったか？」

　そんな単語がアイルゼンの口から出て、クースラは驚いた。

　アイルゼンのいたずらっぽい目つきは、意外に人が良さそうに見えた。

　激務は相変わらずでも、絶望的な撤退戦をくぐり抜ぬけた、という安あん堵ど感が少しだけアイルゼンの心を開かせているのかもしれない。

「平和な町での日常の繰くり返かえしは、私も閣かつ下かも耐たえきれんからな。こういう渦か中ちゆうでこそ、生きている心地ここちがする。もちろん、苦労はそれなりに伴ともなうが」

　腕うで利ききの伝令官も、なんのことはない。彼らの仕事への情熱というものは、結局はあまり錬れん金きん術じゆつ師と変わらないのだ。

　ただ、アイルゼンがそんな胸の内を語ったのは、やはりカザンからのことが少なからず影えい響きようしているのかもしれない。共に死線をくぐり抜ぬけた、その仲間として。

「それで？　私の機き嫌げんを取りに来たわけではあるまい？　それとも、南に向かう船ふな便びんの予定を聞きに来たのか？」

「逃にげた先になにかありますかね」

　クースラが尋たずねると、アイルゼンは顎あごを上げてクースラを見据すえる。

「ない」

　いい上司だ、とクースラは思う。

「それに、こんな規模の戦いくさにはなかなかお目にかかれん。年代記作家の描えがく一幕に立ち会わない理由がない」

　毛皮付きの外がい套とうを翻ひるがえした人物に相応ふさわしい自じ己こ顕けん示じ欲。

　クースラは、素す直なおに笑ってしまう。

「さっきも傭よう兵へいに案内されましてね。市し壁へきの外には、戦うに相応しい敵がいると」

「ふむ。お前も見に行くといい。やる気に火がつくだろう」

「……」

　クースラは、笑えみが少しだけひきつる。

「それほど？」

「見事な手しゆ腕わんだな。短期間であれだけの人数をかき集めるのは並なみ大たい抵ていのことではない」

　率そつ直ちよくな評価に、クースラは呆あつ気けに取られてしまう。

　アイルゼンは不敵な笑みを見せ、「意外か？」と尋たずねてくる。

　クースラから見れば、アイルゼンが人を褒ほめる時は、間ま違ちがいなく相手を馬ば鹿かにしているか威い圧あつする時だ、とわかる。

　だが、アイルゼンは不敵な笑みのまま、大きく息を吸うと、一息にこう言ったのだ。

「部隊の運用は、恐おそろしく複雑な操あやつり人にん形ぎようのようなものだ。傭兵一人一人に金を渡わたし、あそこにいる敵を倒たおして来い、と言うならば簡単だが、見たことも聞いたこともない土地から来た連中を雇やとい、管理し、最低限の武具をあつらえ、糧りよう食しよくを用意し、それを運ぶ馬、車、人が必要になった場合、話は違ってくる。それは、その連中そのものの管理もさることながら、連中を養う糧食に、大量の武具や衣服を修理する材料、それを扱あつかう人、運ぶ車、彼らに支し払はらう賃金、そのための両りよう替がえが必要になるからだ。しかも、大量の両替商に、彼らが必要とする天てん秤びん、長なが持もち、貨か幣へいを保管する場所、運ぶ馬、見張る者、彼らを養う一いつ切さい合がつ財さいがさらにおまけでついてくる。挙あげ句くに荷馬車が千も用意されると、どこになにがあるかを把は握あくするだけで二十人から三十人は必要だ。では文字を読める有能な連中をどこから雇やとう？　誰だれが取りまとめる？　そいつらの寝ねる場所は？　働く場所は？　食うものは？　巨きよ大だいな肉の塊かたまりはそのままでは手に負えないから、小分けにして火を通す必要がある。だが、細切れにされた牛の肩かた肉にくならばおとなしく焼かれるだけだが、生あい憎にくと現実の部隊には頭と口がついている。しかも、連中は自分たちのほうが隣となりの切り身よりも優すぐれていると主張する。それを仲裁し、なだめ、すかし、戦いに赴おもむかせ、やる気にさせなければならない。しかも、その全員が、戦場以外で楽しみを見み出いだせないような性格ときている。だから私は確信する。騎き士し団のような組織が成立しているのは、どこかに全知全能の神がいて、こっそり我々のためにあれこれ采さい配はいしているのだと」

　立て板に水を流すように滔とう々とうと喋しやべり終えたアイルゼンは、クースラに向けて笑えみを向ける。

「そして、敵側がわは我々と同じくらいにうまくそれをやってのけた。故ゆえに連中は戦うに相応ふさわしい。私も同意しよう」

　事はカザンという一つの鉱山町に差し向けられた地元貴族たちの急きゆう襲しゆうではない。そのことが頭では理解できていても、実際にどういうことなのか、クースラにはいまいちわからなかった。

　だが、目の前のアイルゼンを見て、ようやく理解する。

　人知を超こえたなにかが動いているのだ。

　人はそれを、権力の争いと呼ぶ。

「好こう敵てき手しゆは人生を刺し激げきに満ちたものにしてくれる。私は機き嫌げんが良い。褒ほう美びの話だろう？　いい時に来たな」

　解決すべき問題を前にすると、楽しくて夜も眠ねむれない性質なのだろう。

　一いつ緒しよに酒を飲みたい相手かどうかはともかく、仕事をするのはやぶさかではない。

「先に悪い話を聞かせてもらえませんかね。我々を呼ぼうとしていた、ということは、なにかあるんでしょう？」

　クースラが言うと、アイルゼンは片かた眉まゆを少しつり上げる。

「ふん。お前たちを呼びにやった話か？　残る二人がいないということは、そっちが職人街に行っているのだろう？」

　さすが部隊をまとめ上げ、導く達たつ人じんだ。ウェランドやイリーネの性格もとっくにお見通しらしい。

「ならば、遠からず連中の耳にも入り、お前にも伝わる」

「教会の鐘かねの話ですか」

　クースラが言うと、アイルゼンは驚おどろく代わりに、くっくと小さく笑う。全力で戦うに足る相手がいて、本当に機嫌が良いのだろう。

「それくらいに町の中では重要な話になっているというわけだ」

　アイルゼンは笑っているが、その笑えみが本当に面おも白しろがっているものではない、ということくらいクースラにもわかる。

　笑って話す必要があるほど燃える、厄やつ介かいなこと、というわけだ。

「作るそばから鐘かねが割れるそうですが」

「ああ。神が我々を見放した、と恐おそれ慄おののいている連中が多い」

　アイルゼンはためらいもなく言う。

「特に、戦いくさの連中は縁えん起ぎを担かつぐ。女神の話は、我々の想像以上に皆みな本気だ」

　フェネシスはアイルゼンに視線を向けられ、びくりと緊きん張ちようしている。

「だが、我々としても無視できるような話ではなくてな。この話は、戦の正当性に関かかわってくる。頭がおかしくなりそうなほど複雑な部隊の運用をこなしても、それが欠ければ晩ばん餐さんは始まらない」

「神の見放した町から打って出る軍が、神の遣つかわした軍であるはずがない？」

「そういうことだ。町の教会の連中も震ふるえ上がっている。騎き士し団が異い端たんと称しようされることには我関せずでも、連中が町にいながら神の恩おん恵けいが得られないとすれば、そいつらまで異端の仲間入りだからな」

「しかも、鐘をぶら下げるのは、その当の教会だとか」

「挙あげ句くに、鋳ちゆう造ぞうの際には司祭が立ち会いで祝福を捧ささげる慣例があるからな。連中にとってはいい面つらの皮かわだ」

　アイルゼンは平然と言う。

　教会と騎士団は、同じ神を奉ずるまったく別の権力機構だ。聖母の乳ち房ぶさを奪うばい合う双ふた子ご、というあだ名がついているほどで、この戦の根っこで糸を引いているのは教会の総本山たる教皇庁ではないのかとクースラも思うくらいだ。

「しかし、結局は同じ町の、同じ信しん仰こうを持つ者同士のことだ。そのうえ、羊皮紙の上に記される文字の戦いの場では、建たて前まえというのが殊こと更さら重要なのだ。それゆえに、よそから鐘を持って来て据すえるというわけにもいかん、秘密裏に作るわけにもいかん。正当性が問われているのだ。剣けんではせいぜいが剣の届く範はん囲いにしか己おのれの正しさを示せないが、文字や噂うわさ話ばなしというのは万里を越こえて轟とどろいてしまう」

　クースラは深くうなずく。同じ理由で、書物と知識を愛するのだから。

「お前は、鐘についてどう考える」

　アイルゼンは、クースラに問う。カザンの町で、血の付いた武具を検あらためさせられた時とは雰ふん囲い気きが違ちがう。実績を出し、信しん頼らいされているのだろう。

「こいつは神の云うん々ぬんを信じていそうですがね」

　と、クースラはフェネシスをからかってから、真ま面じ目めに答えた。

「単なる運でしょう」

「運」

「鐘かねの鋳ちゆう造ぞうは、金属製品の中でも飛びきり難しいんですよ。銅と錫すずの調合比率が、錫が多いと割れやすくなるが、同時に音も良くなるという按あん配ばいでしてね。まるで神への信しん仰こうを試ためされているかのような」

「お前のところでうまくやれないか」

「鋳造を？」

　クースラは片かた眉まゆをつり上げる。それは職人の領域のことで、錬れん金きん術じゆつ師の出番ではない。

　しかし、アイルゼンはこう返す。

「竜りゆうの量産を行い、戦いくさの正当性を示すための鐘の鋳造にも成功したとしたら？　我々の存在はこの町で群を抜ぬく。その栄光の中心に立つことを想像してみろ」

「……」

　おだてて踊おどらせようとしているのか？

　クースラが警けい戒かいすると、アイルゼンは呆あきれたように鼻を鳴らした。

「小細工だとでも思うのか？　お前たちは、町の様子を見ていないのか？」

「どういう意味ですかね」

「そのままだ。あれだけ大勢の人間が、これだけ大きな戦の準備を進めている。この町には、今は、二十三の町から逃にげ込んできた五千からの兵がいる。錬金術師だけで、その数は十九だそうだ。それだけの連中が、揃そろってこの戦で反はん撃げきに打って出て、この国を平へい定ていした時のことを考えている様を想像してみないのか？　私は、人生最大の好機を逃のがすのではないかとおちおち眠ねむれもしない！」

　そんなことを、カザンの時よりもよほど興奮気味にまくし立てる。

　あの時は、負けるか生きるかの話だった。

　だが、今はどれだけ勝つかの話なのだ。

　アイルゼンは、クースラたちが好こう奇き心しんを抑おさえられないように、自分の野心を抑えきれないでいるのだ。

「ここで乗り遅おくれてみろ」

　アイルゼンの、獣けもののような目がクースラを睨にらむ。

「一生後こう悔かいするぞ」

　このくそったれな世の中で、人は一体なんのために生きているのか？

　クースラは、アイルゼンに好感を抱いだいていた。

　目の前の男は、自分たちと同じ種類の人間だ。

「ですが、鐘の話が職人の領域だってのは本当のことなんですよ」

「……。言ってみろ」

「鐘かねの鋳ちゆう造ぞうには、もう隠かくされた秘密はありません。純じゆん粋すいに職人の腕うでの問題です。だから、立て続けに割れることもありましょうが、最終的に必ず鐘は作られる。鉛なまりを金きんに変えるような話ではありません。くじ引きをやり続ければ、必ず当たるのと同じことです」

「だが、当たりが入っていない、という疑いが出る恐おそれがある」

「それは」

　クースラが聞き返す頃ころには、アイルゼンはとっくに落ち着きを取り戻もどしていた。

「そして、今はもう、十分に引き続けた後だ。これ以上は、疑いが確信に変わる」

「……職人が気の毒ですな」

　クースラが率そつ直ちよくな感想を言うと、アイルゼンは鼻を鳴らした。

「職人どもの多くが震ふるえ上がって、作業に消極的だそうだ」

「これ以上作って鐘が割れれば、責任をひっかぶせられかねないってことですか」

「そうだ。それは教会の司祭も同じことだからな。鐘の鋳造をやるにしても、なにかしら成功の根こん拠きよを欲しがっている。お前は鐘の鋳造に秘密がないと思っているようだが、他ほかの錬れん金きん術じゆつ師はそう考えてはいない。くじ引きで確実に当たりを出す方法を探して血ち眼まなこになっているが、見返りを考えれば、それも当然のことだ」

　クースラは、言葉を返さない。

　それを見たアイルゼンが、すっと無表情になる。

「……お前には、案がないというわけか」

「万能ではありませんのでね」

　あっさり答えると、アイルゼンは最後に残り火のような笑えみを浮かべ、手を振ふった。

「まあいい。幸い、お前たちのところには職人がいる」

「彼女のほうが適任でしょう」

　決められた手順の条件を上手に設定し、高品質の物を作り出すような作業はイリーネの領域だ。錬金術師は、大おお雑ざつ把ぱに正しければそれでいい。

「それで、役立たずのお前はなんの褒ほう美びが欲しいんだ？」

　今度はクースラが小さく笑ってしまう。だが、アイルゼンなりの冗じよう談だんだとわかっている。

「教会に書庫なんかがあるでしょう。閲えつ覧らんの許可を」

「うん？」

　と、アイルゼンは演技でもなく怪け訝げんそうな顔をした。

「私の話を聞いていなかったのか？」

「というと？」

「錬金術師が十九人もいるんだぞ。お前たちのようなのが十九人だ。ろくなことではない。ただでさえ混こん沌とんとしたこの町に、突とつ拍ぴよう子しもない問題を起こして回る輩やからが十九人だぞ。とっくのとうに、貴重な本は貴族の家まで荒あらされた後だそうだ。戦費を徴ちよう収しゆうするために金持ちの資産帳ちよう簿ぼを作成する担当の者が嘆なげいていた。まるで略りやく奪だつの後だとな」

　さもありなん、とクースラは思う。

「私が錬れん金きん術じゆつ師を二人連れて来たと伝えたらな、これ以上問題を増やさないでくれと泣いて頼たのまれたわけだ。だから貴重な本が見たいのなら、職人街で巣すにこもっている錬金術師のところに行け」

　ただ、クースラは小さく肩かたをすくめただけだ。

「では、本を見るだけなら、勝手に見てもいいと？」

「……」

　アイルゼンはクースラをまじまじと見て、こう言った。

「なにか隠かくし書しよ庫こみたいなものがあるとでも思っているのか？」

「いえ？」

　クースラは答える。

　アイルゼンは相変わらず訝いぶかしげだったが、結局錬金術師の気き紛まぐれとでも思ったらしい。

「勝手にしろ。なにか言われれば、私の名前を出せ。通じなければ」

　そして、こう付け加える。

「閣かつ下かの名前を出せ」

「それは……」

　クースラはちょっと驚おどろき、言葉に詰つまる。

「ずいぶんな大おお盤ばん振ぶる舞まいで」

「お前たちにはそれだけの功績がある。あの奇き跡せきを信じているのは……なにも兵の連中だけではない」

　アイルゼンはそんなことを、あらぬ方向を見ながら言う。

　照てれ隠かくし、と言ったら悪あく魔まが笑うだろう。

　だが、アイルゼンも、たった一つの命を大事にするしかない人間の一人として、あの町から無事に抜ぬけ出せたことを感謝しているのだ。毎日凄すさまじい数の人間と、途と方ほうもない情報量を捌さばく身だからこそ、余計にその単純な事実のありがたみを理解しているのかもしれない。

　クースラは、恭うやうやしく頭を下げた。

「ご配はい慮りよ感謝いたします」

「ふん」

　そして、部屋から出て行こうとする間際に、アイルゼンはこう言った。

「ついでに、鐘かねのことも調べて来い」

　クースラは答えず、扉とびらを閉じたのだった。







「まるで子供みたいだったな」

　お祭まつり騒さわぎとはよく言ったものだが、本物の戦いくさを祭りと見なせるのなら、この世に怖こわいものなどなにもないだろう。クースラがアイルゼンの本当の顔を見たような気がして感心していると、隣となりからフェネシスの視線を感じた。

「なんだよ」

　緑色の綺き麗れいな瞳ひとみが、やや呆あきれるように細められる。

「あなたも似たようなものです」

「ああ？」

　いつもならばそんな口を利きかれれば頭を叩たたくところだが、今だけはそうでもなかった。

「確かに、好こう奇き心しんとは子供心だ、と昔の錬れん金きん術じゆつ師が言ってな」

　クースラの言葉に、フェネシスはこれみよがしにため息をついていた。

「しかし、人使いの荒あらいことだ。錬金術師をなんでも屋だと思うなよってところだがな」

　事実、この状じよう況きようで鐘かねを鋳ちゆう造ぞうしてみせれば一いち躍やく人気者なのだろうが、クースラも今度ばかりは他ひ人と事ごとだった。鐘の鋳造における技術的な方法は確立されていて、今いま更さら錬金術師がどうこう口を挟はさむ余地はない。そこから先は、錬金術師には太た刀ち打うちのできない職人の世界の話だからだ。

　そして、その方面について心強い味方がイリーネであり、彼女は今まさに職人街にいる。

　だとすれば、向こうに任せ、利益の分け前にだけ与あずかれればいい。

　だから、ひとまずの目的地は、変わらずに教会の書庫。

　他ほかの錬金術師たちがすでに荒あらし回った後らしいが、クースラには関係がなかった。

「あの」

　と、フェネシスが声をかけてきたのは、建物を出て、鐘のない鐘しよう楼ろうを目指して歩き始めてすぐのことだった。

「それなのですが……本当に、運だけのことなのですか？」

　クースラは不安そうなフェネシスを見返して、げんなりとため息をついた。市し壁へきの外に敵の大群がいるらしい、ということには怯おびえないのに、こういうことばかり気にかける。

　もちろん、それはクースラも同じだ。市壁の外の大群をどうにかするのは自分の仕事ではない。ならば心配するだけ損であり、避さけようのない運命を避けようと、無意味な祈いのりを捧ささげるような暇ひまはクースラにはない。

　だが、鐘を巡めぐる話には、別の問題もあった。

「その運が神のなんたらとか言い出すなら、確かにそういうことだがな」

　投げやりに返事をすると、フェネシスは怒おこられたかのように首をすくめる。

　ただ、不安そうな表情は変わらない。

「それに、この話はあまり深入りしないほうがいい」

「え？」

　フェネシスが顔を上げるが、クースラはそちらを見ずに言った。

「錬れん金きん術じゆつ師ならずとも、道を踏ふみ外すに足る要素が揃そろいすぎている。敵が誰だれだかわかっていれば、まっすぐそちらに向かえるがな」

「……」

「わかったか？」

　明らかにわかっていない様子だったが、クースラは重ねて言った。フェネシスはおどおどしていたが、クースラに頭ごなしに言われれば、大たい抵ていのことは受け入れる。

「は、い……」

「それより、俺たちにはやるべきことがある」

「あの、ですが、それも」

「……」

　と、言い募つのろうとするフェネシスに、クースラは有う無むを言わせない視線を向ける。

　ただ、これまでならばそれで終わりにしただろうが、クースラは歩きだしながらこう言った。

「たとえば自分だけが価値を知っている石があるとすれば、なんの変へん哲てつもない河原ですら、宝の山に変わりうる」

　話についていけない、という自信のなさをそのまま表すように、フェネシスはクースラの二歩後ろを歩いている。

　クースラはそんなフェネシスを振ふり向いて、肩かたをすくめた。

「俺はお前のヴェールの下になにがあるか、その歴史の秘密を少しだけ知っている。その秘密は、ありきたりの石ころの中に黄金を見つけられる鍵かぎとなるだろう」

　そして、実際に竜りゆうの火か炎えん放射器というものを見つけ出した。

　フェネシスはようやく合が点てんがいったとばかりに、大おお股またに歩いてクースラの隣となりに立った。

「町の歴史や、昔話を調べるんですね？」

　フェネシスの魂たましいにも少しずつ焼きが入ってきた。

「そういうことだ。相棒」

　嘲あざけるような口調で言ってやったが、フェネシスは、当然です、とばかりに鼻を鳴らすだけだった。







　本は高価な代しろ物ものであり、時には同じ重さの金きんと取とり引ひきされることもある。そのため、カザンの町では最も金回りの良い鍛か冶じ屋組合の会館に書庫があった。だが、普ふ通つうの町ならば書しよ籍せきの類たぐいは教会や修道院に集中する。

　単純に本を揃そろえられるかどうかの資金的な理由もあるし、石造りなのでそれだけ火事になりにくく、本にとって安全な場所だからだ。

　ニールベルクの教会の扉とびらは開け放たれ、人がひっきりなしに出入りしていた。

　教会と騎き士し団が、なんやかやといがみ合う権力機構なことは確かだが、それはあくまでも権力者同士の話であり、下位の者たちには関係ない。戦時ということもあって、教会は大だい繁はん盛じようしていた。

　ほとんどは祭さい壇だんに祈いのりを捧ささげに来る市民だったが、中には騎士団の兵士たちも少なからずいる。騎士団は祈るための場所を持たないので、祈りたければ教会に来るしかない。教会の柱や壁かべに彫ほり込まれた聖人像の足元にも、あふれんばかりの供え物がされている。信しん仰こうは、危機に見舞まわれた時にこそ深く、強くなるといういい見本だ。

　ただ、これも鐘かねの鋳ちゆう造ぞうに失敗し続ければどうなることかはわからない。

「当教会への、ご祈き禱とうをお望みですか？」

　と、ローブを身にまとった青年から声をかけられる。同じようなのがもう一人いて、手に持っている火のついていない蠟ろう燭そくを、小こ銭ぜにと引ひき換かえに信徒に渡わたしている。側そばには鐘の鋳造を行うための寄付金箱が置かれているので、度たび重かさなる鋳造の失敗の信しん頼らい回復と共に、費用集めにも必死なのだろう。

「書庫に用があるんだがね」

「……どのような本をご所しよ望もうでしょうか」

　一いつ瞬しゆん警けい戒かいしていたが、拒こばみはしない。クースラみたいな風ふう体ていの輩やからが連日やって来るので、拒もうとしても無む駄だなことがわかっているのかもしれない。

「この教会の設立譚たんみたいなものがあるだろう？」

　そして、その返答は予想外だったようで、きょとんとしていた。

「はあ……あ、失礼。それでしたら、開架にございます。そちらの廊ろう下かを進んで、回廊沿いになります」

「わかった。ああ、それと」

「な、なんでしょう？」

　ぎくりと身をすくませる。

「その蠟燭は必要そうか？」

　青年は自分の手元を見て、困ったように笑った。

「神への感謝を示すお気持ちがありましたらば」

「それは本の内容によるな」

　相手はどう返していいものか思いつかなかったらしく、深々と頭を下げていた。

「買わないのですか？」

　クースラが歩きだすと、フェネシスが尋たずねてくる。

「いらんだろう。外から見たら、硝子ガラスの窓がたっぷりとあった」

　クースラは青年に言われたように、祭さい壇だんのある聖堂ではなく、教会をぐるりと囲むように巡めぐらされている回かい廊ろうに回る。回廊に続く廊下の前には分ぶ厚あつい扉とびらがあり、普ふ通つうの信徒が気軽に入れる仕様ではないが、鍵かぎは特にかかっていなかった。

　教会の書庫は大きく分けて二通りあり、地下や祭壇裏の宝ほう物もつ庫このように、入り口に鍵がかかる部屋に書物が収められている形式と、回廊などの人が自由に出入りできる形式がある。

　内容が危険であったり、恐おそろしく高価だったりするものは前者に、穏おん便びんな内容であったり、それなりの地位にある者ならば好き勝手に読んでよい、という程度の本ならば、後者に置いてある。

　今回のクースラのお目当ては、後者のほうだった。

　入り口から入り、左に折れた回廊は、ちょうど西向きになっているせいで、眩まぶしいくらいに日光が入ってくる。教会の規模も大きいために、壁かべの重さを減らすために窓が大きく取られているのが原因だろう。

　しかも、回廊をふさぐあの分厚い扉のせいか、聖堂からのざわめきはほとんど入ってこない。

　眠ねむ気けに打ち克かつのが大変そうだな、と今から思いやられる。

「さて、それじゃあさっさと作業を始めるか」

　クースラは回廊を進み、すぐに感かん嘆たんのため息をつく。

　窓の取り付けられたほうの壁に書しよ棚だなが設しつらえられていたのだが、それが実に豪ごう勢せいな仕様だったのだ。

　壁際ぎわに普通に書棚があるのではなく、巨きよ大だいな石柱をくり貫ぬいて作ったかのような空間があり、半円形の壁に沿って書棚が作られ、空間の中心には書見台を備えた書き物机と、座るための張り板があった。

　そして、そんな読書用の小さな空間が、一定間かん隔かくで奥までいくつも並んでいる。

　もちろん、窓からはふんだんに日光が入るので、真っ暗な地下の書庫のように蠟ろう燭そくなど必要ない。カビの臭においや、湿しめった空気とも無む縁えんだった。

「ご立派なことだ……が、どうやらただの見み栄えってわけじゃないな」

「え？」

「本を見てみろ。教会の人間も、所しよ詮せんは人間だってことだな」

　本の表紙には鎖くさりが通され、書棚につながれている。この小さな読書の空間は、どうやら利用者のためではなく、本を盗ぬすまれないために鎖をつないだがゆえの、苦肉の策のようだった。これだと、他ほかの場所から本をかき集めて調べることもできなさそうだ。

　しかし、いくつかの書棚を調べてみたら、書棚ごとにそれぞれ似たような内容でまとめられていた。この町の歴史に関する本は、どうやら一ヶ所だけのようだった。

「しかし、本は立派でも読み手がいないんじゃな」

　本を手に取り軽く開いてみると、どれもインクが向かいの頁ページに張りついてしまって、ぱりぱりと乾かわいた音がする。町の歴史、しかも概おおむね捏ねつ造ぞうされた年代記など、興味を持つ暇ひま人じんもいないのだろう。

「まあ、人が見ていなければそれだけ価値があるというものだ、と」

　本を書見台に置き、クースラは張られた板をまたいで、腰こし掛かける。

　すると、背中部分を除いて壁かべに囲まれるので、ずいぶん静かで集中できそうだった。必要に迫せまられて造ったにしては、実に素す晴ばらしい構造だ。自分の工こう房ぼうを新しく造るなら、これと同じものを造ろうかと思いながら、本を開く手を止めた。

「なんだよ」

　フェネシスが、クースラの後ろに立っていた。

「……私は、どうやって作業をすれば？」

　顎あごを引いて、気が利きかない奴やつだ、とばかりに不満げだった。

　クースラは片目を面めん倒どうくさげに細め、仕方なく体を寄せて小さな隙すき間まを空けた。

「……」

　フェネシスはなにか文句を言いたげだったが、クースラとは逆向きになって、狭せまい隙間に腰を下ろす。まさか本当にそんな隙間に入れるとは思っていなかったので、クースラは少しだけ驚おどろいた。華きや奢しやな小こ娘むすめなのだ。

「あの、本を」

　と、言われ、クースラはやれやれと書しよ棚だなから一冊さつ取り出した。

　本の表紙を表に向けて並べる類たぐいの豪ごう奢しやな本で、よく見れば縁ふち取どりの金具が銀だった。

　こんなものを作るから鎖くさりでつなぐ羽目になるのだ。

　クースラは、人を殴なぐり殺せそうな硬かたさの革かわと金属で出来た重い本をフェネシスに渡わたそうとして、その手が止まる。

「？」

「……鎖が届かん」

「……」

　互たがい違ちがいの向きのまま、クースラとフェネシスは顔を見合わせた。

「……わかりました」

　フェネシスはあからさまにため息をついて、いったん立ち上がる。それから、ローブの裾すそを、姫ひめがそうするように持ち上げて、張り板をまたぎ越こえた。

　その間にクースラは、斜ななめに置かれた書見台には本を二冊置く広さがないので、その下にある覚おぼえ書がきなどを書くための書き物机の上に本を置いた。

「狭いです」

　むすっと言う。

　クースラもまた、小こ娘むすめと隣となり合って調べ物など願い下げだと思う。特に無理なく隙すき間まに入ったとはいえ、フェネシスの子供みたいに高い体温がわかるくらいにぴったりだった。

　しかし、効率的には倍だろうし、何よりフェネシスはこれから調べようとする古いにしえの民たみたちの血族なのだ。クースラの知らない知識や着眼点があるのもまた事実。

　クースラはもう一度ため息をついて、一通り調べるまでの辛しん抱ぼうだ、と思いなおす。

　ところが。

「あの」

　と、フェネシスが言う。

「……」

　クースラは早さつ速そく本を開き、上等な子羊の羊皮紙を押さえながらめくっていた。羊皮紙は紙のように綺き麗れいに折り曲げられないので、本が膨ふくらまないようにと留め金を付けるほど。そんな本の頁ページをぐいと押さえながら文字を追いつつ、クースラはなんだとばかりに顎あごをしゃくる。

　しばらくしても返事がないので横目に見ると、フェネシスは手を膝ひざの上に置いたまま、座っていた。

「さっさと調べろ。なにしてんだ？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは頰ほおを膨らませたまま、手を伸のばした。

　クースラがその手を目で追うと、小さな手が宙に浮いていた。

「……書き物机に届きません」

「～～……」

　クースラは声にならない呻うめき声を上げ、馬ば鹿かでかい本を摑つかみ、フェネシスの膝の上に載のせる。が、そうしてから、なぜフェネシスが同じことをしなかったのか理解した。

「……広げられません」

　フェネシスの華きや奢しやな体だからなんとか入り込めた隙間では、自分の膝の上で巨きよ大だいな革かわ張ばりの本を開くことなどできない。

　開くとすれば、自然とクースラの膝の上も使うことになる。

「こうすれば読めるだろう」

　仕方なく、クースラは自分の膝の上にも本を広げた。開いた半分がクースラの上、もう半分がフェネシスの上。

「……そちら側がわを押さえてくれませんか？」

　しかし、羊皮紙の本はそのままだと頁が勝手にぱらぱらとめくれてしまう。クースラも自分の読む分を押さえなければならない。

「俺も自分の本を押さえているんだがね」

「……」

　フェネシスは結局、クースラの膝の上に乗り出すようにして、本を押さえていた。クースラが書見台に伸のばす腕うでの下に、その体を潜もぐり込ませるような格好だ。

　クースラは、以前にいた工こう房ぼうで、忍しのび込んできた野の良ら猫ねこに妙みように懐なつかれた時のことを思い出した。どれだけ追い払はらっても、遊んでもらっているのだと勘かん違ちがいをして、頁ページをめくる手にじゃれついてきた。今もまた、頁をめくるたびに、腕の下でフェネシスがもぞもぞと動く。

　挙あげ句くに、回かい廊ろうはまったくの無人というわけでもなく、時折人が来て、後ろを通り過ぎていく。

　振ふり向いてみることもできないが、奇き異いな視線を向けられていることくらいは気配でわかる。

　そういう目を向けられることに慣れている身とはいえ、今のは単純に情けない。

　ただ、懐ふところに猫を抱だいているのと同じなので、底冷えのする石造りの教会の中でも、寒さだけはしのぐことはできた。

　それに、太陽が頭上を越こえて西に傾かたむき始めると、西向きに作られているこの読書のための空間にも直接太陽の光が入ってくるようになった。そうすると、フェネシスの髪かみの毛に光が当たり、薄うすい紫むらさき色とも青色とも取れる不思議な光こう彩さいに気がついた。

　ただの白かと思っているものが、光の加減によって見え方を変える。

　そのことが、これまでのフェネシスとのあれこれを思い起こさせ、クースラはため息をつく。

　そのため息は、疲つかれのような、呆あきれのような、色々な情感の混じったものだった。

　一つだけ言えるのは、悪くない、ということだろうか。

「……」

　クースラはそんな自分に呆れ、それからフェネシスの頭を叩たたいた。

「……な、なんですか？　寝ねていませんが」

「じっとしてろ」

　居い眠ねむりを疑われたと思ったらしいフェネシスにそう言って、クースラは腰こしにいつもぶら下げている物入れから革かわ紐ひもを手に取った。

「お前の髪の毛がわさわさして気になるんだよ」

　ここには、金をかけて作られた透とう明めいな硝子ガラスを通って、たっぷりの日光が入ってくる。読書にはうってつけかもしれないが、温められた空気のせいか、フェネシスの髪の毛がどうにも気になった。それに、フェネシスが新しい本を広げたり、頁をめくったりするたびに、その体から甘いほのかな香かおりがして、眠ねむ気けに似たなにかを誘ゆう発はつする。

　四冊さつ目くらいになって、クースラはついに我が慢まんができなくなったわけだ。

「気にせず本を読んでろ」

　クースラはフェネシスの豊かな髪の毛を手でくくり、うなじのところで一つにまとめてやった。イリーネの髪は炉ろの熱とがさつな性格にやられて見るからにばさばさだったが、フェネシスのそれは絹のようだ。

　貴族の娘むすめが見たらさぞや羨うらやむだろうというところだが、クースラはヴェールをめくり、髪の毛をくくってから、気がついた。普ふ段だんはヴェールと髪に隠かくされた、細くて白い首と肩かただ。

　横から見ても、前から見ても、後ろから見ても立派なくらいに貧相なフェネシスの体だが、そこだけは奇き妙みような艶つやがあった。男のものとは明らかに違ちがう華きや奢しやな首筋は、人の生き血をすするという悪あく魔までなくても歯型をつけてみたくなるのに十分なものだった。

　クースラはそんなことを思ってから、なにを馬ば鹿かな、と胸中で己おのれを罵ののしった。相手はフェネシスだ。小こ娘むすめだ。クースラの頭に浮かんだのはなぜか、騙だまされるな、という言葉だった。

　もちろんそんなクースラのことなど知らないフェネシスは、黙もく々もくと本を読み続けている。

　クースラは、ウェランドじゃあるまいし、と己を責め、視線を無理やり本に戻もどそうとした、その瞬しゆん間かんのことだ。

「あの」

　フェネシスがそう言ったので、ぎくりとした。

　だが、これまでの経験を総動員して、平静を装よそおう。

「なんだ」

「その……」

　あるいは、気づかれていたのか？　とクースラが思っていると、フェネシスはこう言った。

「これらの誤字って、わざとだと思いますか？」

「……あ？」

　予想もしなかったことなので、特に演技をする必要もなかった。

　クースラはフェネシスの肩かたに顎あごを載のっけるようにして、膝ひざの上の本に視線を落とした。

　そこでは、フェネシスの細い指が文字を示していた。

「これと……これと……これです」
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　フェネシスが指差したのは、古びた不ふ揃ぞろいの羊皮紙が綴とじられた本だった。装丁は金と宝石付きの立派なものだが、よく見ると朽くちかけの革かわの装飾の上にそのまま、豪ごう華かな装飾を無理やりくっつけた代しろ物ものだった。誰だれも読む者はいないが、周りに並ぶ本と共に威い厳げんを保ってくれないと困る、ということなのだろう。

「……写本作業は眠ねむ気けと苦痛との戦いだからな。一度やってみればわかるが、似たような文字は何度見なおしても間違うことがある」

「ですが」

　と、フェネシスは言った。

「つなげてみると……」

「は？」

　クースラは聞き返し、広げられた頁ページを見渡わたした。

　内容は、この町が開かれた時の年代記だ。もちろん当時は異教徒のものだったはずだが、この町の年代記を任された誰かはそんなことお構いなしに話をでっち上げたか、元々この土地に残っていた話を自分たちの都合の良いように書き換かえたのだろう。

　曰いわく、古いにしえに賢けん者じや誰だれそれが、放ほう浪ろうの旅の末に港として絶好のこの地に居を定め、信しん仰こうに篤あつい人々が誰それの教えに引き寄せられ集落となった、云うん々ぬん。

　どこの町でもよくある話といえばそうだが、カザンのことがあるせいか、深読みしてしまう。

　ただ、クースラが瞠どう目もくしたのは、そんな内容と共に、フェネシスの指差した誤字の意味に気がついたからだ。

「おい、これ」

「ひゃっ」

　思わず呟つぶやくと、フェネシスが小さな悲鳴を上げて、体をもぞもぞさせた。

「……」

　どうやら、肩かた越ごしに覗のぞいていたので、首筋に無ぶ精しよう髭ひげが当たりでもしたのだろう。

　ただ、さっきまで気になっていたのに、いざ反応を見せられると急激に冷めてしまう。

　あるいは、それよりももっと気になることがあったからか。

　フェネシスの見つけたその誤字。

　形が似ていて手て癖ぐせで書いていれば間ま違ちがえてしまいそうなものから、形はまったく似ていないが音おんが似ていているものまで。

　その誤字をざっと見た時に浮かび上がる、いくつかの単語。

「背……紙？　あ、背表紙……と……じゃないですね。背表紙の……間？」

　それらが、うまく組み合わさって文章になってしまう。

「偶ぐう然ぜん……でしょうか」

　変な声を上げてしまった時の顔の赤みを残しながら、フェネシスは言った。

　だが、錬れん金きん術じゆつ師の実験で、ちょっとした偶然に神の意思を見つけてしまうのはよくあること。聞いた話では、金にがめつい大商会の主人が、毎日帳ちよう簿ぼに記していた全財産の総計が十桁けたの同じ数字になった時、神への信しん仰こうに目覚めて財産をすべて貧しい者になげうったらしい。クースラは自分に神が微ほほ笑えんでいると確かめるためにそんなことをする気はさらさらないが、背表紙の間を確かく認にんするくらいならわけはない。

　フェネシスを押しのけ、本を立ててその豪ごう勢せいで頑がん丈じような革かわの表紙と、紐ひもで閉じられた羊皮紙に元々つけられていた装丁の隙すき間まを覗き込む。

　そして、クースラはフェネシスを見た。

「お前、ちょっと見張ってろ」

「へ？」

　クースラは腰こしから短たん剣けんを抜ぬいて、本の背表紙の間にざくりと刃はを突つき立てた。

　息を飲むフェネシスの前で、ぶちぶちと頑丈な紐を裂さき、力任せに装丁を剝はがす。

　フェネシスは呆あつ気けに取られていたが、それはクースラの蛮ばん行こうに対してか、それとも。

「日々の信仰の賜たま物ものか？」

　クースラは、短剣をしまい、言った。

　そこには無残にもバラバラになった本と、一枚の丸められた羊皮紙。

「司教のへそくりか、もしくは道ならぬ恋の告白か」

「……そ、そういうことが？」

　フェネシスは、神しん妙みような顔つきで尋たずねてくる。

「どっちだ。へそくりのことか」

「え？　いえ、その、こ……いえ、へそ、くりです」

　そのへたくそな誤ご魔ま化かし方かたにクースラは顔が半笑いになってしまったが、からかいはしなかった。

「開けてみればわかる」

　そして、その丸められた羊皮紙を開いたのだった。
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　ばらばらにしてしまった本は、他ほかの本との間に押し込んで隠かくしてきた。どうせ読まれていない本なのだから、装丁だけ残して中身がなくなっていても何年も気づかれまい。世の人間のほとんどにとって大事なのは、中身ではなく見た目なのだから。

　フェネシスの気づいた隠し文字は、本の背に隠された羊皮紙の在あり処かを示していた。

　クースラとフェネシスはその内容を読み、互たがいに顔を見合わせた。

　その時に自分がどういう顔をしていたか、クースラはどうしても思い出せない。

「コレド・アブレアか。ずいぶん懐なつかしい名前だな」

　そう言ったのは、アイルゼンと同じような立場に立つ、ニールベルクに逃にげ込んできた二十三の部隊のうちの一つを指揮する男だった。アイルゼンよりさらに一回りは年ねん齢れいが高そうで、戦場で采さい配はいを振ふるうよりも、大きな町の建物の中でペンと弁舌で戦うような歳としに見えた。

「この者が、その名を見つけたと言うのでね」

　騎き士し団の本部に詰つめかけ、クースラは見つけた羊皮紙のことは隠しながら、コレド・アブレアという人物のことを調べて欲しい、とアイルゼンにかけあった。

　アイルゼンは怪け訝げんそうにしながらも、クースラの様子から真しん剣けんなことだと思ったのか、部下を走らせて他の部隊中の古参の人間に聞いて回らせた。

　そして知っていると答えたのが、今目の前にいる指揮官だった。

「教会の異い端たん審しん問もん官かん、だったそうですが」

　クースラが言うと、相手は目を細める。

　ただ、それは騎き士し団を相手に神の第一の代理人を互たがいに名乗ることで争っている、教会への嫌けん悪おではなかった。ましてや、その中でも特に騎士団に仇あだなすことの多い異い端たん審しん問もん官かんへの侮ぶ蔑べつでもない。それはフェネシスが時折見せるもの。はるか過去のことを思い出す目だった。

「異端審問官……確かにそうだ。だが、あいつは違ちがったな」

「なにか別の任務を帯びていたと？」

「いや、いや」

　そう言って否定した後に浮かべたのは、懐なつかしそうな笑えみだった。

「妙みような男でな。異端審問官というより、異端探究官だった」

「探究？」

「そう。任務に恐おそろしく熱心だったのは覚えている。だが、なんというかな……奴やつは普ふ通つうじゃなかったんだ」

　そして、それが悪い意味ではないというのが、表情から容易に窺うかがえた。

「まだこの地が異教徒のもので、このニールベルクを陥かん落らくさせたりさせられたりしていたような時代の話だ。異教徒の力は強大で、ここもあまりに危険すぎる辺境の地ゆえに、今では考えられないほど騎士団と教会の人間は協力し合っていた。私はここよりさらに北の地に向かう遠えん征せい軍で、コレドと一いつ緒しよになったんだが」

　視線を巡めぐらせ、開け放たれた木窓の向こうに、当時のラトリアが見えるかのように目を向けていた。

「あいつは熱心に異教徒のことを調べ上げていた。なにも見落とすまいと、あらゆることをな」

　教会の異端審問官であれば、それが仕事だ。そうして神に反する者たちを火か刑けい台だいに送り、魂たましいを浄じよう化かして救い出す、というお題目を本気で信じ込んでいる狂きよう信しん者たち。

　騎士団にも聖歌隊と呼ばれる似たような集団がいて、彼らは自分たちの目的のために、フェネシスを呪のろいの道具に仕立て上げていた。

「だが、それで誰だれかを処刑したりということを一度もしなかったのだ」

「え？」

　クースラが思わず聞き返す。相手の指揮官の部屋で、椅い子すに座り葡萄ぶどう酒しゆを舐なめていたアイルゼンも、興味深そうな顔をした。

「ふふ。変な奴だろう？　捕とらえた異教徒どもの牢ろうの中に朝から晩までいて、飯もそこで食べて、ひたすらに話を聞き、異教徒の教義や伝説のことを調べ上げる。まるで、異教徒の生活とはどんなものなのだ、と自ら追体験しようとするかのようにな」

　クースラは、呆あつ気けに取られながらも、なんとなく理解していた。

　腰こしの物入れにしまってあるあの羊皮紙にも、そのあたりのことがにじみ出ていた。

「とはいえ、奴やつも自分の仕事は忘れてはいない。奴は異教徒どもから信しん頼らいを得るくらいに連中と共に過ごすくせに、なによりも神の偉い大だいさを信じきっていた。さもなきゃ異い端たん審しん問もん官かんなど務まりはしない。だが、方法が普ふ通つうの異端審問官とは違ちがったんだな」

「方法？」

「ああ。奴は異教徒の教義に一から十までこんこんと反はん駁ばくし、それでも相手が納なつ得とくしないとなると、奇き跡せきを見せて驚おどろかせていた」

　異教徒を改宗させるよくある手段。

　だが、奇跡を起こせる者など、実在しないだろう。

　クースラがそう思っていると、相手の指揮官もクースラを見てにやりと笑う。

「そう。本物の奇跡じゃあない。奴はどこぞの王族か高位の貴族の落とし子らしくてな、元は騎き士し団で錬れん金きん術じゆつ師を目指していた。それが、どういういきさつか、教会に鞍くら替がえし、異端審問官になった。今ではとても考えられない話だが、昔はそういうことがよくあったんだ。とにかく、そういうわけだから、お前さんのような連中が見せる偽にせ物ものの奇跡、いや、神がお作りになられた世の理ことわりを利用しているのだから、本物の奇跡というべきなのか？　それをよく利用していた」

　真ま面じ目めな信徒が聞いたら目を剝むきそうな物言いだが、現世利益を第一に追いかける騎士団の人間らしいといえばそうだ。

「とにかく、そういうものを利用しては異教徒どもを驚かし、改宗させていた」

「なるほど……それで、今、その人物はどこに？」

　クースラが核かく心しんに迫せまる質問をすると、不意に会話が止まった。

　沈ちん黙もくは、哀あい愁しゆうの念なのだとわかった。

「どうしているのかな」

　地位のある人間とは思えないほど、人間くさい物言いだった。

「少なくとも、教会組織の中にはいないだろう。今の教会は、あんな奴がやっていける場所じゃない」

「ですが」

　異端審問官は錬金術師と似たようなものだが、その運命はもっと悲ひ惨さんだ。職業柄がら、異端審問官の一言で、誰だれもがいつでも異端として告発されてすべてを失いかねない。

　そのため、教会の総本山の頂に座る教皇は、元異端審問官が圧あつ倒とう的に多い。

　なぜなら、彼らは出世して人を牛耳る立場にならなければ、やがて疎うとまれて秘密裏に殺されるか、死なざるを得ないような仕事を任されるかのいずれかだからだ。

　それでも、指揮官の口ぶりは、コレドがどこかで生きているような言い方だった。

　そして、その理由は、自身の口から語ってくれた。

「今でも覚えている。吹雪ふぶきが続き、道は雪と氷で埋うもれ、港は予想を超こえた長期にわたって凍こおりついたままだった。あちこちの町や村を攻せめ落とし、正しい信しん仰こうの下もとに導いてきたとはいえ、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。それに、当時の我々は本気でこの地を平へい定ていするというより、まずは地図を埋うめに来る、という体ていだった。だから、吹雪ふぶきがやむとともに異教徒どもが我々を襲おそいにやって来る、との遠えん隔かく地商人からの一報で、我々は撤てつ退たいを決意した。実際のところはほとんどの人間が撤退を望んでいたがね。なにせ飯はなく、気候は厳しく、未開の土地だ。そこで死んでなにがいいことがある？　だが、コレドは違ちがった」

「残ったのですか」

　クースラの問いに、老兵がゆっくりとうなずいた。

　そのうえ、笑ったのだ。

「残ったどころか、突つき進んで行ったよ。我々は止めようとしたがね。いい奴やつだった。それでも聞く耳など持ちやしない。しかも、目を輝かがやかせて、愛いとしの娘むすめに会いに行く若造のような顔をしてやがるんだ」

　吹雪がやんで、空だけ春になったかのような陽気の中、意気揚よう々ようとさらに北に向うコレド・アブレアという若き異い端たん審しん問もん官かん。

　クースラは、そんな様を想像してしまった。

「なぜ向かうんだ、改宗の使命ならば準備を整えてからでも遅おそくはない。あたら命を粗そ末まつにすることのほうが神の意思に背そむくとまで説得したがな。奴はこう言ったよ」




　──あっちには、なにかがあるような気がするんです。




「極ごつ寒かんの中、食う物もなく、体力と精神がぼろぼろになると、ふと寒さを感じなくなる瞬しゆん間かんがある。横よこ殴なぐりの吹雪はまるでどこまでも穴に落ちていくかのような光景だが、その先に光があるように見えることがある。すると、それまで立つ気力もなかった奴らが、不意に立ち上がり、ろくに上着も着ないでふらふらと行ってしまうことがある。神に召めされたと言う奴らもいるし、悪あく魔まに誘さそわれたと言う奴らもいる。そして大たい抵てい、翌朝になると雪の中で冷たくなっているのが発見される。だが、死んだ連中は揃そろって夢でも見ているかのような穏おだやかな顔つきをしている。コレドの奴の姿は、それに似ていたな」

　そういう話を聞いたことはあるが、目まの当あたりにしたことはない。

　だが、もしかしたら隣となりでおとなしく話を聞いているフェネシスなら、と思って視線を向けたが、ヴェールのせいで表情はよく見えなかった。

「それ以来、あいつの名前は聞いていない。当時は我々よりも命知らずだった遠隔地商人たちにも事あるごとに調べさせたが、駄だ目めだった。あるいは、異端審問官として続けていくことに無理を感じていて、逃にげたかったのかもしれないが……私は、少し違うと思っている」

「……」

　年を経た果てにそれなりの地位ににまでたどり着いた男は、少年のように笑った。

「夢を追いかけに行ったんじゃないかとな」

　この世のどこかにあるという、マグダラの地へ。

「人は過去を美化するからな。本当のところはまったく違ちがうのかもしれないが」

　男は苦笑し、クースラを見た。

「しかし、コレドの名をどこで見たのだ？　あのまま二十年も生きていれば、それなりに名を成していそうな人物ではあったがな。それとも、まさか生きていたとでも？」

　口調は冗じよう談だんめかしているが、目にはどこか本気の色があった。

　生きていて欲しい。

　二十年も昔の、今は敵対する組織にいた人間に対してすら、そう思わせる。

　クースラは、胸に染しみるものを感じながら、《利子クースラ》のように無表情に、首を横に振ふった。

「カザンの町で、かなり古い書簡の中にその名が」

「ああ、では、竜りゆうの製造に関してか」

「ええ」

　呼吸をするように噓うそをつく。

　鉛なまりを金きんに見せかけて、金を鉛に見せかける。

「信しん仰こうの問題に触ふれないかと不安がありまして」

「そうか……。いや、だが、心配はないだろう。教会ですら、コレドの名前を知っている者など、もういまい」

「そうですか」

「ふふ。不意に意外な名前を聞かされたから、あれこれ話してしまった」

「すまなかったな」

　アイルゼンが言うと、男は苦笑して手を振った。

「クラトール大公旗き下かの部隊の話がなければ、我々は結束を保てていたかどうか。竜の存在はまさしく目の前に現れた奇き跡せきだ。その背中に乗る、乗り賃だと考えれば安いものだ」

「これですますとも言っていないがね？」

　アイルゼンのまぜっ返しに、二人は冗じよう談だんとも腹の探さぐり合いとも取れる、権力者特有の笑い声を上げる。

　クースラはそんな中、静かに言った。

「一つ、最後にお願いがあるのですが」

「なにかね」

「コレドのたどった道のりを教えてもらえませんか」

「？」

　男はきょとんとしてから、構わんよ、と言って部下を呼び、地図に道筋を入れたものを寄よ越こしてきたのだった。







「世の中には色々な者がいるものだ」

　アイルゼンは自室に戻もどると、そう言った。

「それで？　他ほかの町にも竜りゆうが眠ねむっている可能性はありそうか」

　二十年近く前の戦いくさの経路を示した地図を見ながら、アイルゼンは言う。

「あれだけではなんとも。ですが、これらの町は優先的に調べるに値あたいすると思いますがね」

「ふむ」

　アイルゼンはうなずき、顔を上げた。

「隠かくされたものはいつか暴あばかれる、と聖典にもあるがな。技術は疫えき病びようのように広まるのが厄やつ介かいだ」

「ですが、黒こく死し病びようですら月日が薄うすめてくれます」

「そうだ。仮にコレドとやらが竜の存在に気がついていたとしても、これまで誰だれもそのことを思い出さなかった。うまく手を回せば、敵には勘かんづかれずにすむだろう」

　クースラは教会でコレド・アブレアの残した羊皮紙を見つけた後、アイルゼンの元にやって来た。そして、コレドの名を知る者がいないか調べてもらったが、その理由は適当にでっち上げた。カザンの町でコレドという異い端たん審しん問もん官かんの名前を見つけたのだが、どうやら彼は、当時この町で何かを調べていたらしい。それが何なのか。万が一竜のことだとすると、どこか別の場所にもこの技術が残っているかもしれないので危険だ、と。

　アイルゼンは特に疑うこともなかった。

「他にもなにかあれば、私に伝えろ。便べん宜ぎを図ろう」

「御ぎよ意いに」

　クースラはわざとらしく首を垂たれて、辞去した。

　そして、宿に戻ってから、腰こしの物入れにしまっていた羊皮紙を再び取り出した。

　そこにある文面。

　何度読み返しても、えずきに似た興奮がせり上がってくる。

　ただ、フェネシスはずっと口数が少なく、今もぼんやりとベッドの隅すみに腰こし掛かけていた。

「具合でも悪いのか？」

　クースラが思わず聞いたほどだった。

　しかし、フェネシスはぴくりと体をすくませて、クースラを見る。

　その顔は、やっぱりどこか呆ほうけたようなものだったが、フェネシスはそんな顔のまま、首を横に振ふった。

「なにか、現実感がなくて……」

「あ？」

「なにか……うまく言えないのですけど……お話の中に出てきたありもしないお城が、目の前に出てきたような……」

　フェネシスは昨晩見た幽ゆう霊れいの話をするかのように、どこか泣きそうな顔をしていた。

　だが、クースラはそれを笑わなかったし、なんとなく言いたいことはわかった。

「それを、興奮というんだ」

　フェネシスはクースラを真ん丸な目で見る。

「ただし、知的な、な」

　付け加えたひと言に、かーっと頰ほおが赤くなって、いつものフェネシスらしさを取り戻もどしていた。

「とにかく、お前にしては大おお手て柄がらだ。よく気がついたな」

「……お前にしては、は余計です……」

　ぶつぶつと言うフェネシスに、クースラは鼻を鳴らす。

　ただ、手柄という意味ではこれは恐おそろしく貴重なものだ。

　コレド・アブレアの名が入ったその羊皮紙には、こう書かれていた。




　──この大地には神の残した知識が眠ねむっている。

　──神が聖せい霊れいを遣つかわしめて、残したのだ。

　──古いにしえの時代、聖地よりやって来た、精霊たちによって。




　寒さのせいか、それとも性格のせいか、筆ひつ致ちは力強く、急せいているような感じすらある。

　短い文章に込められた、なにか強きよう烈れつな意志のようなものは、最後の一行にこうあった。




　──私と同じ目でこの本を読むことができた者が、私の跡あとを追いかけてくれることを願う。




　これは、明らかに伝言だった。それも町の年代記という最もつまらない書しよ籍せきの背表紙に挟はさまれたものだった。事実、この隠かくされた伝言に気がついたのは、二十年近くかかってクースラとフェネシスだけだった。

　だが、それは届くべき相手に届いたわけだ。

　風変わりな異い端たん審しん問もん官かん。

　異教徒たちと寝しん食しよくを共にするほど異教徒たちの習俗に関心を持ち、錬れん金きん術じゆつ師の素養があり、即そく席せきの奇き跡せきをでっち上げる技術力を有する異端審問官。

　そして、彼は辺境の地で説得にも耳を貸さず、さらに奥地へと旅立っていった。

　その先になにかがあるかもしれないからと言いながら。

　こんな伝言を、町の年代記に託たくしたうえで。

「この人は……やっぱり……」

　フェネシスが、恐おそる恐る言った。そのことを確かめるのが怖こわいかのようだった。

　クースラは羊皮紙を手に、椅い子すに座ることも忘れて何度もその文面を読み返す。

　しかも、アイルゼンが紹しよう介かいしてくれた指揮官から聞いた、コレドという人物の様子。

　クースラは、うなずく。間ま違ちがいない、と思う。

「コレドは、古いにしえの民たみが実在していたと確信していたはずだ」

　だからこそ、あの頁ページに暗号を潜ひそませたのだ。

　あの後、よく頁を見てみたら、誤字はすべて後からわざと書き足したようだった。形が似ているものは書き足し、違うものは丁てい寧ねいに羊皮紙の上の文字だけを削けずって書きなおしたようだった。

「異教徒たちの話に熱心だったのも、異い端たん審しん問もん官かんになったのも、もしかしたら、そのためだったのかもな」

「先に……この話に気がついて？」

「昔は今よりもっと混こん沌とんとした時代だ。それに、高位の人間の落とし子だって言ってただろ。本来なら禁書として封ふう印いんされていたようなものにも触ふれられたか、あるいは……」

　クースラは少しだけためらった後に、言った。

「実際に、東方から連れて来られた者たちに直じかに会って、話を聞いて確信したのかもな」

　同じ目に遭あった挙あげ句くにここにいるフェネシスは、少しだけはっとなってから、小さくうなずいた。

「だが、そうなるとあの頁に書かれていた名無しの賢けん者じやも、実在した古の民の一人だったのか」

　ばらばらにしてしまった本の続きには、こうも書かれていた。

　古の賢者はすべてを知っていた。一日の昼で大地の理ことわりを知り、二日目の夜で星の理を知った。

　三日目の昼で知識を練り上げ、四日目の夜にすべてを成した。

「そこにはあらゆる神秘の奥おう義ぎが含ふくまれていた。即すなわち、元素を操あやつる賢者の石、万能薬エリクシル、神が人々を作った時に使った生命の書、天体を形作るアダマンタイト。そして」

　クースラは、うっすらと皮肉げに笑う。

「それを精製して得られる神の金属、オリハルコン」

　賢者はすべてを知っていた。

　だが、人々には理解あたわず、ただ賢者のもたらした知ち恵えと秩ちつ序じよにてここに集落をなし、後々まで栄えた──。

「もっとも、このすべてを知っていたのなら、そいつは神以外の何ものでもないがな」

「ですが」

　と、フェネシスは思いのほか硬かたい口調で言った。

「ですが……そのひとつでも知っていたら？」

　クースラはフェネシスを半目で見て、それから、くくっと喉のどを鳴らして笑ってしまう。

　自分はどこか心が冷めてしまっている。どうせ噓うそだと頭のどこかで思っている。

　それは、あまりにも馬ば鹿かげたことに足をすくわれないための処世術だとわかってはいるが、フェネシスにはまだそんな器用な真ま似ねができていない。

　その剝むき出だしの情熱に、クースラは懐なつかしささえ覚える。

「その一つでも知っていたら」

　クースラは繰くり返し、言った。

「コレドの足取りの先には、マグダラの地がある」

　アイルゼンの部屋に残してきた地図の経路は丸暗記している。

　コレドがたどった町のどこかに、コレドがなにかを残しているかもしれない。

　クースラは木窓を開けて、外を見た。

　部屋の中がだいぶ薄うす暗ぐらくなっていると思ったら、空はいつの間にか茜あかね色だった。

　冬の午後は日が暮れるのが早い。

　クースラは、空を眺ながめて言った。

「この空の下のどこかに、伝説が眠ねむっているのか」

　不思議だ、と思った。この世は地続きのはずなのに、どこかで日常が途と切ぎれている。それが理解できるようで、できない。ご馳ち走そうが大きすぎて口に入らないようなもどかしさに似ている気がした。

「遠いんだろうな」

　ぽつりと言った。弱音のつもりはなかったが、現実感のなさが出ていたのかもしれない。

　それを聞いたフェネシスは、生意気なことに励はげますような口調だった。

「旅の極ごく意いを忘れないことです」

「あ？」

　振ふり向くと、柔やわらかく微ほほ笑えんでいた。

「片足を交こう互ごに前に出すだけです。あとは、それをひたすらに続けるだけ。変わるのは景色だけであり、己おのれは──」

　と、続けようとした言葉は途と中ちゆうで止まった。

　クースラが不意に歩み寄り、その頰ほおを挟はさむように片手で顔を摑つかんだからだ。

「生意気を言うな、と言いたいところだが」

　ぐいぐいとフェネシスの顔を左右に振って、クースラはにやりと笑う。

「俺は機き嫌げんがいい」

　手を離はなすと、フェネシスはへこまされた分を補うかのように頰を膨ふくらませていた。

　だが、クースラはそんなフェネシスから目を逸そらすと、笑顔のまま言った。

「それに、手て柄がらを立てたのはお前だ。錬れん金きん術じゆつ師に向いてるよ」

「え」

　横目に見ると、疑うことを知らない無む垢くな少女が、悪い男に言い寄られて騙だまされている真っ最中のような顔をしていた。概おおむね変わらないか、とクースラは思った。

「幸運だからな」

「……」

　またからかわれた、と怒おこるフェネシスに、クースラは続けて言葉を向ける。

「重要なことだぞ。この世には理り不ふ尽じんなことが多すぎる。それを避さけてマグダラの地にたどり着けるのは、狡こう猾かつな以上に、幸運な者だけだ」

　フェネシスは嫌いやそうにクースラを見て、唇くちびるを尖とがらせながら言った。

「あなたは、意地悪です……」

「結構なことだ。それも錬金術師に必要なことだな」

「……それは絶対に噓うそです」

　クースラが肩かたをすくめると、フェネシスは呆あきれたようなため息をついた。

　ただ、その目がクースラの手の中の羊皮紙に向けられると、少しだけ誇ほこらしげな笑えみを浮かべていた。

　自分の手柄なのだ、と嚙かみしめているようだった。

「ま、このことは追い追い調べていくとして」

　クースラはそう言って、木窓を閉じた。

「とりあえず飯でも食いに行くか。それとも、これも噓だと疑うか？」

「……あなたは子供みたいです」

「機き嫌げんがいいと言え」

　フェネシスはやれやれとため息をついていたが、事実クースラは気を抜ぬくと子供みたいに浮かれそうだった。

　なにせ、自分たちがカザンで気がついた古いにしえの民たみの存在に、別の人間も気がついていた。

　一人ではただの思い込みかもと思うようなことに、強力な後押しを得た気持ちだった。

　ラトリアの地にはなにかがある。はるか時の彼方かなたに失われた、古の技術が存在する。そして、もしかしたらその中にはきっと──。

　クースラはそんなことを思い、宿の部屋から出ようとする。

　そして、膨ふくらみきったパンが破は裂れつするのも、えてしてそういう時なのだ。

「え？」

　と、フェネシスが言った。

　部屋から出る間ま際ぎわに、ふと後ろを振ふり向いた。

「どうした？」

　クースラが聞き返しても、フェネシスは返事を寄よ越こさない。部屋の中を振ふり向いたままじっとしていた。クースラが再度聞き返そうとしたところで、フェネシスは小走りに窓に駆かけ寄り、木窓を開けた。

　その頃ころには、クースラの耳にもかすかに届いていた。

「なんだ？　火事か？」

　フェネシスの後ろに立ち、窓の外を見る。だが、煙けむりの臭においはしない。ではなんなのか。この遠くから聞こえる、なにか金属を叩たたくような音。それこそ、火か急きゆうを知らせるために鍋なべの底を叩くような。

「……やっぱり」

　フェネシスは呟つぶやき、言った。

「……敵……」

「なに？」

　その直後、少し離はなれた場所から、がんがんがんがん、と金属を打つ音がはっきり聞こえてきた。身を乗り出して見れば、隣となりの区画の道を曲がり、町の警備兵が鍋を打ち鳴らしていた。

「教会の鐘かねがないからか……が、なんと言った？」

　クースラがフェネシスに問いなおす。

　フェネシスは、ゆっくりと言った。

「敵てき襲しゆう」

　その言葉がにわかには信じられず、クースラは再度問い返そうかと思ったが、その必要はなかった。その時、はっきりと兵が騒さわぎ立てる声が聞こえたからだ。

「敵襲！　敵襲ーっ！」

　鍋を叩きその報を知らせる声に、通りを歩く面々も棒立ちになっていた。

「敵襲！　皆みな武器を持って市し壁へきに集まれ！　敵襲である！」

　向かいの宿屋の窓もほとんどが開き、人々が顔を覗のぞかせていた。

　誰だれもが、こんな時間に？　と数すう瞬しゆん呆あつ気けに取られ、それから慌あわてて行動に移っていた。

　すでに通りには人の流れができ始め、素す早ばやい傭よう兵へいたちが一いち目もく散さんに駆かけている。

　クースラはまっすぐな通りの先に見える、巨きよ大だいな市壁を見て、固かた唾ずを飲む。

　あれを越こえて、敵が来る？

　信じられないが、悪戯いたずらとも思えない。

　空はどんよりと暗く、どんな災わざわいでももたらしそうな雰ふん囲い気きだった。







　クースラとフェネシスはその後、宿屋の一階部分の酒場で他ほかの傭兵や騎き士したちと続報を待っていた。そこに、敵襲の報は早とちりだと知らせる伝令兵が来た。

　だが、それで肩かたの力が抜ぬけたのは一いつ瞬しゆんのこと。伝令兵はそのまま、クースラたちに騎き士し団の本部に来るようにと伝えたのだ。

　もしも敵てき襲しゆうの報が単なる誤報ならば、そんなことは必要ない。

　そして、理由はあったのだ。

「見えるか？」

　風は冷たく、海沿いのせいか湿しめっている。天気のいい日に高いところに昇のぼるのは爽そう快かいな気分になるが、日が落ちてからはひどく不安感ばかりが煽あおられた。

「うーん……本当にちょっとしかわからないけど……手慣れている感じはないわ。人の動きがばらばらだもの」

「物だけ持ち出して来たってことか」

「そういうふうに見せかける、ということじゃなければね。でしょ？」

　イリーネが、どこか厭えん世せい的な雰ふん囲い気きで言う。あるいはそれは、寝ねないで竜りゆうの増産作業に没ぼつ頭とうしていたところを、無理やり連れて来られたせいかもしれない。灼しやく熱ねつの炉ろの前から突とつ然ぜん、寒風に吹ふき曝さらされる高台に連れて来られ、胸中もまた凍こおりついてしまったのだろう。

「それに、話では最新の構造だってことだからねえ。誰だれも構造をきちんと把は握あくしていないのかもしれないよお」

　縁えん石せきに足を載のせ、ウェランドが太陽も出ていないのに目の上に手で庇ひさしを作って、遠くを眺ながめている。少し離はなれた場所では同じように眼下を眺めている者たちがいる。

　彼らの身なりはばらばらだが、どいつもこいつも町の中で平へい穏おんに暮らしているようには見えない、という意味では統一されていた。

　彼らはこの町に集まって来た錬れん金きん術じゆつ師たちであり、クースラたちはニールベルクを守る巨きよ大だいな市し壁へきの上にいた。

「お前の耳で、風に乗ってなにか聞こえないか？」

　クースラは振ふり向き、尋たずねた。

　後ろでは、フェネシスがげっそりした顔で座り込んでいる。

　寒さとか腹を下したとかではなく、高さにやられて足がすくんでしまっているのだ。

「……」

「……意地悪じゃない。そんな顔するな」

　虐いじめるつもりもないのに悲しげな顔をされると、クースラも対処に困る。クースラが嫌いやそうに言うと、フェネシスはやっぱり怒おこられたようにしゅんとしてから、首を横に振った。

「しかし、ろくでもないものがお出ましになったな」

　クースラが吐はき捨てるように言う、その視線の先。暗い闇やみの中に広がる松明たいまつの海の中で、一ひと際きわ明るい場所がある。そこでは敵軍が大おお忙いそがしでなにかを組み立てている真っ最中だった。

「最新の投石機とはね」

　その丈たけは人の身長の優に十倍を超こえ、ラトリアの北方でしか採れない巨きよ大だいな木材と、冬の寒さで鍛きたえられた強きよう靭じんな獣けものの腱けん、それに豊富な鉄材で造られているらしい。射程距きよ離りは従来の倍を超え、破は壊かい力は倍の倍。通常の投石機ならば鉄てつ塊かいを撥はね返すように造られ、おいそれと頭上を飛び越こえさせない高さになっている市し壁へきだが、それも以前の基準に従ってのものだ。

　人間は、想像できるものにしか対処することができない。

「ま、奇き襲しゆうされた時に持って逃にげるには、ちょっと重すぎるよねえ」

　ウェランドの言葉に、クースラは長いため息をつく。そのため息は白い帯となって後ろに流れ、その分だけ、幸運に似たなにかが溶とけてなくなっていくような気がした。

「いったん戻もどろう。このまま完成まで見てても仕方がないだろう」

「そうね。それに、きっとすぐには完成しないわよ。同じ材料の前に別々の人間が入れ替かわり立ち替わりだもの。指揮する頭領がいない証しよう拠こ。あれが工こう房ぼうだったら、組合から除名されたって文句言えないわ」

　いっぱしの親方気取りだが、カザンからこっち、イリーネの統とう率そつ力はずば抜ぬけていることが文句なく証明されている。若すぎるくらいの女であることが逆にいいのかもしれない。フェネシスが戦場だとどう見ても戦いくさ女め神がみだったのと同じ理り屈くつだ。

　工房にはあまりに異質すぎて、男どもは、つい従ってしまうのかもしれない。

「そのこともアイルゼンに伝えよう。鍛か冶じと雷かみなりの神の化け身しんがそう言っていたと」

　クースラが真顔で茶化すと、イリーネは目を細めて不敵に笑う。

「そうね。付つけ髭ひげならすでにあるから、いつでもその格好して行けるわ」

　イリーネが工房でどういうふうに仕事をしているのか、目に浮かぶようだった。

「戻るぞ。立てるか？」

　と、クースラはフェネシスの腕うでを取って、引っ張り上げた。他ほかのことではからかっても、ここまで本気で怯おびえていると、そういう気も失うせてくる。フェネシスはクースラの腕にしがみついてよろよろ歩き、市壁の中の階段を下り始めてようやく落ち着いたようだった。

　市壁は普ふ通つうは家の壁かべのような造りをしているが、ニールベルクほどのものになると、市壁がそのまま一つの薄うすっぺらい家のようになる。階段の壁のあちこちに窓が取り付けられ、そこから弓を放ったり、熱した油を落としたりできるようになっている。また、そのための物資を置く倉庫や、油の入った大おお鍋なべを火にかけるための竈かまどに、水を汲くみ上げる井い戸どなどもある。

　狭せまい場所にごちゃごちゃと物が押し込まれ、しかしその実、すべてが一つの目的に沿って置かれているここは、錬れん金きん術じゆつ師の工房を想起させてとてもわくわくする。

　物にあふれた石造りの市壁の中で、月明かりの差し込む窓から外を眺ながめて思し索さくすれば、なにかとてつもない閃ひらめきを得られそうな気になってくる。

　ただ、それも平時のことだ。今、ニールベルクは、思索が必要な段階ではない。行動の時だった。

　クースラたちは市し壁へきから出た後、騎き士し団の本部に向かってアイルゼンの部屋に赴おもむいた。

　アイルゼンの目は、妙みようにぎらついていた。

「我々の優ゆう秀しゆうな技術を目まの当あたりにした感想はどうだ？」

　その言葉に応こたえたのは、腰こしに両手を当て、不満げなイリーネだ。

「せっかくのものも、組み立てる人間が愚おろかならうまく活いかせないでしょうね」

　管理された品質は、信しん頼らいの証あかし。

　職人組合とは、息苦しい代わりに確実さを保証するための組織だ。

「組立には時間がかかりそうか」

「少なくとも今すぐ、という感じではないです。何日でできるかは、彼らは私の組合員ではないので計はかりかねます」

　大だい胆たんな喋しやべり方かたなのは、疲つかれているからか、それともそれだけ度胸がついてきたからか。

　市壁の外では不安に打ち震ふるえる少女だったが、市壁の中では金かな槌づちで大男を追い立てる凄すご腕うで職人なのだ。

「設計図だけは燃やしたとのことだからな。だが、人はなにが問題かわかれば、大たい抵ていのことを解いてしまう。そして、材料はすべて揃そろっているし、なにより連中は完成品を分解して持って来たわけだからな」

「それでしたら、組み立ての人員に連れん携けいが生まれだせば、すぐだと思います。時間を稼かせげて、数日と見たほうがよろしいかと」

　イリーネの返答に、クースラが後を続ける。

「同意しますが、それで我々にもそれを作れと？　設計図を描かいた連中はここにいるんでしょうから、できなくはないと思いますがね」

　アイルゼンは憤ふん懣まんやるかたない、と言わんばかりのため息をついた。市壁の外に大量の荷車の到とう着ちやくが確かく認にんされたのは昼過ぎのことだったらしい。それが日が暮れる頃ころになって組み立てが始まり、その形状から巨きよ大だいな投石機ではないのかということになった。

　そして、その報が本部に駆かけ巡めぐるや、一人の部隊指揮官が告白した。

　それは、元々自分たちがラトリア攻こう略りやくのために制作していたものなのだと。

　しかし、ラトリア女王が手ぐすね引いていた奇き襲しゆうにより、着のみ着のまま逃にげ出して、せいぜいが設計図を燃やすのが関せきの山やまだったという。

　つまり、今この町に牙きばを剝むいているのは、元々自分たちが創つくり出したものだった。

　その敵地から逃げ出して来た者たちの、胸中やいかに、というところだ。

「それは……どうかしら」

　答えたのは、イリーネだ。

「なにがだ？」

「設計図があったんでしょ？　それって、お使いを覚えられない小こ僧ぞうが石せき盤ばんに石灰で書き込むのと同じよね」

　イリーネは文字を書くことも読むこともうまくできない。だが、職人としての腕うでは超ちよう一流。

　生しよう涯がいにわたって同じ町で、同じ仲間たちと同じような製品を作り続けることになるそこでは、他者になにかを伝えたり、残したりするための文字は必要ではない。

「その歳としでよく目が見えているようだな」

　アイルゼンが、嫌いや味みのような口調でイリーネにそんな言葉を向ける。

　もちろん、最大級の賛辞だ。

「光栄です。それに、現実的に無理よ。竜りゆうの増産をやめるならありだけど」

「その問題もある」

　アイルゼンは短く言って、イリーネに向けて顎あごをしゃくる。

「お前は工こう房ぼうに戻もどれ。竜の増産は我々の命いのち綱づなだ」

「はい」

　イリーネはうなずき、やれやれと部屋から出て行った。

「幸い、瀝れき青せいならばこの町に貯蔵されているものが大量にある。春に向けて、船の浸しん水すい対策に使うものが先さき頃ごろ運び込まれたばかりだったようだ。神の思おぼし召めしだな」

　錬れん金きん術じゆつでは、なにかに有用であれば、それは大たい抵てい別のことでも有用である。

「すでに試ためしてみましたけど、いけそうですよお」

「ならば、打つ手なし、というわけではない」

　イリーネが出て行き、扉とびらが閉められると、そこにいるのはアイルゼンと、クースラ、ウェランド、フェネシスの四人だ。扉の外では人が慌あわただしく走り回る音が聞こえ、閉じられた木窓の向こうからも、通りで猛たけ々だけしく燃え盛るかがり火の灯あかりが差し込むほど、町は興奮している。

「で、我々をさっさと工房に押し込まない理由は？」

　クースラが尋たずねた。

「もちろん、投石機をこちらでも作り、連中を薙なぎ倒たおすためではない」

　アイルゼンは机を指でコツコツと叩たたき、言った。

「このままでは、この戦いくさは負ける」

　一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがえかとも思ったが、それはウェランドも同様だったようだ。

「なにかの比ひ喩ゆですかねえ」

「違う」

　アイルゼンという人間は、弱音だけは吐はくような人間ではない、とクースラにもわかる。

　だとすれば、それは冷れい徹てつに状じよう況きようを分ぶん析せきし、事実を長年の経験で濾ろ過かした結果なのだろう。

「市し壁へきを打ち壊こわし、その頭上を越こえて赤熱した鉄球が撃うち込まれるとしよう。それで誰だれかが死に、あるいは傷つく。その技術は元々騎き士し団の一部の部隊が作っていたものだ。しかも、そいつらは逃にげ出した後も、そのことを黙だまっていた。まず間違いなくその兵器がこちらに運び込まれ、牙きばを剝むくとわかっていながらな」

　大変なことになるとわかっていても、置いて逃にげる以外に選せん択たく肢しがなかったのだとすれば、自分の責任だとは考えたくないのが人の性さがかもしれない。

　結果、町の中にでかでかと残した投石機に敵が気がつかないでくれ、と非現実な祈いのりを捧ささげていたのだろう。

「するとどうなるか？　傭よう兵へいや騎き士し連中は思うだろう。同じ村や地方から、出世を夢見て出て来た仲間が今日、ついに倒たおれた。だが、それは名めい誉よある死ではなく、背中を預けるはずの仲間の間ま抜ぬけな失敗によってもたらされたものだ、とな」

「彼らの抑おさえきれない憎にくしみと怒いかりが、市し壁へきの外ではなく、中に向かうと」

「そうだ。顔に出来た傷についての話を酒場で誇ほこれずして、傭兵どもが熱心に戦うことはあり得ない。ましてや、この町には元から問題がある。本来は味方が使うはずの最強の兵器が自分たちに向かってくるという絶望的な時に、そもそも、連中はなんと言うかね？」

「……神なんて、いやしない」

　そして、この町の教会には、鐘かねがない。

　神に見放された町。

　それがないだけで朝に早起きすることすら難しい教会の鐘がない時、人々をどうして戦場に雄お々おしく赴おもむかせることができるだろう。

「だが、ここで負けるわけにはいかない。絶対にだ」

　ラトリアを牛耳るのだと宣言した男が、絞しぼり出すように吠ほえる。

　そして、この地に対する執しゆう着ちやくはクースラもまた、例外ではない。なにせコレドの文書のことがある。ラトリアの地を離はなれることは、それだけマグダラの地から離れることを意味する。

「なるほど。つまり」

「そうだ。お前たちには、なんとしてでも、鐘を作ってもらう。方法は問わん。お前は以前、聖人の骨を炉ろに突つっ込んで牢ろうに放ほうり込まれたそうだな？」

　クースラは、鼻を鳴らして肩かたをすくめる。

「どんな方法でも試ためして構わん。どんな方法でもだ。他ほかの錬れん金きん術じゆつ師どもにもそう伝えられているはずだからな。後始末のことを考えると気が滅め入いるが、常に目的は手段を正当化する。結果を出しさえすればなんでもいい。それに、お前たちはそうやって──」

　その目が、蔑さげすみと畏い怖ふを混ぜたようなものになる。

「魔ま法ほうを見つけるのだろう？」

　金きんを鉛なまりに、鉛を金に。ヒキガエルとヤモリの黒焼きを鍋なべで煮にて鉄と混ぜ合わせ、満月の夜に製せい錬れんすることでこの世に存在しないはずの金属を得る。

　もちろんそれは迷信だし、もっと現実的な事こと柄がらが頭の中を駆かけ巡めぐる。

　鐘を作る。それはいい。だが、クースラの嗅きゆう覚かくはきな臭くさいものを感じ取っている。

　鐘かね職人が自分たちで鐘を作ろうとしないのは、これ以上失敗した時のことを考えると怖こわいからだ。町の中でこの先も、子の代も、孫の代も同じ工こう房ぼうを構え続ける身としては、悪評は文字どおり末代までついて回る。

　しかし、それだけか？　とクースラは思う。

　アイルゼンが出してきたのは、破格の提案だ。

　そして、錬れん金きん術じゆつ師は知っている。幸運は滅めつ多たにない。

　興奮が霧む散さんし、臆おく病びようなほど用心深い錬金術師としてのクースラが、言った。

「それは、異い端たんへの近道ですがね」

　だが、返ってきたのは冷れい酷こくな目と言葉だった。

「だからなんだ。私がやれと言っているのだ。だったら、お前らはやればいいのだ」

　相手は自分の上役なのだ。それは、騎き士し団においては、相手が生せい殺さつ与よ奪だつの権限をも持つことを意味している。元より、拒こばめる立場ではない。

　自らの身は、自らで守るほかない。

　その大原則を飲み込むように、頭を下げた。

「……承知しました」

　アイルゼンは返事をしない。ウェランドがやれやれとばかりにため息をつく横で、クースラはフェネシスを見下ろし、顎あごをしゃくる。

　どんな手段を用いても構わず、それを上役から認められるというのは、本来ならば、クースラたち錬金術師が、権けん謀ぼう術じゆつ数すうを凝こらしてでも手に入れようとする特権だ。加えて、アイルゼンのような人間が、このままでは負けるとわかっている戦いくさなのに、どうにかしようと奮ふん闘とうしていることは望むべきところだ。なにせ、この土地には神のかけらが眠ねむっている可能性があり、クースラはどうしてもコレドの足そく跡せきを追いかけたいのだから。

　だが、鐘の鋳ちゆう造ぞうは一ひと筋すじ縄なわではいかないことがわかっているし、クースラの勘かんは、関かかわるな、という警告でいっぱいだった。

　そして、その最大のもの。

　どんな手段でも用いて、鐘を鋳造する。

　クースラは、鼻を鳴らす。

　だからこそ、鐘の鋳造には距きよ離りを置いていたのに。

　クースラはウェランドとも言葉を交かわさず、騎士団の本部から外に出て、寒風と町の混乱に顔をしかめた。

　そんな中、フェネシスがおずおずと声をかけてくる。

「これから、どうすればよいですか？」

　不安げではあるが、取り乱してはいない。その質問は、安心を得るために発したのではなく、自分にできることを可能な限りに頑がん張ばろう、と決意している健けな気げさゆえのものだ。

　フェネシスはコレドの文書を見て、はっきりと興奮していた。それは決して、フェネシスが賢けん者じやの石やエリクシルに興味がある、ということではないだろう。フェネシスは、クースラの夢がそこにあると知って、共感してくれていたのだ。

　しかし、クースラが心配なのは、まさしくそのことだとしたら。

「ウェランド。お前が出入りしてた工こう房ぼうは使えるのか？」

「んー？　ああ、使えるよお。半分はイリーネちゃんが使ってたけどねえ」

「それは逆に好都合だ。いい見張りになる」

「見張り？」

　ウェランドが怪け訝げんそうな顔をする。

「アイルゼンはなんでもやれと言ったが、妙みようなことをやらないようにな」

　クースラが嫌いやそうに答えると、ウェランドの顔はますます訝いぶかしげになる。

「ウルちゃん、こいつなにか変なものでも食べたのかよお」

「えっ……と……」

　と、フェネシスまで戸と惑まどっている。いつもならば、クースラがなにかとんでもない神への冒ぼう瀆とく的なことをするのではないかと心配するのは、フェネシスの役目だからだ。

「で、ですが、私は、人の道より外れるような実験には、やっぱり賛成できません、から、その……危険なことをしないのには、私も賛成です」

　そんなことを言って、窺うかがうようにクースラを見る。

「そのとおりだな」

　クースラが同意をすると、フェネシスはますます困こん惑わくしている。ほとんどクースラを心配しているような顔だった。ウェランドは頭を搔かきながら、そんなフェネシスとクースラを見比べている。

　クースラは、当たり前のように言った。

「よその町にはいくらでも巨きよ大だいな鐘かねがある。鐘を作るのに特別な方法など必要ない。だから、変なことを言いだすなよ」

　クースラはウェランドにそう釘くぎを刺さす。刺されたほうのウェランドは、短たん剣けんを突つきつけられた以上にたじろいでいた。

「ほ、ほんとにどうしたんだよお？」

　ただ、フェネシスはたじろぐウェランドを見て、なぜか少しだけむっとしていた。

「よいことだと思います。それに、そんなに驚おどろくのは失礼です」

「それは、うん……そうか、よお……？」

　女に優やさしいウェランドは、フェネシスの言葉に腑ふに落ちないなにかを感じつつも、そういうものか？　と納なつ得とくしようとしている。

「そうです。ついに、神の教えを受け入れてくれたのですから」

　フェネシスは胸を張って言って、クースラに笑え顔がおを向ける。

　もちろん、全然違ちがう。

　対するクースラは、冷たい目で見返した。

「お前もだぞ」

　不意に顔に冷たい水をかけられたら、今のフェネシスのような顔になっただろう。

　フェネシスは呆あつ気けに取られてから、歩きだしたクースラに食ってかかった。

「私はそんなことしませんっ」

「いい言葉だ。覚えておけよ」

　クースラがろくに見もせずに言うと、フェネシスは蛙かえるのように頰ほおを膨ふくらませていた。

　そして、それからほんの少し進んでからのことだ。

「なるほどお」

　とウェランドが言った。

「クースラの言うとおりだあね」

　フェネシスは、いつも自分の肩かたを持ってくれるウェランドにそんなことを言われて、傷ついたような顔で振ふり向いていた。

「う、ウェランドさん、まで……」

「うーん。いや、だって、ねえ」

　ウェランドがにやにやしているのは、口調からすでにわかる。

　だからクースラは振り向かなかったが、口止めする気もなかった。

「なにをやってもいいって言われたら、鐘かねの鋳ちゆう造ぞうにはいくつかお決まりの、禁断の手法があるんだよお」

「え」

「なあ、クースラよお」

　ウェランドは嬉うれしそうに言ってくる。

　こうなるとわかってはいたが、避さけては通れない話題なのだ。

　クースラは斜ななめ後うしろのフェネシスを振り向き、言った。

「どうして鐘の愛あい称しようはいつも女の名前だと思う？」

「へ？」

　白い少女は、男二人の間で猫ねこに遊ばれている毛玉のように、緑色の目をくるくると回している。その見た目からは、いかにも男の言いなりになりそうな気弱な少女像しか想像することができない。だが、こいつはその奥にとんでもなく固い芯しんを秘ひめているうえに、時折突とつ拍ぴよう子しもないことを平気で言いだすのだ。

　クースラは、ため息と共に言った。

「神は若い娘むすめが好きだからな。鐘にする金属を製せい錬れんする時に、女を使うことがあるんだよ」

　フェネシスはぽかんとして、小首をかしげている。

　ウェランドが苦笑と共に、付け加える。

「製せい錬れんの時に、炉ろの中に突つき落とすんだよお」

「なっ」

「生いけ贄にえってことだあね」

　鋳ちゆう造ぞうの方法は明確なのに、鐘かねはうまく出来る時と出来ない時がある。そういう時、人はいつだって、なにかおかしなことをやりだすものなのだ。星の運行を気にしたり、家から出る時に必ず右足から外に出たり、左手で右耳を摑つかみながら槌つちを振ふるう輩やからもいるらしい。製錬の際に骨を使うと鉄や銅のしなやかさが増すのはよく知られた事実。だったら、柔やわらかそうな娘むすめを炉に突つっ込んだら、きっと美しい音色の、しなやかな金属が出来るに違ちがいないと考えるのだ。

「で、も……それ、は……」

　うまく言葉を紡つむげないフェネシスは、今にも足がもつれそうだ。

　ウェランドが笑い、そんなフェネシスの背中に手を当てて支えている。

「ウルちゃんは妙みようなところで思い切りがいいからねえ」

　いざとなれば、自ら飛び込みかねない。その前科は、十分にある。

　私の命であなたの夢を追いかけられるのならば──。

　クースラは、冷たい目を向けた。

「馬ば鹿かなんだよ」

「ば、馬鹿じゃありません！」

　フェネシスは反射的に言い返していたが、声に覇は気きはない。むしろどこか泣きそうで、困っているようだった。

　クースラは辻つじに差しかかり、荷車に資材を満まん載さいにした荷馬車が通りがかっていたので、足を止めて振り向いた。

「とにかく、お前の言げん質ちは取ったから──」

　な、と続けようとしたら、フェネシスは混乱冷めやらぬのか、止まりきれずにクースラにぶつかった。いや、ウェランドが押したのだ、と気がついたのは、クースラがフェネシスを抱だきとめてからだ。

　フェネシスはクースラの腕うでの中で動かず、ウェランドはにやにや笑っている。

　クースラは、げんなりとため息をついた。

「……あなたは……意地悪です」

　腕の中にいる、柔らかくて温かい少女がくぐもった声で言う。

　クースラがげんなりするのは、それが、面おも白しろいものを山ほど詰つめ込んだ戸と棚だなの軋きしむ音に似ているからだ。少しでも開けたら、その途と端たんになにもかもがあふれ出してくるような。

　クースラたち錬金術師はそういう戸棚を求めて人生を賭かけるとはいえ、なんとなく思い求めていたのとは違ちがうような気がする。

　しかし、大事なものであるのは確かなのだ。

　クースラはフェネシスの頭を軽く叩たたいて、歩きだしたのだった。
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　鐘かねの鋳ちゆう造ぞうの基本は、銅にどれだけの錫すずを混ぜるか、という問題に尽つきる。

　錫が多ければ音色は良くなるが、同時に割れやすくなる。それに、同じだけの錫を配合しても、気温や天気で割れやすくなったり、綺き麗れいに音が鳴らなくなったりする。そこに求められるのは、長年の試し行こう錯さく誤ごから得られる経験と勘かんであり、錬れん金きん術じゆつ師に求められるものとは違ちがう。

　とはいえ、やれと言われればやるしかない立場だし、なにより、騎き士し団がこの地から撤てつ退たいすることだけは避さけてもらわなければならない。

　ひとまずクースラとウェランドは、鐘を鋳造するのに必要な原料を集めて回り、フェネシスも動員して鉱石を砕くだき、洗い、酸や鉛なまりで処理して不純物を取り除き、実験として銅と錫の合金を作る一通りの工程を試ためしてみた。特におかしな材料を加えることなく、基本に忠実に、錫の分量だけを変えて幾いく通とおりも、小さな砂の鋳い型がたに流し込んでいく。実際の鐘はフェネシスがしゃがめば中にすっぽり収まるほどの巨きよ大だいなものだが、さすがにそれをいちいち試作できはしない。そのため、錫の分量を二十通りほど調節して合金を作っていた。

　すべての素材を鋳型に流し終わった時には、夜が明けかけていた。

　一方のイリーネは、クースラたちが工こう房ぼうに入った直後から、あちこちの工房に竜りゆうの部品製造の指示を出すために外に出て行ったまま帰っていない。そのため、ふと転うたた寝ねから目を覚ますと工房は静かだった。

　寝息のように音を立てる、水車で動くふいごの風と、炉ろの中で蛇へびが舌を出すようにちろちろと炭火の音だけが響ひびく中、ウェランドは腕うでを胸の上で組んだまま仰あお向むけに眠ねむり、フェネシスは灰かき棒を抱だきしめるようにして壁かべ際ぎわで舟ふねを漕こいでいた。

　広い工こう房ぼうなので、二十個の小さな砂の鋳い型がたをずらりと並べることができる。フェネシスも初期の頃ころと違ちがってだいぶ体力がついてきたし、なにより作業の勘かん所どころを少しずつ飲み込み始めているので、意外に早く作業を終えることができた。眠りこける白い姿を見ていると、カザンの時のイリーネとのやり取りが蘇よみがえる。なにが正しい選せん択たくかは、取ってみないとわからないこともある。

　その先になにかがある気がする、と絶望的な死地に向けて旅立ったコレドは、少なくともそのことをすでに知っていたようだ。

　クースラは小さく苦笑し、頭を振ふった。

　顔から呆あきれたような笑えみを消すと、フェネシスの抱きかかえる灰かき棒を蹴けっ飛ばした。

「起きろ」

「ふぇっ、はっ!?」

　慌あわてて顔を上げたフェネシスは、炉ろの前にいた夢でも見ていたのか、もたもた灰かき棒を構えようとする。それでようやく自分が転うたた寝ねしていたと気がつくや、クースラを泣きそうな顔で見上げた。

「……み、耳はやめてください……」

　居眠りしたら耳に指を突つっ込むぞ、という脅おどしを思い出したらしい。

　クースラは肩かたをすくめ、自分の耳に小指を突っ込んで耳みみ垢あかをかき出してから言った。

「作業の続きだ」

　フェネシスはクースラをぽかんと見上げてから、「は、はい！」と返事をした。

　その後、ウェランドも蹴り起こし、鋳型に注いだ合金を取り出してみた。

「それぞれで明らかに色が違うだろ」

　作業台の上にずらりと並べると、鮮あざやかな色の変化が見て取れる。

「純銅は赤く、錫すずの成分が多くなるにつれて金色から、白銀色になっていく。慣れた職人なら、色を見ただけで分量を即そく座ざに見抜ぬけるようになる」

「……綺き麗れい、ですね」

　朝日の中で上品に光る、鋳出したばかりの青銅に、フェネシスは思わず手を伸のばしていた。

「熱あつっ!?」

「お約束だねえ」

「間抜けが」

　ウェランドに笑われ、クースラに呆れられ、フェネシスは口を三角にして首をすくめていた。

「色は見てわかるが、音は叩たたかないとわからんからな。自分でやってみろ」

　クースラはフェネシスに金かな槌づちを渡わたし、顎あごをしゃくる。

　フェネシスはやや戸と惑まどいがちだったが、恐おそる恐る叩たたき始めた。

「銅は軟やわらかいせいか、低い音がする。錫すずが入るとそれだけ硬かたくなり、音がどんどん高くなっていく」

　クースラの説明する前で、フェネシスはおっかなびっくり合金を叩いていく。

　その都つ度ど、ヴェールの下で耳がひくひくしていたが、ふとその動きが大きくなった。

「この音……」

「そのへんが、大体鐘かねに使われる純度だ」

　赤色から始まり、白銀色に変わるまでの間は、美しい黄金色をしている。いかにも教会の鐘しよう楼ろうに相応ふさわしい気品があるといってもいい。

「さすがの耳の良さだな。いつでも鐘職人に鞍くら替がえできるぞ。よかったな」

　クースラが意地悪くからかうと、フェネシスはむっとなってクースラを見上げる。

「錬れん金きん術じゆつを極きわめてからでも遅おそくないと思いますので」

「おほ」

　ウェランドが楽しそうに笑う。クースラは、言うようになったじゃないか、と半笑い。

　フェネシスのほうは澄すまし顔がおだった。

　そんなフェネシスは順じゆん繰ぐりにかんかんと叩いていき、白銀色になればなるほど、だんだん心地ここち良よい音からどこか神経質な音になっていく。

「しかし、ここまで白くなると、硬すぎて割れやすくなる。まるで誰だれかさんみたいだが」

「……」

　クースラがフェネシスの頭を小こ突づくと、フェネシスはむくれている。

　ただ、フェネシスは甘んじて小突かれながら、ふと視線をウェランドに向けた。

「ですが、どうしてこれで鐘職人の方たちは鐘を作れないのですか？」

「ぐふ」

　ウェランドが笑ったのは、もちろんその質問がおかしかったからではない。

　フェネシスの仕返しが子供じみていて、なおかつ、それなりに効果があったからだ。

　フェネシスは、クースラにではなく、ウェランドに質問をしているのだから。

「まあ、問題は色々あるんだよお。鉱石の選より分わけが不十分で不純物が混じったり、後は、単純に大きくなるとそれだけで問題が出てくる」

「問題とはなんですか？　私でも理解できるでしょうか」

　フェネシスはいつも以上に熱心に、ウェランドに質問をしている。

　あからさまな当てつけだが、それに怒おこれば誰が最大の間ま抜ぬけか一いち目もく瞭りよう然ぜんになる。

　クースラは苦々しく腕うで組ぐみをして、黙だまっていた。

「すぐに教えてもいいけど……自分で考えるのも勉強だあね」

「う……そう、ですね。わかりました。考えてみます」

「うん。とりあえず思いつく限りのことを書き出してみることだよお。知らないことがたくさんあるかもしれないけど、だからこそ、俺たちには思いつけないことがあるかもしれないしねえ」

「……そういうこともあるのですか？」

「そりゃあそうだよお。たとえば、世の中に広まっている錬れん金きん術じゆつ師の悪行の数々ってあるだろお？　あれって、正直言って、俺たちの想像を超こえた作り話もあるからねえ」

「……」

　クースラたちの見張りとして工こう房ぼうに来た時は、まさしくそんなふうにして錬金術師について勝手な印象を作り上げていたフェネシスは、耳が痛いのだろう。

　首をすくめて、上うわ目め遣づかいにウェランドを見ていた。

「別に責めているわけじゃないよお。人間はどうもそういう性質があるらしいってだけのことだねえ。だから、よくわかっていない金属だとか生き物の話は、すぐに尾おひれ背びれ胸むなびれがついて、小さな魚が巨きよ大だいな竜りゆうになる。想像力の力だあね」

　そして、時にはその想像力を超えたことが起こりうるので、実験は面おも白しろい。

　クースラはそう言おうとしたが、それだとまるでフェネシスの関心を引きたくてそうしたように見えそうで、ぐっと堪こらえていた。

「もちろん、その想像のほとんどは事実と異なるから問題が起きるんだよお。ただ、人は知識や経験を得ることで真実に近づくことができるけど、それも善よし悪あしだねえ。なにせ真実を知ると途と端たんに陳ちん腐ぷでつまらないものに見えたり、想像力を働かせる余地がなくなったりしてしまうからねえ。だから、俺はクースラと違ちがって、女の子はヴェールをしっかりとかぶって、顔が少しだけ見えるくらいのほうが好きなんだよねえ」

　と、ウェランドはフェネシスのヴェールに手を伸のばし、向きを整えている。

　フェネシスは緊きん張ちように身をすくませていたが、怖こわがっているのではなく、照れているのだとわかった。

「ウルちゃんも、ちょっと隠かくし事ごとのある女の子、を意識するといいよお。そのほうが男たちの想像力をかき立てるからねえ」

「隠し事……ですか」

　フェネシスは、暗唱でもするかのように小さく呟つぶやく。

　また余計なことを吹ふき込みやがって、とクースラはウェランドを睨にらみつけるが、ウェランドはどこ吹く風だった。

「ま、そんなわけだから、俺が色々な女の子に手を出してしまうのも、知り合ったばかりの子にこそ最大の魅み力りよくがあるからなんだよねえ。罪なことだとはわかっていても、やめられないんだよおおお」

　胸に手を当て、役者のように大おお仰ぎような仕草でウェランドはそんなことを言う。

　クースラは正直ついていけずにげんなりしていたのだが、フェネシスはウェランドの困った女好きに、くすくすと笑っていた。

　クースラはそのことに気がつき、なにか仲間外れにされているようで不ふ愉ゆ快かいになる。

「というわけで、ウルちゃんは金属を大きくした時に起こりそうな問題を書き出してみること」

「は、はい」

「んで」

　と、ウェランドはクースラを見た。

「俺たちはどうするかねえ。頭を捻ひねるウルちゃんを眺ながめでもするかよお」

「……」

　フェネシスは身を引いて嫌いやそうにしているが、ウェランドがそんなフェネシスに気がついてわざとらしく微ほほ笑えみかけると、フェネシスもまたくすくす笑っていた。

　クースラはその面おも白しろくなさに表情を硬かたくしていたが、鐘かねの鋳ちゆう造ぞうを巡めぐっていくつか確かく認にんしておきたいことがあった。

　そのことを伝えようとすると、不意に工こう房ぼうの扉とびらががたがたと荒あら々あらしく叩たたかれ、全員の視線がそちらに向く。クースラは腰こしの短たん剣けんに手をかけ、フェネシスの肩かたを引く。

　その直後に扉が開かれ、人が倒たおれ込んできた。

「は？」

「い、イリーネさん!?」

　フェネシスが声を上げ、駆かけ寄っている。焼けた金属を扱あつかう時に使う分ぶ厚あつい革かわの手て袋ぶくろをなぜか片方だけつけているイリーネは、工房の床ゆかに崩くずれ落ちたままぴくりとも動かない。

　暴ぼう漢かんにでも襲おそわれて命からがら逃にげてきたのか。

　だが、そう思ったのも一いつ瞬しゆんのこと。直後にいびきが聞こえてきて、単に力尽つきたのだろう、とわかった。

「どいつもこいつも……」

　クースラはため息交じりに呟つぶやいて、倒れたイリーネの前であわあわしているフェネシスを押しのけ、イリーネを担かつぎ上げる。

　身長はフェネシスより少し高いだけなのに、ずいぶんずっしりしている気がする。
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　出るところがしっかり出ているし、残りはきっと、鍛か冶じ職人としての技量の重さだ。

「寝ね床どこを用意しろ」

「は、はい」

　フェネシスは急いで工房の奥に引っ込んで、慌あわただしく準備する。イリーネは顔中炭だらけにし、爆はぜた破片が当たりでもしたのか、あちこちに小さな火傷やけどがある。それでも疲つかれきって意識を失ったその顔は、やり遂とげたような満足げなものなのだ。

　クースラは小さく鼻を鳴らし、フェネシスが用意した寝床に横たえた。

「顔と体を拭ぬぐってやって、まともな服に着き替がえさせてやれ」

　フェネシスが困こん惑わく気味にクースラを見上げるので、肩かたをすくめて答える。

「それとも俺がやったほうがいいか？」

　その途と端たん、フェネシスは顔を赤くして、首を横に振ふった。

「じゃあ、イリーネの介かい抱ほうをしてやったら、ウェランドが言ってたことをやれ。あいつは他ほかのことではいい加減だが、錬れん金きん術じゆつについてはそうでない」

「え、あ、はい」

　フェネシスにそう言いおいて、クースラは寝しん室しつから出た。

「あの二人の子守りをしとけ。俺はちょっと出てくる」

「はあ？　どこ行くんだよお」

「鐘かねの鋳ちゆう造ぞうに成功する要因を探すのもいいが、失敗した原因を探さぐるのも同じくらい大事だろ」

　鐘職人のところに行けば、鋳造に失敗した時の鐘の破片を手に入れられるはずだ。純度や、合金の混ざり具合などで失敗の原因がわかるかもしれない。

「そりゃそうだけどよお」

「それと、町の様子を見てくる」

　ただ、どちらかというと、こちらのほうが主な目的だった。

「ううん？　だったら、ウルちゃんも連れてってあげなよお。またすねるんじゃないかなあ。あ、いや」

　と、ウェランドはにやりと笑う。

「すねてるのはクースラかなあ？」

「……くたばれ」

　けらけらと笑うウェランドを無視して、クースラは外に出た。寒さも相変わらずだが、晴れているので太陽の下に出るとそれなりに暖かい。明るい日差しのせいもあり、工こう房ぼうのある職人街は活気にあふれているように見える。これだけならば町はいつもどおりの平へい穏おんな様子だが、昨晩のあの出来事を受けて何事もないはずがない。

　そして、町の広場に出てみてから、クースラは自分の予想が正しかったことを知る。

「しかし、予想以上だな」

　クースラは呟つぶやき、辺りを見回した。そこには、宿でじっとしていることができない者たちが詰つめかけ、ある者は武器を手に鬨ときの声こえを上げ、ある者は押し黙だまっている。広場の隅すみでたむろしている者たちも、額を寄せ合うようにして真しん剣けんな顔でなにかを話し合っている。

　それがなにか前向きなものに感じられないのは、彼らが所しよ詮せん金で雇やとわれた身であり、忠義のために戦っているわけではない、という先入観のせいかもしれない。

　しかも、彼らはちらちらと顔を上げては、皆みな同じ方向を見つめている。

　なにを見ているのかはわかる。

　教会の鐘しよう楼ろうだった。

　クースラはそんな広場を後にして、少し町を歩いてみる。

　通りを行き交かう人々に昨日と差はほとんどないが、変わっていることもある。

　道のあちこちでは鉄の板や木の板、それに分ぶ厚あつさを売りにした麻あさ布ぬのが高値で売られていて、人だかりができているのだ。おそらく、飛んでくる鉄球をそれらでどうにかしようということなのだろう。その横では桶おけも売られていて、こちらは燃え盛さかる鉄球による火か災さいのために、ということらしい。

　人々は真剣な顔でそれらを吟味して、時折、空を不安げに見上げていた。

　最新の投石機が町の外にきて、それを使えばあの分厚く高い市し壁へきも無意味である、という話が一夜にして広まっているのだ。

　しかし、それにしても、とクースラは思う。

　普ふ通つうに考えれば、そんな対策などしてもなんの慰なぐさめにもならないとわかりそうなものだ。投石機で飛ばすのは人の顔よりも大きい鉄球であり、そのほとんどが真っ赤に燃やされている。それが恐おそろしく高い位置から落ちてくるのであり、およそ鉄の板であろうとも受け止めきれるものではない。せいぜい鉄の板ごと押し潰つぶされるのが落ちだ。

　それに、この広い町にどれだけの数の鉄球が落ちてくるのかと考えれば、頭の上に鉄の板を載のせることがどれほど無意味かわかりそうなものだ。よほど運が悪くなければ、まず当たらないだろう。

　それでも人々は、市し壁へきを物ともしない投石機、というだけで震ふるえ上がっている。ウェランドが言ったように、よく知らないことにはとてつもない想像力を働かせてしまうせいかもしれない。

　だとすれば、だ。

　町の人間や、戦場に立つ傭よう兵へいや騎き士したちがこのありさまならば、その視線の先に位置する者たちはどうか。すなわち、人々が救いを求める当の物を作ろうとし、失敗し続けている者たちだ。

　クースラが鐘かね職人の元を訪おとずれようと思ったのは、鐘を作るのなら鐘を作っている者の元に行けばよい、という単純な発想からだが、それは決して鋳ちゆう造ぞうの問題点を見極きわめるだけではない。

　自分たちがなにを作らされようとしているのか、そしてもし失敗したら何が起こるのか知る必要があった。

　クースラは道々人に聞きながら、他ほかの金属類を扱あつかう工こう房ぼうが並ぶ職人街ではなく、金細工師や銀細工師といった、金持ち連中が顧こ客きやくの工房が並ぶ区画にたどり着いた。どこもかしこも建物は立派で、でかい。本来ならば気取った華はなやかさのあるそこに、今は活気がない。

　それは市壁の外に大群がいるからというより、後こう難なんを恐おそれてのこと、といったほうが正しいだろう。鐘職人の工房の扉とびらはぴったりと閉ざされているが、ひどいありさまだった。卵や犬の糞ふんが投げつけられ、最もひどいところは鶏にわとりの頭が打ちつけられている。

　大方予想がついていたので、フェネシスを連れて来なかったのだ。

　人通りのない道には、不ふ機き嫌げんそうな兵士が数人固まって、辺りを見回している。

　それは鐘職人に乱暴狼ろう藉ぜきを働く悪人を見張っているのか、それとも、こいつらが当の悪人なのかは、見分けがつかなかった。

　もちろん彼らはクースラに気がついていたが、身なりから錬れん金きん術じゆつ師だとすぐにわかったのか、ひそひそと会話を交かわすだけで特に声もかけてこなかった。

　クースラは鼻を鳴らし、ありさまが一番ひどい鐘職人の工房の扉を叩たたいた。

「おい、開けろ」

　三度打ち、二度打ち、間を空けずさらに三度打つ。

　だが、返事がない。

「なにもしやしない。錬金術師だ。話を聞かせろ。さもないとお前たちはろくでもない奴やつらだと上の連中にご注進申し上げるぞ」

　クースラが矢や継つぎ早ばやに言うと、扉の向こうでごとりという音がした。

　どうやら、テーブルかなにかで支つかえをしていたらしい。

　がちゃがちゃと鎖くさりを外すような音が最後にして、扉が少しだけ開かれた。

「錬金術師のクースラだ。鐘についての話を聞かせろ」

「……」

　扉の向こうにいたのは、もう一週間はまともに食事も睡すい眠みんも取っていない、というくらいに顔がやつれきった、肥ふとった男だった。

「ど、どんなご用、でしょうか」

「他ほかの錬れん金きん術じゆつ師と同じだよ。鐘かねを鋳ちゆう造ぞうして失敗した時の話と、工こう房ぼうの様子を見せて欲しい。お前が職人の長だろ？」

「……」

　何事も非難は最も目立つ者に向けられる。外の様子が一番ひどかったのが、鐘を作った時の責任者で正しかった。男は断れるわけもない、と諦あきらめきっているようにため息をついて、扉とびらを開ききってクースラを家の中に入れた。一階部分が工房になっている典型的な職人の家で、結構な広さがある。普ふ段だんは十人からの職人が忙いそがしく立ち回っているに違ちがいない。

「ずいぶん寒々しいな」

「……火を入れていませんから」

　工房の真ん中には鐘を鋳造するための大きな砂場があるが、最後に鐘を取り出してからまったく触さわっていないのか、大きく砕くだけた砂の塊かたまりが、まだ鐘の鋳い型がたを思わせる原形をとどめていた。

「ここで作ってたのか」

「……はい」

「鋳型の砂は？　海のものか」

　早さつ速そく鋳造の話に入る。世間話をされても困るだけだろう。

「……そうです。ここでは海砂を使うんです……。春の聖人祭に聖別した雪ゆき解どけ水みずを川から汲くんで来て砂を洗い、その砂を使います」

「洗い方がおざなりだった……というわけではなさそうだな」

　砂を口に含ふくんでみるが、塩味はない。吐はき出し、炉ろの前に覆おおいがしてある大きな荷物に気がついた。

「鐘か？」

　クースラが指差すと、男はうなずく。クースラは歩み寄り、覆いを剝はぐ。そこには血ち濡ぬれの死体の代わりに、無残にひび割れた大きな鐘が置かれていた。

「なにが悪かったのかね」

「さあ……天気か……あるいは……」

　男は、疲つかれきったように言った。

「元々、鐘が割れる原因なんて完全にはわからんのですよ……。気温、湿しつ気け、風、銅と錫すずの混ぜ方、割合、考えられる原因はいくらでもある……。この仕事は、めげないことが第一です。鐘は気き紛まぐれです。うまくいく時もあれば、いかない時もある……。神に祈いのり、精せい霊れいに祈り、全力を尽つくします。それでも失敗する中で、絶対に諦あきらめないのが鐘作りなんです」

　口調は弱々しいが、拳こぶしが白くなるくらいに握にぎり締しめられている。

　責任感の強い男なのだろう、とクースラは冷静に思う。

「なら、もう一度挑ちよう戦せんしたらどうだ」

　クースラがあっさり言うと、男はでかい体をびくりと震ふるわせた。

　そして、クースラを怯おびえたように見る。

「できないのか」

　重ねて問うクースラに、男の視線が落ちる。

「……私だけが非難されるのならば……できます。ですが……」

「次に失敗したら、家族も一いつ緒しよに火か刑けい台だいか」

「……」

　そんなことが本当に起こるかどうかはわからない。

　だが、男がそう信じ込んでしまい、炉ろの火を落として扉とびらを閉ざしてしまうくらいに、この町の人間たちの猜さい疑ぎの目は強い。

　もっとも、家の前があんなことになっていれば、むべなるかなとも思うが。

「これだけでかい工こう房ぼうが割り当てられるんだから、稼かせぎや名声はなかなかのものだろう」

　工房をぐるりと見回し、クースラは続ける。

「うまくいかなかった時は、それだけ高い場所から落ちることになるわけか」

「……」

　男は答える代わりに、うつむいて震ふるえていた。

「運が悪かったな」

「そんなことで！」

　男が顔を上げ、怒ど鳴なる。

　クースラは静かに受け止めて、肩かたをすくめた。

「そんなことだろ。世の中のことが、大たい抵てい」

　クースラは短たん剣けんを抜ぬき、柄つかの部分で鐘かねを叩たたいてみる。割れているから妙みような響ひびき方かたをするが、音そのものは美しいといっていい。

「人は所しよ詮せんその手の理り不ふ尽じんに翻ほん弄ろうされ、あがく身の上だ」

「……」

　他ほかの錬れん金きん術じゆつ師が切り分けたのだろう、ずしりとした鐘の破片をいくつか拾い上げ、腰こしの物入れと持って来た麻あさ袋ぶくろにしまう。

　そして、クースラは男を見て、にやりと笑った。

「だが、その理不尽の嵐あらしの中で、自分の望むものを摑つかもうとするから楽しいんだよ」

「……そう思えるのは、あなたが錬金術師だからだ」

「そのとおり。だから錬金術師をやっている」

　男は怒いかりに頰ほおを染めてクースラを睨にらみつけていたが、やがて脱だつ力りよくして、うつむいてしまった。

　クースラは、冷めた目を向ける。ここで前に出るかどうかが、別れ道なのだ、と。

　失敗も、己おのれの死をすらも恐おそれず、ただひたすらに目的に向かって突つき進む。ここで立ち止まれば、この先に生き延びたとしても、なんの意味もない生が待っているだけ。人はいつか必ず死ぬのだとしたら、無む駄だに延命することになんの意味があるというのだろうか。

　クースラは、がらんとした工こう房ぼうを見渡わたした。

　そして、二階に続く階段に、ふと気がついた。

「とはいえ、同情しないわけじゃないさ」

　視線を階段から職人の男に戻もどすと、怪け訝げんそうな目を向けられた。

「守るものがあれば、また世の見え方は変わるからな。同意はできんが、頭を低くして扉とびらを閉めるのも……また、一つの生き方なんだろう」

　クースラはそう言って、工房を後にした。

　二階に続く階段から顔を覗のぞかせていたのは、あの職人の、まだ幼い子供たちだった。

　峻しゆん厳げんな選せん択たくを繰くり返し、危険を顧かえりみずにひたすらに目的へと正しい道を歩み続けることこそ、唯ゆい一いつ絶対の真実だと思っていた。だが、大おお雑ざつ把ぱに正しければそれでいい、という選択肢しもありうるのだと学んだ。

　そもそも、フェネシスを連れて来なかったのは、自分たちがしようとしていることがなにをもたらすのか本当のことを知られたくなかったからだった。鐘かねの制作に命がかかっているとわかれば、あの小こ娘むすめは自分の命を真っ先に差し出しかねない。

　だとしたらクースラには、鐘作りを巡めぐる状じよう況きようを踏ふまえ、もう一つ考えるべきことがあった。

　それはイリーネに教えてもらったこと。自分一人ではなく、二人で生き延びること。

　市し壁へきの外には投石機が待ち構え、内側がわでは猜さい疑ぎ心しんが渦うず巻まいている。鐘作りは運を天に任せる類たぐいのことかもしれないが、生き延びられるかどうかまで運うん頼だのみにするのは錬れん金きん術じゆつ師のすることではない。失敗すれば町の人間に殺されかねないものを作ろうとするのだから、いざという時の備えはしておくべきだ。

　ただ、取れる方法はなんだろうか、と考えると、顔が半笑いになってしまう。

　アイルゼンが鐘職人たちの状況を見過ごしていた、とはとても思えない。鐘の制作に失敗すればどういうことになるか、わかっていたはずだ。

　だというのに、クースラたちにその危険を冒おかさせようというところに、あの男の本性が現れている。

　結局、クースラたちは本当の意味での道具なわけだ。役立つところで役立てばいいし、大事に道具箱にしまっておくのが目的ではない。

　便利に使われてたまるか、とクースラは胸中で毒づいた。

　だから、真しん剣けんに考える。

　ここで死ぬわけにも、ましてや撤てつ退たいするわけにもいかない。

　扉を閉ざして難が去るのを祈いのるのは、錬金術師のやることではない。かといって、一いつ切さい合がつ財さいを犠ぎ牲せいにしてでも前に進むのは、今の自分のやることではない。

「……腑ふ抜ぬけが」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいてみるが、腑が抜けた後の腹の中には、温かい別のなにかが入っている。

　クースラは体を冷やすために大きく息を吸って、吐はく。

　出てきたのは、誰だれかにそっくりの、真っ白い息だった。







　クースラは工こう房ぼうに戻もどり、あまり乗り気な様子ではないウェランドに、鐘かねの失敗作の破片を押しつけた。

　ウェランドは無言のまま、視線だけで外の様子を尋たずねてきたが、クースラが肩かたをすくめるだけで、大方予想はできたのだろう。

　合金は混ざる金属の割合で、重さと体積が変わる。慎しん重ちように計量すれば、どれだけの分量がどれだけ混ざっているかわかるし、炉ろにかけて溶とかして分ぶん離りさせてもいい。

　その手のことはウェランドに任せ、クースラはフェネシスのほうを見た。

「なにか思いついたか？」

「……一応は……」

　自信なさげだが、クースラは石せき盤ばんを見て、小さくうなずく。

「これだけ書けていればまずまずだ。闇やみ雲くもに、というのは悪いことではないからな」

　意外な一言だったのか、フェネシスはちょっと驚おどろいたようにクースラを見てから、嬉うれしそうな表情を押し隠かくすように唇くちびるを引き結んでいた。

「それに……いくつかはたぶん、正しい」

「え」

「大きいと冷える時に割れる、というのもそうだな。なんでこんなこと知ってるんだ？」

　いつも見み栄えを張って自分を大きく見せようとするフェネシスは、いざ褒ほめられたりすると萎い縮しゆくする。虐いじめてからかってくれ、と自ら言っているようなものなのに。

「昔……石切り場を通ったことがあるんです。そこで、教えてもらいました」

「火を焚たいて、水で冷やす方法か」

「はい」

　物は熱すると膨ぼう張ちようし、冷やすと収縮する。岩のように硬かたい物だと、大きくなればなるほどその差も大きくなり、やがて耐たえきれず、亀き裂れつを生む。

「合金の混ぜ方が不均一だった、というのも悪くないな」

「……パンの膨ふくらみについて、同じことを教えてもらいました。粉がきちんと混ざっていないと、焼き上げた時に割れてしまうと……」

「砂に塩が混ざっていたというのは？」

　クースラが真っ先に確かめたのもそこだった。

　フェネシスは、おどおどと答える。

「塩えん田でんの側そばでは、なにもかもが塩のせいでひび割れ、砕くだけます。人の手も、顔も、鉄も、岩も」

　クースラは、塩田など見たこともない。

　だが、フェネシスはそこで、強きよう烈れつな塩気のせいで、人々の手や顔がひび割れ、なにもかもが錆さびて腐ふ食しよくしていく様を見たことがあるのだ。

　クースラの顔が、険しくなる。

「……あの？」

　黙だまりこくるクースラに、フェネシスが怖こわ々ごわ尋たずねてくる。

　クースラは、大おお袈げ裟さなくらいにため息をついた。

「俺はそういう知識をすべて書物から得た」

「え？」

「お前は経験から得ている。お前の旅が……」

　クースラは、嫌いやそうに言った。

「羨うらやましい」

　思い切り憮ぶ然ぜんとしていたからだろうか。フェネシスはしばらくクースラの言葉の意味を計りかねていたようだ。

　ただ、それはフェネシスの旅が過か酷こくな逃とう亡ぼうの旅だったせいかもしれない。およそ人から羨まれるようなことではなく、ひたすらに辛つらく悲しいだけの逃とう避ひ行こう。それを羨むような人間は、なんの事情も知らない無責任な奴やつらだけであるような。

　だが、クースラは広い世界を書物でしか知らず、ずっと工こう房ぼうに閉じこもって生きてきた。

　だから、クースラが本気でフェネシスの旅を羨ましい、と言っているのがわかったのかもしれない。やがて、フェネシスはこんなことを小さい声で言った。

「私も、あなたがいればもっと色々と学べたと思うと、残念です」

「……」

「それに」

　困ったような笑え顔がお。

「奇き跡せきも起こったかもしれません」

　それはどこか悲しそうで、本当にそうであればよかったのに、と思わせるものだった。クースラの力があれば、誰だれかしらは助けられたのではないか、と。

　そんな切実な想おもいを見せられて、クースラは自分の迂う闊かつさに嫌気がさした。

　しかし、反射的に答える。

「それは、無理だ」

　はっきりと言った。自分にできないことは、できないのだと。

「……あなたはそういうところだけ、正直ですね」

　フェネシスは悲しそうなのに、どこか嬉うれしそうだ。

　その理由はすぐにわかった。

「でも、私のことは助けてくれました」

　他ほかにすがるものがない少女。頼たよられるということが、重荷ではなく悦よろこびになることもある。色々な物を詰め込んだ戸と棚だなの鍵かぎが、みしみしと音を立てている。クースラは、己おのれの技量のすべてを注つぎ込んで、無表情を維い持じしていた。

　そして、こう返す。

「利用する道具は大事にするものだ」

　フェネシスは首をすくめ、緑色の目を卑ひ屈くつそうに上うわ目め遣づかいにする。

　けれども、それはへたくそな演技だった。

「相棒、ということですよね？」

　その目に、いつの頃ころからか勝かち気きな色が浮かぶようになった。

　クースラは、ようやく半笑いになって言った。

「まだまだ「お荷物」の領域だがな」

「それでも構いません」

　フェネシスは、石せき盤ばんに向き直る。

「持って行って、くれるのなら」

　その時の表情は見えなかったが、それを残念だとは思わなかった。

　錬れん金きん術じゆつ師は、単なる石ころの中に金きんを見み出いだす目を持っている。

　フェネシスの頭にぽんぽんと手を置いて、クースラはそれ以上なにも言わなかった。

　それからほどなくして、ウェランドが井い戸ど水みずで手を赤くしながら、戻もどって来たのだった。







「私もそっちを手伝えればいいんだけど」

　昼を待たずに起きてきたイリーネは、もちろん自力で目を覚ましたのではない。火か炎えん放射器の量産を任されている工こう房ぼうから人が寄よ越こされてきて、叩たたき起こしたのだ。話を聞き、指示を出し、その間にも人がやって来て、うちの工房に来てくれと頼たのまれている。

　イリーネは不ふ機き嫌げんそうながらも、てきぱきと指示を出し、とにかく腹になにかを詰つめ込まないと、とばかりにパンをむしゃむしゃやりながらそう言った。

「けど、難しいと思うな」

　工房での作業着の上に、どこかの職人から貰もらったのか、男物の上着を羽織りながら、イリーネは言った。

「単純な銅板ですら、大きい一枚板を作るのは難しいもの。鐘かねみたいな湾曲したものはなおさらよね。しかも、百発百中を期待されているんでしょう？　無茶な話よね」

「その無茶も錬れん金きん術じゆつ師ならできる、と上はお考えだ」

　イリーネは、自分が責められているかのように憮ぶ然ぜんとしてため息をついた。

「期待するほうが馬ば鹿かってものよ。それに、その感じだと、そもそも鐘かねの制作にはいつも教会の司祭が立ち会う理由もわかっちゃいないのね」

　忌いま々いましげに語るイリーネに、クースラは興味深げな視線を向けた。

「司祭が立ち会うのに理由があるのか。てっきり、儀ぎ式しきの一いつ環かんだと思ってたんだが」

　そして、そのことがあるために、たとえば大急ぎでどこかの町から鐘をもぎ取って来る、ということができないのだろう。あの鐘職人が工こう房ぼうの火を落としてしまったのも、工房の中でとにかく鐘を作りまくり、完成品だけを納入すればすむ話ではないからだ。

「お祈いのりに多少の効果はあるのかもしれないけど……ほとんどは、重おもしの役目よ」

「どういうことだ？」

「失敗しても逃にげないためね。普ふ通つう、どこの町でも鐘の鋳ちゆう造ぞうは一週間の中で鋳造する曜日が決まってるのよ。それで、失敗したら翌週の同じ曜日に、と問答無用で決まってる。これは、失敗して怖おじ気けづき、作業を延のばし延ばしにしてしまうのを防ぐため。鐘の鋳造は、できるまでやるのが基本だからね」

「毎週司祭がぞろぞろやって来れば、嫌いやでも作らざるを得ないってわけか」

「そういうこと」

　町の中では人の目が常にあり、人々は名めい誉よ云うん々ぬんにあくせくしながら暮らしている。

　これまで一人で作業をし、他人からどう見られるかなど歯し牙がにもかけなかった錬金術師には、なんともはやという話だ。

「だからこそ余計に、一度中断しちゃうと、再開が難しいのよ」

　イリーネは、まるであの鐘職人の窮きゆう状じようを目まの当あたりにしているかのように、同情気味に言った。

「それに、教会から司祭様が来る別の理由として、悪あく魔まの錫すずを足すことの大変さを表してるって聞いたことがあるしね」

「悪魔の錫？」

　そんな単語に反応するフェネシスに、イリーネは苦笑していた。

「錫は脆もろいから、職人から嫌きらわれるのよ。それに、嫌な音で泣くしね」

　フェネシスがきょとんとしていたので、クースラが付け加えた。

「錫は寒い場所で泣くんだよ」

「……」

　またそんな噓うそを、と半目でクースラを見るフェネシスに、イリーネが珍めずらしくクースラの肩かたを持つ。

「本当よ。しゃりしゃり、というか、きしきし、というか……。女め々めしい金属なんて言われることもあるわね。失礼しちゃうけど」

「鐘かねに足して音が高くなるのも、そういうことだな」

「いーっ」

　イリーネはクースラに歯を見せてから、はっと我に返っていた。

「こんなことしてる場合じゃないわ。早く作業に戻もどらないと」

「増産はどうなんだ？」

　クースラの質問に、イリーネは青みをたたえた刀身のような、深い笑えみを浮かべていた。

「順調よ。任せておきなさい」

　確実性を重んじる職人が言うのだから、本当だろう。

「じゃ、またね」

　そう言って、工こう房ぼうから出て行った。元気な小こ娘むすめだ、とクースラは少し笑って見送った。

　しかし、イリーネの話は重要だった。

　やはり、鐘の鋳ちゆう造ぞうは他ほかの金属の製せい錬れんとは大きく異なっている。

「町の職人が、確実性をそもそも期待していないんだからな」

　司祭の立たち会あいの話は、実際に町に暮らし、なおかつ人々を管理する立場になったことのある者でなければ、その真意にはなかなか気づけないものだろう。その情報を得た今、余計にクースラの考えはある方向に向かっていく。

　クースラはイリーネが出て行った扉とびらを見ながら、言った。

「ウェランド。お前、鐘の制作にすべてを賭かける勇気があるか？」

　勇気、という単語を使ったのはわざとだ。

　しかし、炉ろの中に頭を突つっ込んでいたらしいウェランドは、のんびりと返事を寄越してきた。

「本当のところは、ないんだよねえ」

「えっ」

　フェネシスが驚おどろきの声を上げる。

「だって、これは俺たちの仕事じゃないよお」

「で、も」

　と、フェネシスが言う。アイルゼンの言葉を真まに受けるのならば、鐘の制作を成し遂とげれば、竜りゆうの制作と合わせ、クースラたちはラトリアへの大だい反はん撃げき軍の中心部に立つことになる。

　もしもラトリアを牛耳ることができれば、コレドの残した足そく跡せきを総ざらいしたうえ、ラトリア中を虱しらみ潰つぶしにできるだろう。

　そうなれば、もしかしたら見つけられるかもしれない。

「その先にある利益、というやつか」

「……」

　沈ちん黙もくはフェネシスだけのものではない。ウェランドも、思案げに顎あごに手を当てていた。

　元来、失敗を織り込んで制作するはずのものを、確実に作るようにと命令されている。

　しかも、制作に失敗すれば、町中の怨えん嗟さが集中しかねない状じよう況きようというおまけつき。

　成功する、という可能性はもちろんある。

「しかし、ものは考えようだ」

　クースラは、言った。

「木は燃やしても炭が残る」

「なにか案があるのかよお」

「要は、失敗しなければいいってことだからな。そして、失敗をなくすには、成功をなくせばいい」

「……？　……？」

　フェネシスは、謎なぞかけをされているかのように困こん惑わくしきっている。

　クースラが笑うと、むっと顎あごを引いていた。

「錬れん金きん術じゆつ師が十九人もいれば、誰だれかしら成功するだろう」

「……それ、が？」

「だったら、そいつらに作らせればいい」

「は？　でも、それだと──」

「どれか一つが成功すれば、騎き士し団は反はん撃げきに出ることができて、俺たちも生き延びられる。俺たちは、鐘かねを作ろうとしているふりだけすればいい」

　ちょっと前までなら、絶対にしなかったような発想法だ。

「クースラらしくないねえ」

　ウェランドがにやにやと笑いながら言葉を向けてくるが、否定まではしてこない。ウェランドも、クースラの言いたいことが見えてきたのだろう。

「それに、他ほかの連中にとっちゃあ単に生き延びるための方法だが、これは俺たちにとってだけ、大きな利益がある」

　クースラは、フェネシスの頭に手を置いた。

「こいつの存在があるからな。俺たちはこのラトリアの地に残れるというだけで、古代の知識に触ふれられる可能性を残すことになる。別に、反撃の中心に立たなくても十分だろ。もう一回竜りゆうみたいなものを見つけられるのなら、ここであえて命をかけなくても十分に見合う」

　ウェランドは不敵に笑う。ある事実を知るのと知らないのとで、世の中の見え方は恐おそろしく変わってくる。

　それに、常に最大限の利益を、と追い続ける選せん択たくよりも、次善の策のほうが長期的に見て得だということもありうる。守るものがあればなおさらだ。

「危険な役目は、それしか出世する手立てを持たない連中に任せるとしよう。鐘の鋳ちゆう造ぞうに真正面から取り組むのは危険すぎる」

「悪い奴やつだねえ」

「知らないほうが悪いんだよ」

　クースラは肩かたをすくめ、フェネシスに視線を向けた。

「突つき進むばかりが最善の手じゃない」

　フェネシスが嫌いやそうに顎あごを引いたのは、それが当てつけだったからか、それとも。

「けど、うまくいくかねえ」

「あ？　他ほかの連中はそんなに頼たよりないのか」

　クースラが聞き返すと、ウェランドは肩をすくめた。

「違ちがうよお。他の連中もまた、危険な役目は他人にやらせたがるかもしれないってことだよお」

　なるほど、とクースラは思う。

「意外に腑ふ抜ぬけが多いんだな」

「自分のことは棚たな上あげかよお」

「……」

　クースラはウェランドを睨にらみつけ、堂々と応こたえる。

「俺のはれっきとした策だからな」

　ウェランドはくつくつと笑い、呆あきれている。

「その図ずう々ずうしさには、誰だれも敵かなわないだろうねえ」

「しかし、確かにただ連中が思いどおりに動くってことを期待するのも危険だな」

　互たがいに互いが動くと思っていれば、三すくみのような格好になってしまう。

「他の工こう房ぼうの様子はどうなんだ？」

　ウェランドは、クースラとフェネシスが教会の書庫に行っている間に、職人街をうろついていた。そのあたりの感かん触しよくは摑つかんでいるはずだった。

　だが、ウェランドはそっぽを向くと、こんなことを言う。

「自分で調べに行ったらどうだよお」

「……ああ？」

　突とつ然ぜんなんなんだ、と怪け訝げんに思っているところに、ウェランドは大きく欠伸あくびをした。

「なんの見返りもなしに、情報を渡わたす義理はないねえ」

「……」

　クースラは憮ぶ然ぜんとして、言った。

「代わりになにを差し出せばよろしいですかね？」

　話がわかる奴だ、とばかりにウェランドは笑え顔がおになる。

「鐘かねの鋳ちゆう造ぞうをするふりにしろ、進しん捗ちよくは報告する必要があるだろお？　そのへんの面めん倒どうなことをよろしく頼たのむよお」

「……そのことか」

　作業に消極的だとわかれば、アイルゼンのことだからなにかしらろくでもないことを仕し掛かけてくるかもしれない。それこそ、フェネシスを人質に取られることだってあり得る。

　体面を取り繕つくろうことが必要だった。

「その代わり、人見知りのクースラでは集められない情報を提供するよお」

「なっ……」

　クースラは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまり、睨にらみつけた。

「喧けん嘩か売ってるのか？」

「くっく。そういうところとかねえ。クースラがよその工こう房ぼうに行ったらすぐ喧嘩沙ざ汰たかもね」

「……」

　自分でもそんな気がするので、苦々しいが反論しなかった。

　ただ、そんなウェランドとは別の視線を感じて、そちらを見た。

「なに見てやがる」

「えっ」

　フェネシスの耳がぴょこんと跳はねて、萎い縮しゆくするように首をすくめている。

　その目は興味深そうに、くりくりと動いている。

「人見知り……なのですか？」

　クースラは苦々しい顔を、フェネシスではなくウェランドに向ける。ウェランドはゲラゲラ笑い、なにも答えない。

　結局、クースラはフェネシスの頭を小こ突づいて誤ご魔ま化かした。

「ただ、分担は大事だあね。せっかく人がいるんだからさあ、得意なことを活いかすべきだよお」

「最初からそう言えばいいんだよ」

　ウェランドは麦むぎ穂ほのようにするりとクースラの言葉をかわし、上着を着た。

「じゃ、善は急げだあね。うまくいきそうなら、煽あおってくるよお」

「……せいぜい役に立って来い」

　クースラが言える憎にくまれ口ぐちはその程度。けれど、それはウェランドならば大たい抵ていの人間の懐ふところに無ぶ遠えん慮りよに入れるだろうという、ある種の信しん頼らいでもある。

「そっちもねえ」

　そんな言葉を残し、職人街に出て行くウェランドを見送り、クースラは嘆たん息そくした。

　人見知りではなく、《利子クースラ》なだけだと。

　ただ、そんな主張が妙みように子供っぽく感じて、クースラはもう一度、ため息をついたのだった。







　工房に残されたクースラとフェネシスは、任された仕事をこなすべく、炉ろの前にいた。

「他ほかになにかあるか？」

　石せき盤ばんにはずらりと品物の名前が書かれている。貴金属や宝石の類たぐいから、あらゆる鉱石類まで。

　さらには、動物の名前に、部位。即すなわち、骨、肉、血、目玉や内臓、果ては脳みそにいたるまで。その動物も牛や馬、鶏にわとりから、蛙かえるに蠑螈いもり、蝙蝠こうもりまで。

　その他ほかでは薬草、毒草の類たぐいも書き連ねてある。鐘かねを制作する際に、その金属を得る時に混ぜたら効果がありそうなものだ。

　そのうちのいくつかは絶対に効果などない、とわかっているが、とにかく書き出してみた。

　そうしていると、フェネシスがふと石灰を手に石盤に文字を書き込み、クースラは思わず噴ふき出した。

「騎き士し団の紋もん章しよう？」

「教会のものも、です。首くび飾かざりとか」

「確かに……そのへんのものを窯かまに入れて失敗したのなら、結局どいつもこいつも悪いということになるが……」

　だが、クースラが笑ったのは、もちろん理由が別にある。

「よくそんなこと思いつくな。お前、本当に神の存在を信じてるのか？」

　クースラですらそこまで大だい胆たんなことは思いつかなかった。

　しかも、フェネシスはふてぶてしく、返答した。

「どちらも神の教えに背そむいていることが多々ありますから」

　可か愛わいい顔して、なかなか頼たより甲が斐いのある相棒になりそうだ、とクースラは思った。

「なら、一つずつ試ためしていくか」

「はい」

　フェネシスは凜りんと返事をして、椅い子すから立ち上がった。

　昨晩に作った銅と錫すずの合金の試作品をすべていったん混ぜ合わせ、さらに銅を加えて嵩かさを増し、いくつかに分けたものに錫を異なる分量で足していく。

　鐘に最適とされるのは銅に対して錫が二割程度なので、その前後になるように段階的に調整する。事前に使っている銅や錫の量がわかっているので、どうすれば目的の合金が得られるか、クースラはフェネシスにすべて計算させた。石盤の前で背を丸め、両手の指を折りながら懸けん命めいに計算する様は、まるで栗り鼠すが餌えさの隠かくし場ば所しよを必死に考えているようで見ていてなかなか可愛げがあった。

　力仕事もそれなりにこなし、炉ろの中の薪まきと炭の組み方もだいぶ覚えてきた。温度調節についてはまだ不慣れなところがあるが、これだけは口で教えられるものではないので、追い追い学んでいけるだろう。そんなふうに、まるで水を吸収する海かい綿めんのように、経験を吸収していくフェネシスを見て、ふと思う。

　ウェランドがこんなしち面めん倒どうくさい仕事をやらせたのは、クースラが引き受けるという確信があったからかもしれない、と。それは決して、クースラが他ほかの工こう房ぼうに顔を出し、他の錬れん金きん術じゆつ師の様子を穏おん便びんに集めることができないだろうから、というだけではない。ウェランドにとってはまったくなんの生産性もないつまらない作業だが、クースラにとってはそうではない、とわかっていたのだ。つまり、一見するとなにも得るところのないような作業であっても、フェネシスがいれば話は別。

　この少女の得るところは、クースラの得るところ。

　フェネシスがちょこまかと作業に忙いそがしくしている様をぼんやり眺ながめ、ため息をつく。

　そのとおりだったからだ。

　そんな一連の作業をしていたら、あっという間に日が暮れてしまう。

　ウェランドやイリーネは当然のように工房に戻もどって来ない。いつもならばフェネシスを連れて町でなにか食べるところだが、未いまだ作業が終わりきらない。クースラは工房の前を通りがかる別の工房の小こ僧ぞうをつかまえ、銀貨を握にぎらせて買い物に走らせた。

　フェネシスはその間も、炉ろの中にぎっしり詰つめられた坩堝るつぼの中で煮にえる、銅や錫すずのために薪まきを足したり炭を足したり、ふいごの調整をしたりしていた。一日中続いたそんな慌あわただしさも、この頃ころにはようやく落ち着きを見せてくる。

　あとは炭が燃え尽つきて、炉の温度が少しずつ下がっていくのを待つだけ、という段になった頃、ちょうど使いの小僧が食事を持って工房に戻って来た。

　屋台で売っているようなものなので、ぼそぼその黒パンの間に筋張った肉と安いチーズを挟はさんだだけの代しろ物ものだ。

　クースラは一応パンと具をばらばらにして、中に変なものが入れられていないか確かく認にんしてから、フェネシスに渡わたした。十九人も錬金術師がいたら、厄やつ介かいな競合者は減らしてしまおう、と考える者がいるかもしれないし、敵方の暗殺者が市し壁へきを越こえて忍しのび込んでいないとも限らない。

　だが、そういう用心を怠おこたらないクースラを見て、フェネシスは少し眉まゆをひそめていた。

「パンの大きさは同じでしょう。お行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　と、フェネシスに注意されたのには半笑いだった。

　フェネシスは炉の中が気になるのか、炉の側そばに長なが持もちを置き、そこに座って火の中を眺めながら食べていた。クースラもそのすぐ後ろで、別の木箱に腰こし掛かけている。

　炉の火に照らされているフェネシスの様を盗ぬすみ見ると、もう、何年もフェネシスはそこにいるかのように見えた。

　坩堝の中に混ざった新しい材料は、すっかりそれまでの金属に溶とけ込んでしまったらしい。

　そして、合金を分ぶん離りするのはなかなかに難しい作業だ。

　だとすれば、望むらくは新しい合金が、古いものよりも有用であることだ。

　クースラはそんなことを考えながら、しかし、と思う。胸むな元もとから一枚の羊皮紙を取り出して広げてみれば、すでに効果のほどは明らかだ。それはコレドの残した伝言であり、この一枚にたどり着けただけでも、フェネシスに価値はあった。

　マグダラの地を指し示すかもしれない地図。

　コレドの残したものは、伝説につながる可能性がある。

「なにを企たくらんでいるんですか？」

　そこに、ふと声をかけられた。

「あ？」

「悪そうな、顔をしています」

　クースラは鼻を鳴らす。

「そりゃあ、お宝の地図だからな。悪い顔にもなるだろう」

　しかも、それは世に出れば、とてつもない影えい響きようを及およぼすものかもしれないのだ。

「本当なら、こんなくだらない戦いくさに煩わずらわされず、さっさとコレドの後を追いかけたいところだ」

　この北の地を騎き士し団が治めようが、異教徒が治めようが、本当のところはどうだっていい。

　騎士団に負けてもらって困るのは、自分の研究の費用やらを持ってくれるのが騎士団であるからにすぎない。

　ただ、神の教えに熱心なフェネシスは、さすがにそこまで割り切れないだろうが、と思ったのだが、フェネシスはクースラの手元の羊皮紙を見つめたまま、なにも言わなかった。

「なんだ、怒おこらないのか？」

「へ？」

「神の正しさを示せるかどうかの戦なのに、くだらないとは何事だって」

　クースラがにやにや笑いながら言うと、フェネシスはようやく合が点てんがいったようだった。

「もしも本当に神の教えの正しさを求めるなら、戦を起こすことそのものが間ま違ちがっています」

「恐おそれ入るね」

　クースラが言うと、フェネシスは得意げに胸を張って澄すましていた。

「ですが、早く探しに行けるといいですね」

　そして、そんなことを親しげな笑え顔がおで言う。

　クースラは、人から優やさしさを向けられると顔が渋しぶくなる。

　それは、きっと現実との齟そ齬ごを見なければならなくなるからだ。

　クースラの胸中にあったのは、罪悪感だった。

「お前にとっては、楽しくないかもしれないがな」

「え？」

　口にしてから、黙だまっていればよかったと思った。話をしようがしまいが、現実は変わらない。

　ならば黙っているべきだったのに、クースラは口を開いてしまった。

「……カザンの様子を見ただろう。呪のろわれた血筋というのは、見た目の話ではなかった。もしもこの伝言が本物であり、コレドの足そく跡せきにとんでもないものが眠ねむっているのなら……それは、お前にとってろくな旅にならないだろう」

　なぜなら、呪のろわれた血筋というのは見た目の話ではなく、根こん拠きよのある話になるからだ。

　クースラが自分のマグダラを追いかければ、それは必然的にフェネシスを傷つけることになるだろう。

「……」

　クースラは手元の紙に目を落としながら喋しやべっていたので、フェネシスがどんな顔をしているかわからない。

「そんなこと、ありませんよ」

　だから、その言葉を一いつ瞬しゆん摑つかみ損そこねた。

「そんなこと、きっとありません」

　クースラが顔を上げると、フェネシスは悲しげに笑っていた。

「確かに、カザンの町のように、ものすごい技術で町を征せい服ふくしたがゆえに、人々から畏おそれられ、忌いみ嫌きらわれたのだとしても」

　言葉を切ったフェネシスは、ふとしたはずみに泣きだしそうな雰ふん囲い気きなのに、背筋を凜りんと伸のばし、どこか力強さを感じさせた。

「技術はそれを使う人次し第だいだ、と思いました。事実、あなたは竜りゆうを使って、私たちを守ってくれましたから」

　カザンから逃にげ出してきたあの時、フェネシスは竜の上で笑っていた。

　生きている、という気がしたと言う。

　クースラは、その本当の意味するところがこの時、ようやくわかった気がする。

「あなたの夢は、オリハルコンの剣けんを手に入れること。そして、その剣で誰だれかを傷つけるのではなく、守ることだったと思います。それなら……それなら、あなたは技術そのものが悪いわけじゃないのだと示してくれるはずです。自分の夢に忠実なあなたならきっと」

　フェネシスは、はっきりと笑え顔がおになって、言った。

「私の血筋の呪いを、解いてくれるのではないかと思っています」

　炉ろの中で揺ゆれる炎ほのおが見せた、一瞬の夢。

　そんなことを思ってしまったのは、自分に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれる少女の存在が信じられないからか。それとも、古代の英知がもたらした災わざわいゆえに苦しむ者がいる、という壮そう大だいな話にうまく実感が湧わかないせいからか。

　たぶん、その両方だったのだと思う。

　だから、クースラは気がついたら、泣き笑うフェネシスの顔に、手を伸ばしていた。

　本当にそこにフェネシスが存在しているのか確かめるために、クースラは目を凝こらすようにしかめっ面つらだった。

「……俺に奇き跡せきを望むな、と何度も言ったはずだがな」

「奇き跡せきじゃ、ありません。観察と経験からの……推すい論ろんです」

　クースラの手のひらの中で、目をしょぼしょぼさせ、怖こわがるようにそう言った。

　クースラはそんなフェネシスを見やり、小さく笑う。

　ただ、それは幾いく分ぶんかは自じ嘲ちようの笑えみで、ため息交じりだ。

　まさかフェネシスが、自分の呪のろいを解いてくれるなどと期待しているとは、考えてもみなかった。それは、クースラがまさしくそのフェネシスを傷つけることになるだろう、という旅の別解かい釈しやくなのだから。

　もちろん、それに応こたえられる確信などクースラにはない。自分は騎き士し団に従属する身であり、騎士団はどこまでも貪どん欲よくだ。あの竜りゆうの兵器だって、遠からずろくでもないことに使われる羽目になるだろうことは目に見えていた。

　また、別の新しいなにかを見つけた時、それを悪逆な侵しん略りやくのために使われるのを止められるとは限らない。見つけなければよかった、と思うこともあるだろう。

　きっと、フェネシスもそのくらいの現実的な視点は持っている。それでも、ああ言ったのだ、となんとなくわかった。だからこその、ため息交じりだった。

　世の中は、あまりにくそったれすぎる。そして、自分は大きな組織に雇やとわれている身にすぎない。オリハルコンの剣けんを追いかける、などという大おお仰ぎような目標があるせいで、余計に己おのれの身の矮わい小しようさに気がつく。人生は短く、手に入れられるものは呆あきれるほど少ない。

　だが、その常識を打ち破ってくれるかもしれない、フェネシスの血筋の存在。

　世の中はいくつもの糸が絡からまり合った、厄やつ介かいな代しろ物ものらしい。

　神は金属ですら単純な形で地面に埋うめなかったので、期待するほうが悪いのかもしれない。

　それでも、一度くらいは。

　クースラはそんなことを思い、同時に皮肉げに笑いつつ、フェネシスの頰ほおから手を離はなした。

　こんなことでは足元をすくわれるぞ、と自分に言い聞かせた。油断するな。世の中は悪あく辣らつで、無む慈じ悲ひで、陰いん険けんなのだ、と。そういう覚かく悟ごでなければ、受け止めきれないことが多すぎる。

「希望的観測はするな」

　ただ、その一言はちょっとした意地悪だ。

「……別に、なにも期待していません……」

　だから、クースラの意地悪に耳をぴくりとさせ、ちょっと怒おこったフェネシスは、長なが持もちから立ち上がって作業に戻もどっていった。

　合金は、混ぜれば混ぜるほど分ぶん離りが難しくなるし、どんな結果になるか事前に予測がつきづらい。その点、フェネシスは、真っ黒い錬れん金きん術じゆつ師に比べてあまりにも白い。

　だとしたら、自分はフェネシスという存在が混じることに、恐おそれを抱いだいているのかもしれない、とクースラは思う。

　だが、それはあまりにも不ふ穏おん当とうな世の中に対する、正常な反応の仕方だと信じている。

　だから、そんなやり取りからしばらく経たった頃ころ、不意にその音が聞こえた時、クースラが真っ先に思ったのは、やれやれ、ということだった。

「な、なんの音ですか？」

　手を止めたフェネシスが、意地悪されたことも忘れて聞いてくる。

　それくらいの、凄すさまじい音がしたのだ。

「空が落ちてきたんだろうよ」

　クースラはそう言って、ため息をついた。

「世界が終わる時も、こういう音なのかもな」

　再び、しゅー、というなにかがこすれるような音がかすかに聞こえ、直後に木と石を同時に叩たたき割るような音。地面もわずかに揺ゆれたような気がした。フェネシスは完全に色を失い、おろおろしている。クースラは工こう房ぼうの扉とびらを開け、外に顔を出す。曇くもり空ぞらなのか、星ひとつ見えない。三度目の空をこするような音がすぐに聞こえ、巨きよ人じんが足あし踏ぶみをしているのではという轟ごう音おん。

　人々は無意味だとわかっているのかいないのか、轟音が鳴るたびに伏ふせている。

　そのせいで、余計に町の静かさが強調される。

「確かに、町の危機にも鐘かねの音がないのは不気味だ」

　神は我々を見捨てたもうた。

　そんな物言いが、あながち大おお袈げ裟さには感じられない。

「そして、技術は技術」

　クースラが言うと、四度目の落下音。

　市し壁へきの外から、投石機で攻こう撃げきされているのだ。

「使う輩やからを選ばない」

　五度目の落下音の後、ようやく騎き士し団の誰だれかが喇らつ叭ぱを鳴らして対たい抗こうした。我々はここにいるのだぞ、と宣言した。

　神がいないのなら、自分たちでやるしかない、という悲痛な決意の叫さけびにも聞こえた。

　クースラは肩かたをすくめ、扉を閉める。

　工房の中に戻もどると、フェネシスが腰こしを抜ぬかしかけていた。

「これだけ広い町だ。まず当たらんよ」

　それに、鬨ときの声こえが聞こえないので、敵は本格的に攻せめ込むつもりはなく、おそらくは威い嚇かくを兼かねた試射なのだろう。敵は予想よりも早く投石機を完成させてきた。市壁の側そばでもたもたと組み立てていたのは、わざとだったようだ。

　騎士団側がわは、どう出るだろうか。竜りゆうが間に合えば、先手を打って攻めに出るか？　それとも、あくまでも鐘の完成を待つか。

　クースラはそんなことを考えながら、震ふるえているフェネシスを抱だいてやっていた。

　それからほどなくして、ウェランドが情報を携たずさえて戻って来た。

　撃うち込まれた鉄球には文字が彫ほられていた。

　曰いわく、神の鉄てつ槌つい。二晩待つ。町を明け渡わたせ。

「広場を見て来たけど、すごいことになってたねえ。一度反乱を起こした町の様子を見たことがあるけど、あんな感じだあね」

　物ぶつ騒そうな話だが、町まち中なかで人々が武器を手に集まるなど、反乱でもなければ考えられない。

「イリーネは？」

「無事だったよお。竜りゆうの製造が大おお詰づめで、音に気がついていなかったくらいだあね」

「さすがだな」

　クースラは小さく笑い、ため息交じりに言う。

「また竜を使って逃にげ出すか？」

　クースラがウェランドを見ると、ウェランドもにやりと笑う。

「逃げるとして、どこにだよお？」

　海を背にした港町。船があるにしても全員は乗れないだろうし、そういう気配を上役が見せれば、ただちに下の者たちはそれ相応の対応をするだろう。

　一いち網もう打だ尽じん、という言葉が脳裏をよぎる。

　では、袋ふくろの鼠ねずみはどう出るべきか？

　クースラがそんなことを考えていると、工こう房ぼうの扉とびらが叩たたかれた。

「アイルゼン様より伝令です」

　息いき急せき切った伝令兵は、あちこち走らされているのか汗あせだくだった。

「奇き跡せきでも起こせと？」

　クースラの軽口にも、表情を変えない。

「傭よう兵へいたちが揉もめ事ごとを起こしています。あなたたちでなければ解決できないとか」

　クースラはウェランドを見て、ウェランドは肩かたをすくめている。

　袋の鼠が最初にやるべきことは、どうやら同士討うちを止めることのようだ。

「だが、俺たちでなければってどういうことだ？」

　腕うでっぷしを期待されても困る。

　すると、伝令兵は言った。

「奇跡をご所しよ望もうです」

　面めん倒どうな話になりそうだ、と思った。







　最新型の投石機の前では市し壁へきも無意味だ、と町中の人間に知れ渡わたった。

　まださほど夜が更ふけていないし、人がひっきりなしに右往左往しているのに町が暗いのは、灯あかりをつけているとそこに向かって鉄球が飛んでくるかもしれない、と人々が恐おそれているからだ。

　市し壁へきの向こうから見えなどしないのに、彼らにできることといえばその程度なので、考える前にそうしているのだろう。

　そして、その短たん絡らくさは傭よう兵へいたちでもあまり変わらなかったのだ。

　工こう房ぼうに駆かけ込んできた伝令兵が伝えてきた騒さわぎというのは、それくらいに馬ば鹿かげたものであり、しかし、見過ごすこともできないものだった。

　発ほつ端たんは、若い傭兵たちが飲んだくれていた酒場での言い争いらしい。

　どちらの部隊のほうが優すぐれている、などと、普ふ段だんならばよくある言い争いで、殴なぐり合あいに発展したとしても猫ねこが互たがいにじゃれ合って怪け我がをする程度のこと。

　それが笑い話ですまなくなったのは、市壁を越こえて鉄球が飛んできたからだ。

「引っ込みがつかなくなったのか」

「難なん儀ぎな話だあね」

　話を聞いた感想が、それだった。

「兵たちはあなた方の奇き跡せきを本気で信じています。悪気はないと」

「だが、それを殊こと更さらに吹ふい聴ちようしていたら、まさしくその奇跡が必要とされる場面に出くわしちまったというわけか」

　酒の席で、うちの部隊には神の加護がある、とうそぶいている真っ最中に、神の鉄てつ槌ついが下されたとなれば。動どう揺ようした周りの連中は、自分たちの恐きよう怖ふと不安を押し隠かくすために、生いけ贄にえの羊を探し求めるだろう。

　ならばお前たちの奇跡を見せてみろ、と騒いでいる間は、真っ暗で不気味なほど静かな空を見なくてもすむ。

「アイルゼン様やクラトール大公が収めに出れば、話が部隊同士のことになってしまいます。相手側がわの兵たちも、面子めんつのために上役を担かつぎ出さなければならなくなる。ですが、アイルゼン様も他ほかの方々も、これからのことに忙ぼう殺さつされていてそれどころではありません」

「それに、反目し合っていいことはないからな」

　同じ市壁の中で、運命を共にしなければならない相手だ。

「ですが、このままでは大きな亀き裂れつが入ってしまいます」

　そして、それはクースラたちの奇跡を信じている連中にもいえることだ。

　アイルゼンたちを担ぎ出して問題の解決に当たることはできないが、このまま無視すればそれはそれで彼らの面子を潰つぶすことになる。その怒いかりは、クースラたちに向けられるだろう。あなた方はどうして助けに来なかったのだと。

　もちろん、伝令兵が血相を変えて飛んで来たのは、今いま更さら彼らが自分たちで話を収められないところまで大おお事ごとになっているからだろう。

　クースラはくだらないと思うものの、そういうことの積み重ねで人の世は回っている。

　錬れん金きん術じゆつ師も道具であり、奇き跡せきもまたそのうちの一つにすぎない。

「ですから、一つ奇跡を見せていただき、話を穏おん便びんにすませてもらえれば」

　伝令兵自身も、空から鉄球が降ってくる不安に打ち克かつため、奇跡を望んでいるように言う。

「それに、ここで傭よう兵へいたちをまとめられれば、あなたたちの地位は万全なものになるとも」

　こういう場面でも損得を忘れずに伝えてくるアイルゼンに、クースラは脱だつ帽ぼうの思いだ。

　だが、事実なのも確かだろう。

　クースラはしばし考え、心細そうにしているフェネシスに声をかけた。

「鉱石処理のために持って来た道具があれこれあるだろ」

「は、はい」

「なにか思いついたのかよお」

　ウェランドが尋たずねてくるところに、クースラは言った。

「頭に血が上っている連中には、冷たいものをぶっかけるのが相場だろ」

「ふぅむ？」

　顎あごに手を当てるウェランドをよそに、フェネシスに指示を出す。

「水と氷の記号が記された壺つぼを持って来い。危険な代しろ物ものだからな、揺ゆらすなよ」

　顔を強こわ張ばらせながらも、フェネシスはうなずいて工こう房ぼうの奥に駆かけて行った。

　クースラの隣となりで、ウェランドはなるほど、という顔をしていた。

「異い端たん審しん問もん官かんは、改宗を迫せまる時に奇跡をでっち上げるらしいねえ」

「もちろん、それと同じことだ」

　クースラははっきりと言って、壺を抱かかえ、恐おそる恐る戻もどって来たフェネシスから、壺を受け取った。

「俺が持って行く」

「これに、奇跡が？」

　尋ねたのは伝令兵。

　クースラは、肩かたをすくめるだけだ。

「さっさと案内しろ。連中が剣けんを抜ぬいたら、収められるものも収められなくなる」

　伝令兵はうなずき、クースラたちを騒さわぎの現場に案内した。







　店は町の中でも特に猥わい雑ざつな場所にあり、明らかに泥でい酔すいしている連中がその気になって武器を持ってうろついているため、なにが起こってもおかしくない雰ふん囲い気きだった。

　伝令兵はそんな中をずんずんと進み、やがて人だかりにぶつかった。誰だれも彼もが武器を手に持ち、赤ら顔で酒の匂においをぷんぷんさせている。全員が一様に興奮し、人だかりの中心に向かって怒ど号ごうを放っている。

　フェネシスは完全に怯おびえきっているが、クースラも怖こわくないわけではない。

　剝むき出だしの暴力の前に、錬れん金きん術じゆつ師は所しよ詮せんその腕うでの太さ分しか力がない。

　そんな中、伝令兵は職分なりの勇気を見せた。

「退どけ！　道を開けろ！　聖女と錬金術師のお通りである！」

　大おお仰ぎような物言いだが、こういう雰ふん囲い気きで弱気になれば潰つぶされるとわかっているのだろう。

　クースラは心持ち前かがみになり、口元に笑えみを張りつける。ふてぶてしさを演出するのはウェランドもお手の物。クースラは、フェネシスにだけ耳打ちする。

「思い切り緊きん張ちようしていていい。その代わり、歯を食いしばっていろ。それだけで表情がそれっぽく見える」

　フェネシスはクースラを見上げ、言われたとおりにゆっくりと、ぎこちなく歯を食いしばっていく。若じやつ干かん子供がむくれているように見えたが、唇くちびるの両端はしを撫なでて、ここだけ力を抜ぬけ、と言うとそれなりになった。

　見てくれだけどうにかなれば、人は八割がた騙だまされる。

「よし。進め」

　クースラは背中を押し、フェネシスを先に歩かせた。

　道を開けた傭よう兵へいたちは、間を通るクースラたちを、異い端たん審しん問もんに引き出される被ひ告こくを見るような目で睨にらみつけていた。

　神の慈じ悲ひもなく、間抜けのせいで危機に陥おちいっているこの状じよう況きようで、臆おく面めんもなく奇き跡せきを口にする恥はじ知しらずの連中に加担するのは誰だれだ、と。

　そして、人ひと垣がきを抜けると、確かにそこは信しん仰こうのために戦う者と、追い詰つめる猜さい疑ぎの者、という構図だった。

「錬金術師殿どの！」

　通りの壁かべ際ぎわに追い詰められるようにして、怪け我がだらけの傭兵たちが一いつ斉せいに叫さけんだ。

　そこにはフェネシスに野花を渡わたしに来た奴やつらもいる。

　彼らは一様に、戦場に神を見たと言わんばかりだった。

　そして、実際に異教徒に取り囲まれた殉じゆん教きよう者の様相だったことが容易にわかる。

　取り囲んだ連中から、神の加護があるなら見せてみろ、と詰め寄られていたのだろう。

「連中は、俺たちの奇跡を信じていないんでさあ」

「俺たちは、俺たちだけの名めい誉よが汚けがされるんならそれでもいい。でも、俺たちのことを救ってくれたあんたたちまで馬ば鹿かにされるのは我が慢まんがならない！」

　口々に言う傭兵たちの向こうから、冷めた声が聞こえてくる。

「だからその奇跡とやらを見せてみろって言うんだよ」

　カザンから共に逃にげ出してきた傭兵たちが身を退しりぞける。

　その先には、戦せん斧ぷを杖つえのようにして地面に突つき立てた男がいた。見るからに戦場を駆かけ抜けてきた猛も者さであり、後ろに付き従えている者たちとは雰ふん囲い気きが違ちがう。それなりの顔役か、あるいは、十人隊長なり百人隊長なりの名めい誉よを持つ傭よう兵へいかもしれない。

「このくそったれな町の中で、目め障ざわりなんだよ。お前らが助かったのは運が良かっただけ。戦場ではよくあるこった」

　そう言って、唾つばを吐はく。

　クースラは、そいつの言い分もなんとなくわかる。

　幸運はある、と信じて疑わなかったフェネシスのようなものだ。

　もっと現実を見ろ、奇き跡せきにすがるな、周りに惰だ気きが伝染する！

　さもなくば、彼らは急きゆう襲しゆうされた町から逃にげ出す時、クースラたちほど運が良くなかったのかもしれない。

　神の加護もなく、命からがら逃げてきた先がまたこのありさまで、そんな中に殊こと更さらに神の加護を叫さけぶ連中がいたとしたら。

　面めん倒どうなことだとは思うが、抜ぬいてしまった剣けんは、収めなければならない。

「あんたらも災さい難なんなことだな？　無視すれば裏切者の烙らく印いんを押され、駆かけつければできもしねえ奇跡を見せろとせがまれる」

　殊こと更さら刺とげ々とげしいのは、状じよう況きように対する不安のせいだろう。

「奇跡とやらを見せてくれよ。幸い、空から悪あく魔まが降ってくるような夜なんだからな」

　相手が嘲あざけるように言ってくる。周りの連中もにやにやと笑うが、その笑えみの奥には怒いかりと焦しよう燥そうが滾たぎっている。見せられもしない奇跡で俺たちを動どう揺ようさせるんじゃないと、現実の過か酷こくさを知り尽つくした連中の唸うなりが見える。

「そいつらの話じゃあ、地じ獄ごくの業ごう火かとやらで？　敵さんを蹴け散らしたそうじゃないか。どうせ蜂はちの群れを松明たいまつで追い払はらったとかなんだろう？」

「それを奇跡だってんだから、おめでたいな！」

　罵ば倒とうに対し、歯を食いしばる音がぎりぎりと聞こえてくる。

　むしろよくも今まで我が慢まんしたものだと逆に褒ほめるべきか。

　クースラは小さくため息をついて、壺つぼを掲かかげた。

「ん？　なんだ、詫わびの酒か？」

「それとも、聖せい霊れいでも詰つまった壺か？」

「へへ、おとぎ話かよ」

　相手方はげらげらと笑っている。

「奇跡を見たいんだろう？」

　クースラが落ち着いた声こわ音ねで言うと、男たちの笑みが強こわ張ばった。

「おい、松明をありったけ持って来い。よく見えるようにな。それと、その辺の店からテーブルと木の皿だ」

　クースラは、手近にいた傭よう兵へいに命令し、彼らが一も二もなく動き出すのをよそに、冷たい目を相手方に向けた。

「奇き跡せきを見せてやろう」

「……」

　頭領格の戦せん斧ぷの柄えに手を置いた男は動どう揺ようこそ見せなかったが、その後ろの連中は明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　まさか、いや、しかし……。

　クースラは連中の反応など一向に気にせず、フェネシスにそっと耳打ちをする。

「なんでもいい。冷たそうな文章を聖典から引用しろ」

「……？」

　フェネシスは困こん惑わく顔をクースラに向けてくるが、クースラはもう一度言う。

「寒そうならなんでもいい」

　そう言い終わる頃ころには、傭兵たちが近くの店から言われたとおりのものを持って来て、通りの真ん中に並べたてた。松明たいまつもありったけ持って来たらしく、一気に昼間のように明るくなる。

　傭兵たちの注目が集まる中、クースラは一つの壺つぼを持っているだけ。

　相手方は、そのあまりの素っ気なさに、かえって慄おののいている。

「そこから、蛇へびでも呼び出すのかい」

　野や次じにも、勢いがない。

　黙だまったままのクースラの前で、事を心得ているウェランドが木の皿を表、裏と意味もなく確かく認にんし、テーブルの上に置く。フェネシスも戸と惑まどいがちにクースラの側そばにやって来たので、問いかける。

「思い出したか？」

「……ですが」

　と、言うのでクースラは黙だまれとばかりに鼻を鳴らしておいた。

　そして、誰だれを見るともなく、「残念ながら！」と声を張り上げた。

「火の奇き跡せきを見せるのは骨でね」

「……だったら、なにを見せるんだ」

　憮ぶ然ぜんとした問いに、クースラは笑えみを向ける。

「これだけ寒いからな。氷の精せい霊れいにお出でまし願おうとね」

「は、あ？　精霊？」

　クースラがあまりにも堂々と言うので、完全に相手は飲まれている。

「お前らに奇跡を見せてやるよ。氷の精霊の加護があれば、水のように流れ出す氷だって作り出せる」

　丸い四角を見せてやる、とでも言われたかのように、ぽかんとする。

　クースラはフェネシスを見て、顎あごをしゃくる。

　フェネシスも同じようになにが起こるのかと呆ほうけていて、あわあわと慌あわてだす。

「奇き跡せきを起こすのは貴方あなた様なんですがね」

　クースラが意地悪く言うと、フェネシスはむっとして、ようやく幾いく分ぶん落ち着いたらしい。

「どうなっても知りませんから……」

「結構。そういう人生だ」

　クースラが言うと、フェネシスは嫌いやそうにクースラを見上げつつ、どこか腹をくくれたようだ。

「こいつはかつて名のある大司教区で列聖を待つ聖女だったんだが、あまりに奇跡を起こしすぎるってんで目をつけられて、俺が預かることになった」

　突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる前まえ口こう上じように、フェネシスがうつむいて顔を赤くしていた。

「詐さ欺ぎ師どもの使う手口は、錬れん金きん術じゆつ師からすれば子こ供ども騙だましもいいところだが、こいつのそれは本物だ。ま、一目見りゃいいさ。お前らの知っている世界なんぞ、小さなものだってことだ」

　クースラはそう言って、フェネシスの足を軽く踏ふむ。

　するとフェネシスはびくりと体をすくませたが、「ほら、やれよ」とクースラに小声で催さい促そくされ、ぐっと息を飲んでいた。

　それが泣きそうなのを堪こらえるのではなく、覚かく悟ごを決めた音だとはすぐにわかった。

　一いつ緒しよに過ごしてきて、だいぶ度胸がついてきたらしい。

　フェネシスが、言った。

「未いまだ神が太陽をお作りになられる前、空は暗く、海は凍こおり、大地は霜しもで覆おおわれていた時のことである」

　それは有名な詩句で、神がいかに慈じ悲ひ深く人々に恵めぐみを授さずけたかにつながる話の導入部だ。

　確かに寒そうだが、このまま続けさせると大地に春がやってくる。

「神は……痛っ!?」

　クースラは、フェネシスの足を蹴けって遮さえぎった。

「その時の、永久に凍りつく大地を延々と流れ続けていた、世にも不思議な川の水が、ここにある」

　そこには氷と水を表す記号が記されている。

　クースラは、テーブルの上に置いた壺つぼを指差した。

　酒場の面々の視線が、そこに注がれる。

「お前らも知ってるとおり、氷は水に、水は氷になる。だが、水であり、かつ、氷であるのがこれだ。無論、水に氷を混ぜたのとはわけが違ちがう。こいつはな、古いにしえの凍いてつく大地でこそ水だったが、神の恩おん恵けいを得られて太陽が昇のぼるようになったこの大地に注がれると、たちまち氷になっちまう不思議な性質を持っている。もちろん、そんな奇き跡せきを壺つぼに封ふうじ込めるには神と精せい霊れいのご加護がないと無理なんだが、この聖女の力をもってすれば難しくはない」

「の、能のう書がきはいいんだよ！　早く見せろ！」

　一人が叫さけぶ。

　クースラは、そちらを見て、にんまりと笑う。

　相手は気け圧おされたように、仲間の陰かげに隠かくれようとする。

　だが、野や次じ馬うまどもの好こう奇き心しんも最高潮に達たつしている。

　クースラは、フェネシスに目配せした。

「ちょっと離はなれて、皿に向けてそれっぽく祈いのれ」

　そして、壺の蓋ふたを開き、おずおずと皿に向けて祈りだしたフェネシスを見届けてから、壺を掲かかげた。

「これが、神の力を借りた者が見せる奇跡である！」

　それから、大おお仰ぎような身み振ぶりで皿に向けて壺の中身を注ぎ出した。

「なっ、あっ！」

「おおっ！　水がっ！」

　壺から細い糸のように流れ出た水は、フェネシスが祈りを捧ささげる皿に当たると、たちまち氷になったのだ。皿の上には水が氷となってどんどん積み上がり、あっという間にこんもりとした山になる。

　クースラが壺を傾かたむけ終わり、最後の一滴てきまで出そうと壺を振ると、口の部分についた水もたちまち氷になって、歪いびつに張り付いてしまう。

　それはまるで、壺から氷が流れ出るかのような光景であり、普ふ通つう目まの当あたりにする様子とはまったく違ちがう、この世の理ことわりを無視した現象だった。
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「で」

　と、クースラは壺を乱暴にテーブルに置いた。

「誰だれの奇跡が偽にせ物ものだって？」

　皿の上には、雪山のように氷が積もっている。それは確かに壺から出てきた水のはずだった。なにより、壺の中に雪を詰つめたってこんなことにならないのは誰もがわかっている。

　あり得ない物質の振ふる舞まいが、そこにはあった。

　通りの一帯が、痛いほどの沈ちん黙もくに満ちる。

　その一いつ瞬しゆん後に起きたのは、大だい歓かん声せいだった。

「奇跡だ！　奇跡が起きたぞ！」

　共にカザンから逃にげ出して来た連中は諸もろ手てを上げて大おお騒さわぎし、ほどなく周りを取り囲んでいた者たちも雄お叫たけびを上げた。

　敵対していた連中は、信じがたいといった顔をして立ち尽つくしていたが、目の前のことを否定することもできない。

　クースラはフェネシスに向けて、小さく笑ってやる。フェネシスは嫌いやそうにため息をついて、こんなことに駆かり出さないで欲しい、といった感じだった。

「氷ひよう酢さく酸さんとはよく思いついたねえ」

　ウェランドが小さく話しかけてくる。

「ひょう……？」

　疑問顔のフェネシスに、クースラは肩かたをすくめながら、皿の上の氷を壺つぼに詰つめなおした。

「氷酢酸。これはただの酢すだよ」

「えっ……」

　フェネシスは言葉に詰まるが、皿を近づけるとその匂においに顔を背そむけた。

「ただし、超ちよう高こう濃のう度どだ。酢は水を混ぜると凍こおりにくくなるが、純じゆん粋すいなものは逆になる。ちょっとした寒さで凍りつくから、名前に氷がついている。そのうえ、不思議な性質がある」

「驚おどろかすまで凍らないんだよねえ」

　フェネシス自身が驚いて凍りつくが、それは馬ば鹿かにするな、という怒いかりのせいだったかもしれない。

「本当だ。お前も見ただろ？」

　フェネシスは、そう言われてようやく、つっかえつっかえにうなずく。

「初めて見せられれば奇き跡せきにしか見えない。正体を知ったら、連中は怒いかり狂くるうだろうな」

　クースラは暗く笑うが、騙だまされるほうが間ま抜ぬけなのだ。

「さて、お役やく御ご免めんだ。さっさと工こう房ぼうに──」

　だが、クースラは言葉を止めた。

　そんな騒さわぎの中、頭領格の男が頭ず巾きんを取り、戦せん斧ぷを仲間に託たくすと口を引き結んで、クースラの元に歩み寄って来たのだ。クースラの周りで騒いでいた奴やつらは即そく座ざに腰こしを落として迎むかえ撃うつ格好になったが、そいつは手にした頭巾を地面に叩たたきつけるようなことはしなかった。

　自分の胸に当てて、手の甲こうに血管が浮き出るほど、強く握にぎりしめていた。

「なにか用か」

　クースラが尋たずねると、相手は軽く腰を折り、クースラより頭を下にして、上うわ目め遣づかいに言った。

「俺たちは、何人もの仲間を失いながら町にたどり着いたんでさあ。挙あげ句くにこの町ときたら神から見放されたことばかり。だから、奇跡を軽々しく口に出されるのが我が慢まんならなかったんで」

　そんな告白に、カザンから逃にげて来た連中もやや気まずそうにしている。

　幸運はすべての者に平等にもたらされるわけではない。

「だが、あんたらは本物だ。本物なんだな」

「だからそうだと俺たちゃあ──」

　クースラ側がわの連中の一人が言いかけたが、それは別の誰だれかが止めた。

　頭巾を取り、腰を折っている男の顔は、どこまでも真しん剣けんだった。

「だったら、力を貸してくれ。いや、あんたらこそが、この町に遣つかわされた神の使者に違ちがいねえんだ」

　男は、言った。

「この町の鐘しよう楼ろうの鐘かね、あんたらなら作れるだろう？」

　それは、とクースラが言いかけた瞬しゆん間かんだった。

「そうだ！　あんたらは本物なんだ！　頼たのむ、鐘を作って神から見放されちゃいないと示してくれ！」

　辺りで様子を窺うかがっていた連中まで、一いつ斉せいに押し寄せてくる。誰も彼もが必死の目をしていた。

　空から災わざわいの塊かたまりが降ってきても、その危機を告げ知らせる鐘の音すらない町の中。

　天気が良く、腹が食事で満たされていればそれだけでどんな問題でも解決できると思ってしまうように、人は神が沈ちん黙もくしていると感じるだけで、勇気と正気を失ってしまう。

「助けてくれ！　奇跡を！」

「奇跡を示してくれ!!」

　血ち眼まなこになった男たちから、手を伸のばされ懇こん願がんされる。

　クースラにできるのは、もみくちゃにされそうになるフェネシスを守ることだけだった。

「下がれ！　下がれ！　我々の救世主を傷つけるな！　畏おそれ多くも神の奇跡を身に負った御お方かただぞ！」

　仲間の傭よう兵へいが間に割って入るが、彼らの目もまた、他ほかの連中と同じだった。

　これで自分たちは助かった。そんな目だ。

　だが、鐘かねの鋳ちゆう造ぞうはそういう類たぐいのものではない。だから、クースラたちはその危険を冒おかすことを放ほう棄きしていたというのに。

　迂う闊かつだった。

　クースラは、民衆の愚おろかさを忘れていた。それは無む邪じや気きなフェネシスで学んでいたはずのことだったのに。

「奇き跡せきを！　奇跡を！　奇跡を！」

「神のご加護が示されるぞ！　我々は、見捨てられてなどいない！」

　剣けんや斧おのを振ふり上げ、勝かち鬨どきのように叫さけぶ傭兵たちの前で、クースラはウェランドを見る。

　ウェランドは、苦々しい顔で、首を横に振りもしなかった。

　一度奇跡を見せれば、次はもっととせがまれる。

「あんたたちは、救世主だ!!」

　叫ぶ傭兵たちを前に、クースラは言葉を飲むほかない。

　その期待に応こたえられなかった時、お前たちはどうするつもりだ？

　鐘職人の工こう房ぼうを思い返す。

　傭兵たちが町の人間よりも穏おん健けんだとは、とても思えなかった。
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　文字どおり信者たちに取り囲まれながら工こう房ぼうに帰ろうとしていた時、アイルゼンの寄よ越こした馬車に拾われた。

　正直ほっとしたところではあったが、問題の種類が変わっただけだ。

　中心街の広場に面する騎き士し団の本部前は、かがり火が焚たかれ、武器を持った連中が詰つめかけていて、あまりにも物々しい雰ふん囲い気きだった。

　しかも、クースラたちの起こした騒さわぎがすでに広まっているらしく、人ごみをかき分けてのろのろと進む馬車にクースラたちが乗っているとわかると、彼らは御ぎよ者しやが蹴け散らそうとするのも構わずに、荷馬車を取り囲んで大騒ぎをした。

　その迫はく力りよくは、なかなかのものだ。

「民衆に取り囲まれても平然としていた聖者ってのは、大した奴やつらだったんだな」

　クースラの呟つぶやきに、ウェランドですら、笑わなかった。

「だが、どうする？」

　木窓を叩たたかれ、天てん井じようからぶら下がるガラス製のランプがゆらゆらと揺ゆれる。

　さしものクースラも、黙だまっているのが辛つらい。

「案は……破は棄き、だねえ……」

　こうなってもなお制作に消極的であれば、それだけで身に危険が降りかかりかねない。

　だからといって、鐘かねの鋳ちゆう造ぞうになにかしらの妙みよう案あんがあるわけではない。

「他ほかの錬れん金きん術じゆつ師が、出し抜ぬいて制作してくれるのが一番いいんだけどねえ」

　投石機から鉄球が飛んでくる前までなら、それは十分にあり得た。

　だが、状じよう況きようがこうなってしまってもなお危険を冒おかそうとする錬金術師は、おそらくここにたどり着く前に死んでいる。

　動いた奴やつから狙ねらわれる。

　そして、クースラたちは動いてしまった。彼らに偽いつわりの奇き跡せきを見せてしまった。

　クースラは額に手を当て、考えを巡めぐらせるが何も思い浮かばない。

　自分の非力さに吐はき気けがする。

　と、そんなクースラの残る手に、少しひんやりとした手が重ねられた。

「大だい丈じよう夫ぶです。きっと」

　そんなことを言う者が他にいるわけもない。フェネシスだ。

「奇跡が起きるのを信じてるのか？」

　そんな皮肉にも、困ったように笑っていた。

「経験からの、推すい論ろんです」

「あ？」

　フェネシスは、柔やわらかく言った。

「私は今まで、一度も死んだことがありませんから」

「ぐふっ」

　笑ったのはウェランドだ。

　クースラは口を開けたままのフェネシスを見て、半笑いになった。

「そりゃあ……そうだな……」

　フェネシスも困ったように微ほほ笑えんでいたが、クースラの手を摑つかむ力が少しだけ強くなる。

「それに、今は一人ではありませんし」

「……」

　フェネシスは似たような状況でいつも一人だった。

　広い世界を、たった一人で歩いてきたのだ。

　クースラは、無ぶ頼らいの錬金術師を名乗っていたことが急に恥はずかしくなってくる。

「お前は妙みような小こ娘むすめだよ」

　呻うめくように言って、顔を上げた。

「そうかもしれませんが、では、あなたは？」

　フェネシスが挑ちよう戦せん的な目つきで尋たずねてくる。

　クースラは、にやりと犬歯を剝むき出しにした。

「神をも畏おそれぬ錬金術師だ」

　どろどろの鉛なまりの中から、金きん塊かいを見つけ出してやる。そうでなければ、ならなかった。

　そんな騒さわぎをなんとかくぐり抜ぬけ、騎き士し団の本部に逃にげ込むように入る。

　こちらはこちらで蜂はちの巣すを突つついたような騒ぎだったせいで、アイルゼンの部屋に通された時はその静けさに耳鳴りがするような気さえした。

「ずいぶんな人気だな」

　張り詰つめた外の雰ふん囲い気きとは裏腹に、アイルゼンは比ひ較かく的落ち着きを見せていた。

「野の良ら犬いぬに懐なつかれましてね」

　その原因はお前だ、とばかりにアイルゼンを睨にらみつけるが、アイルゼンとしても合理的な判断だったはずだ。責められはしない。

「首しゆ尾びよくやってくれたな」

「そうですかね」

「暴動寸前だったからな」

　さらりと言うが、冗じよう談だんか、とも思えない。

「あの投石機を作っていた連中を吊つるせ、とわめいていた。だが、そんなことを許せば内乱になる。外の敵に敵かなわなければ、中の弱い敵ということになるのはいつものことだ」

　クースラはそれで、なんとなく察した。

「広場に集まる連中に我々の話をしたのは……」

「ああ、私の一存だ」

　奇き跡せきを操あやつる錬れん金きん術じゆつ師が鐘かねを鋳ちゆう造ぞうするから、それまでおとなしくしていろと。

　通りでの一件の報告を受けて、とっさの機転だろう。

　広場での騒ぎがどのようなものだったのかわからないので言い切れないが、アイルゼンがそうしたからには、事実、一いつ触しよく即そく発はつだったのだろう。

　だが、だからといって、なにかがましになるわけではない。

「鐘の鋳造には、小細工の奇跡は通用しませんがね」

　どうするつもりだ？　と言外に含ふくめた、刺とげのある言い方になった。

　連中の期待を煽あおりに煽り、約束してしまった。

　もちろんクースラ自身も、あの通りで詰め寄られ、鐘の鋳造は確実にはできない、と言う勇気はなかった。

「作るしかあるまい」

　アイルゼンは言った。

　そうだろうさ、とクースラは思う。

　あんたら上役はいつもそうだ。命令するだけ、押しつけるだけで結果が出ると思っている。

　そして、それができなければ用ずみだとばかりに打ち捨てる。

　できないかもしれない、という当然の懸け念ねんには聞く耳を持たず、だから言ったじゃないか、という訴うつたえも一いつ蹴しゆうする。

　世の中はくそったれしかいない。

　だから、己おのれの力しか信じられないのだ。

「こうなっては、そうするしかあるまい」

　その結論しかあり得ない、とばかりに言うアイルゼンに、クースラは言葉を返さない。

　無言の奥では怜れい悧りに頭を働かせていた。《利子クースラ》の名に相応ふさわしい思考を巡めぐらせていた。

「失敗したら？」

　出てきたのは、その質問だ。

　クースラはアイルゼンを見ていない。アイルゼンもまた、クースラを見ていなかった。

「それ相応の責任を取らされるだろう」

　冷や飯を食わされる、という話ではないはずだ。

　クースラたちが失敗すれば、いよいよ神はこの町を見放している証しよう左さになってしまう。

　それを防ぐにはどうしたらいいか。簡単に予測ができる。クースラたちを偽にせ物ものに仕立て上げるはずだ。騎き士し団が体面を保つにはそれしかない。クースラたちは敵が潜もぐり込ませ、我々の結束を乱そうとした悪の手先だと。

　神は我々を見放したのではない。試ためしているのである。立ち上がれ、諸しよ君くんよ、卑ひ劣れつな敵に正義の範はんを示せ。

　そんなところだろうか。

　状じよう況きようがこうなれば、必ず生いけ贄にえが必要になる。そのために、通常ならば人々の無む慈じ悲ひな関心を一身に集めるものとして、鐘かねや神といった象しよう徴ちようや偶ぐう像ぞうが必要とされるのだ。

　そこに生なま身みの人間が立たされれば、必ず重圧に押し潰つぶされる。

　そして、アイルゼンはその場に立てと言っている。

　クースラは、手を静かに動かして腰こしに回す。そこには、短たん剣けんがある。

　部屋には護衛の一人もいない。

　鼠ねずみは決して嚙かみつかない、とでも思っているのだろうか？

　生き延びるためなら、こういう選せん択たく肢しもある。

「一つ、聞きたいんですがねえ」

　クースラの指が留め金に触ふれるか触れないかの時、ウェランドの間延びした声が響ひびいた。

「なんだ」

「こうなってはってどういう意味ですかねえ。なにか案があったのかなあと思いましてねえ」

　ウェランドは間ま違ちがいなく、クースラがなにをしようとしていたかわかったうえで声をかけた。

　アイルゼンは振ふり向き、クースラは腰から手を戻もどさざるを得ない。

「ふむ」

　カザンから共に逃にげ出して来た上役が言った。

「ここまで切せつ羽ぱ詰つまらなければ、失敗の余地があったからな」

「は？」

　聞き返したのはクースラだ。

　アイルゼンは、クースラを無表情に見つめる。

「鐘かね職人の状じよう況きようを知っていたはずですがね」

　クースラが呪じゆ詛そのように言うと、アイルゼンはついっと顔を背そむけた。

　そして、一言。

「知っていた」

「それで、よくもそんなことを──」

　言い募つのりつつ、こちらから視線を外した間ま抜ぬけに短たん剣けんを抜こうとした。

「だが、失敗の余地はあった」

「っ」

　微み塵じんもぶれない物言いに、クースラの動きが止まる。アイルゼンがちらりと視線を向け、クースラが短剣を抜こうとしていたことにも当然気がつく。

　しかし、表情は変えない。予測していたのかもしれない。

「さもなければ、お前らに危険を冒おかさせはしない」

　この期ごに及およんで懐かい柔じゆうするつもりか？

　クースラは猜さい疑ぎの目を遠えん慮りよなく向ける。わずかでも欺ぎ瞞まんが見て取れれば、人を呼ぶ前に喉のどを切り裂さき、そのまま姿をくらませる。

　この場をしのぐには、それしかない。

「失敗の余地……があったようには思えないんですがね」

　クースラの問いに、アイルゼンは鼻を鳴らす。

「そうか？　たとえばお前らが鐘かねを鋳ちゆう造ぞうして、失敗したとする。そうしたら、堂々と言えばいい。我々の成功を妬ねたんで秘密裏に邪じや魔まをした輩やからがいる、とな」

　あまりにあっさりとしすぎていて、息を飲むことすらできなかった。

「竜りゆうの増産は間近だったし、お前らの言うことはすんなり通った公算が大きい。むしろ、お前らはさっさとそうするものだとばかり思っていたがな」

　だが、そうしなかった。

　その理由はといえば、まさしく危険を冒おかしたくなかったからだ。

「状況は常に変わる。あの時までにそうしていれば、と悔くやんでもなにも生み出しはしない」

　その、人を責める口調でなく、クースラを見ることすらしないところが、余計にクースラを苛さいなんでくる。

　弱よわ腰ごしな決断を下したのは自分なのだ。しかし、もしもあの時に何ものも顧かえりみず、錬れん金きん術じゆつ師らしく発想をしていれば、同じ考えに至ったのではないだろうか。

　守るものがあったから、思考が鈍にぶった。目に映るものが、実際以上に危険に見えた。

　そして、安全を追い求めた結果、余計に危険な状じよう況きように陥おちいった。

　クースラは、これまでに自分の身を守ってきたものがぐらついているのを感じた。

「問題は、今だ」

　そう。今だ。

　このままアイルゼンの口くち車ぐるまに乗り、鐘かねの鋳ちゆう造ぞう場所に引っ張り出されれば、後は上から断頭台が降ってくるかどうかの賭かけになる。

　それだけは避さけなければならない。

　運よく鐘が出来てしまう、などという期待を持つほど、クースラは愚おろかではない。

　だとしたら、フェネシスに出会う前までの峻しゆん厳げんな自分だったらどうするか。

　クースラは、アイルゼンを見据すえながら、重心をほんの少し落とす。

　どうせ斬きりかかってこない、と高たかをくくっているはずだ。

　ならば、逃にげ出すならば、今しかない。

　町が混乱している間に逃げ出すしか、自分たちが生き延びる道はない。

「選せん択たく肢しは、三つある」

　アイルゼンは落ち着いた口調で言った。

「一つは、普ふ通つうに制作をする。できるかどうかは、神のみぞ知るところだ」

　それはあり得ない。

　たとえば大量に同時制作することができるのなら、選択肢としてはある。

　だが、ずらりと並べた鐘の鋳い型がたは、そのまま不安の表れになる。

　傭よう兵へいたちがどう出るか、予測もつかない。

「残る二つは？」

　ウェランドが尋たずねた。

　アイルゼンは、振ふり向いて、言った。

「鐘の鋳造法には、禁断の手法があるそうだな」

「っ！」

　生いけ贄にえ。

　それには、クースラが即そく座ざに口を開く。

「生贄に効果はない」

　断言したが、アイルゼンは冷ややかだ。

「そうかな？」

　お前になにがわかる。

　クースラが言いかけたのを、機先を制する形で言った。

「少なくとも、連中には色々伝わるものがある」

「それ……は……」

「生いけ贄にえとは、そういうものだ。若い娘むすめの哀あわれな姿に意味がある」

　その視線は、はっきりとフェネシスに向けられる。

　クースラは、立ちふさがるように前に出た。

「それを効果というのなら……確かに、こいつには意味がありそうですがね」

　美しい穢けがれのない少女であり、同時に、奇き跡せきを体現してきた本物の聖女であれば。

　これ以上の生贄はない。

　だが、それは鋳ちゆう造ぞうの結果とはまったく関係がない。

「うむ。そして、それで十分だ」

「意味が、わかりかねますが」

　唸うなるようなクースラの言葉に、アイルゼンは顔を上げた。

「その娘を炉ろに突つき落とせば、連中を説得するのは容易だと言っている。獣けもののような連中を操あやつるのが仕事の私が断言する。できる」

　だから、死ね。

　戦いくさに従事する者は、多かれ少なかれ、人にそう言わなければならない場面が出てくると聞く。

「その娘を炉に落とせば、兵の鼓こ舞ぶは容易だ。これは経験から言っていることだ。生贄の効果は数々の迷信に残るくらいに強力だということを忘れるな」

　人々に語り継つがれるには、それなりの理由がある。

　クースラは、フェネシスを見る。

　呪のろわれた血筋の娘は、うつむき、フードの奥で己おのれを殺していた。

「お前たちは、奇跡の上がりだけを得ればいい。実に錬れん金きん術じゆつ師らしいだろう」

　自分の目的のために、どれだけの人間を傷つけ、煮にえ湯ゆを飲ませてきた？

　それでも、クースラは抗こう弁べんしたい気持ちだけで、口を開こうとする。そのための方法など、どこにもなにもないというのに。

「それから、三つ目だ」

　アイルゼンはそう言うと、はっきりとクースラたちを見た。

「逃にげろ」

　耳を、疑った。

「なっ……に？」

「逃げろと言った」

　アイルゼンは繰くり返すと、頰ほおの当たりが細かく動いている。歯を食いしばっているのだと気がついた。

　だが、表情を偽いつわる必要がどうしてある？

　一体、どんな顔を隠かくしているのだ？

「信じられないか？」

　当然のことだ。なにせ、クースラは、逃にげ出すために、その当のアイルゼンを刺さし殺そうとしていたのだ。

「もっとも、私も信じられないがね」

　その瞬しゆん間かん、クースラは気がついた。アイルゼンは笑えみに似たなにかを堪こらえていたのだ。

　たぶん、それは──。

「部隊を率いる人間失格といえような……。だが、私もまた一人の人間だ。その決断を取ってしまえば、私ではないなにかになってしまいそうな恐きよう怖ふが確かにある。これまでに決断を下してきた己おのれに申し開きができなくなる。それでも、それでもなお」

　アイルゼンは、大きく息を吐はいた。
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「私は冷れい酷こくになりきれん。私に……いや、私や閣かつ下かのあの部隊に、奇き跡せきを見せてくれたお前たちに、人ひと柱ばしらになって死ね、と毫ごうも揺ゆらがずには言えん」

　アイルゼンが嚙かみしめていたのは、苦く悩のうと、それに屈くつした己の心情に対する、自じ嘲ちようの笑みだ。

「あれは、まさしく奇跡だった。子供のように笑ったぞ」

　そして、アイルゼンはついに、小さく笑った。困りきったような、力ないが、ひどく親近感のある笑みだった。

「お前たちを炉ろに突つき落とし、あるいは処しよ刑けいせねばならなくなったら、私はあの奇跡を奇跡と認められなくなる。それはそれで、鉄が鋼はがねになるような経験だろう。だが……」

　アイルゼンと目が合い、クースラは怯ひるんだ。

「この乾かわききった世を生きるのに、あえて水を捨てる必要もあるまい？」

　それを惰だ弱じやく、と取るか、人間味と取るのか、クースラには判断がつかない。

　それくらい、アイルゼンの言葉が予想外だったからだ。

　鉄のように冷たく、鉛なまりのように重く、金きんのように何物とも交まじわらない、権力の権ごん化げのような指揮官ではなかったのか。

　事実そうだったはずだ。

　だが、奇き跡せきが人を変えたのだ。

「船は町の人間すべてを連れ出すには足りないが、身を隠かくすくらいにはある。それに、我々は無む邪じや気きに勝ちだけを信じるわけにはいかん。万が一のことに備え、この町を離はなれさせておかなければならない人や物がある。水夫に化ける余地はあるだろう」

「でも、逃にげたとして、どうなりますかねえ」

　口を開いたのは、ウェランドだった。

　そこにあまり感謝の念が感じられないのは、故ゆえなきことではない。

「俺たちは、結局騎き士し団の庇ひ護ごを受けないといけませんがねえ……。いざという時に逃げ出した錬れん金きん術じゆつ師……それに、俺たちが逃げ出した後、皆みなさん方は揃そろって言うはずでしょう？」

　あいつらは、敵の間かん者じやだった。

　アイルゼンの顔から、自然に笑えみが消える。

　それは、現実を静かに見つめる者の顔だ。

「ああ。逃げれば、お前たちは騎士団の錬金術師には戻もどれまい」

　当然、北の地にも。

「しかし、この商売を長く続けていれば、貸しのある人間もいるものだ。それなりに羽は振ぶりのいい貴族を紹しよう介かいしてやる。そこで暮らしながら……機会を窺うかがえばいい」

　最後の一言は、少し迷ったうえでのものだ。

　この世の中で、一度道から外れてしまった者が戻りうるものなのか。

　復活の奇跡がどうして聖典にでかでかと記されているのか。

　それは、人は一度膝ひざをつけば、まず立ち上がれないからだ。

「私が強制することではない。どちらにするか、お前たちが決めろ」

　アイルゼンは、机の上に指を立てる。

「錬金術師としてすべてを手に入れるために手を伸のばすか、さもなくば、職人として生き延びることを選ぶか」

　生いけ贄にえを使い迷信の力にすがるか、それとも、守りたい誰だれかのことを考えて工こう房ぼうの扉とびらを閉ざして祈いのるのか。

　こんなことで悩なやむはずがない、とクースラは思っていた。なぜ《利子クースラ》の名を冠かんするのか、その理由を疑ったことなんてない。だが、ありうるのだ。まさかそんなことが、ということがありうるのだ。

　クースラはフェネシスを再度振ふり向く。

　この哀あわれな少女を犠ぎ牲せいにして、前に突つき進む？

　そんなことができるのか？

　いや、できると思えばできる。そして、やるべきだ。錬れん金きん術じゆつ師ならば。《利子クースラ》と呼ばれ、マグダラの地に向かうためならばなんだってやるのだと、冷たい目で世の中を睨にらみ上げていた錬金術師ならば。

「夜明けまでに決めろ」

　アイルゼンは言って、出て行け、と手を振ったのだった。







　工こう房ぼうに戻もどるまで誰だれも口を開かなかったし、工房に着いてからもそうだった。

　誰も互たがいに視線を交かわさないのは、そうすればこの件について話をしなければならないとわかっているからだ。

　そして、その内容が楽しいものになるはずがない。

　だが、クースラは自分が信じられなかった。気まずいから問題について話し合うことができない、などという自分の醜しゆう態たいが理解できなかった。これは、今すぐ、時間の許す限り、すべてを費ついやして解決に臨のぞむべき問題のはずだった。

　一刻を争う中、いたずらに時間を浪ろう費ひするのは、馬ば鹿かげたこと以外の何ものでもない。

　なのに、体が動かない。昼も夜もなくマグダラの地に向かうというのが、《利子》の意味なのに。

「でも、結論は出てるわけでしょ？」

　口くち火びを切ったのは、眠ねむ気けが未いまだ去りきらない、といった体ていのイリーネだった。竜りゆうの増産は用意もでき、もはや最終の組み立てを待つばかり。そういうところを、ウェランドが引っ張ってきた。

　ただ、イリーネはわざとそういう雰ふん囲い気きを出していたのかもしれない。

　そうすることで、そんなに悩なやむ問題ではないのだ、とクースラに告げ知らせるために。

「クースラがウルちゃんを薪まきにするなんて、できるわけないよお」

　炉ろの前にしゃがみ込んでいるウェランドが、炭をいじりながら言う。

　クースラは即そく座ざに口を開こうとして、言葉が出てこない。

　それもさることながら、なにより情けないのは、この瞬しゆん間かんに最も気になったのが、フェネシスの視線だったことだ。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんの錬金術師が、一体、人のなにを気にするのだ？　とクースラは混乱する。

　だが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなはずの錬れん金きん術じゆつ師の隣となりには、白い小こ娘むすめがいる。

　自分は、それを自ら望んだはずなのではないか。ならば、この混乱はなんなのか。

　その元げん凶きようはコレドの残したあの伝言であり、この地にあるかもしれない、自分のマグダラへの手がかりから永遠に遠ざかることだ。

　そして、もしも己おのれの夢に手を伸のばそうとするのなら、その代だい償しようとして、フェネシスを要求されていることだ。

　だが、どうして悩なやむのかがクースラにはわからない。なにに悩んでいるのかすら、わからなかった。

　なぜなら、フェネシスを失うという選せん択たく肢しはあり得ないのだから。

「……お前らは、どうなんだ」

　クースラは、吐はき出すように尋たずねた。

「まるで俺の選択如何いかんで話が決まるみたいな面つらだが、お前らにも関係のあることだろう」

　背負いきれない荷物を押しつけるような無ぶ様ざまな物言いだ、とクースラ自身わかっていた。

　まず、イリーネが答えた。

「私はウルちゃんを助けるに決まってるじゃない。鍛か冶じができれば南の地でもなんでもいいわ」

　そして、ウェランドだ。

　クースラがすがるように見たのは、ウェランドの後押しを期待していたのかもしれない。

「俺は……そうだねえ」

　ウェランドは炉ろの前で振ふり向き、フェネシスを見てから、笑った。

「可か哀わい相そうだとは思うけど、ウルちゃんを炉に放ほうり込んで、アイルゼンの言った方法を取るかなあ」

「なっ、ほ、本気で言ってるの？」

　イリーネが目を剝むいてウェランドを見るが、ウェランドは申し訳なさそうに笑っている。

　たぶん、本気だ。

　ウェランドは足元のごみを炉に放り込んでから、立ち上がった。

「だって、俺はひとでなしの錬金術師で、ウルちゃんとはたまたま出会った仲でしかないからねえ。そりゃあ、気の毒だとは思うけどよお……俺の中の目的と天てん秤びんにかけたらねえ。クースラの弱さに付き合ってはいられないよお」

　クースラは、心臓が痛いほどに高鳴っている。

　これが、錬金術師だ──。

「そして、クースラはそうでないってことだろお？」

　動きが止まる。

　触ふれた者すべてを石に変える、呪のろいの弓矢で射られたかのように。

「クースラが、いつもどおりのクースラが、怜れい悧りで、冷れい酷こくで、冷血な錬金術師の頭で、《利子クースラ》みたいに人でなしの発想法を行えば、俺がどういう方法を選ぶかなんて、すぐにわかったはずだよお。だとしたら、クースラが取るべき選せん択たく肢しは、まずウルちゃんの側そばに駆かけ寄る。で、俺に向けて短たん剣けんを抜ぬく。それから」

　にやりと、笑う。

「俺を、殺す」

「う、噓うそ、よね？」

　イリーネが怯おびえたような薄うす笑わらいを浮かべ口を開く。

　クースラとウェランドの間には距きよ離りがあり、イリーネの側にいるフェネシスは二人から同じような距離にいる。冗じよう談だんにしては笑えない話だし、ウェランドまでがフェネシスのために自分の夢を諦あきらめるというのは、確かに期待すべきことではなかった。

　なにせ、錬れん金きん術じゆつ師なのだ。

　手元にある道具はすべて使い、必ずやマグダラの地に向かう。良心の呵か責しやくなど、とっくのとうに炉で灰にしてしまったのだから。

「ここまで聞いても動かなくていいのかよお。俺がウルちゃんを人質に取ったら、クースラはどうする？　けど、ウルちゃんを守ろうとしたら、俺の短剣を防ぎきれるかなあ」

　冗談のはず。

　だが、もしも本気だった場合は今すぐ動くべきだし、そもそも冗談にしても言うべきことではない。だとしたら最善手はウェランドがフェネシスを人質に取る前に、ウェランドを刺さし殺すことだ。

　動け！

　クースラは胸中で叫さけんだ。

　けれども、そうしている時点で、動けないことは明らかだった。

「つまり」

　動かないクースラを見て、ウェランドは肩かたをすくめた。

「クースラは錬金術師じゃないってことだあね」

　そこまで言われてもなお動かないでいられるほど、クースラは冷静ではなかった。

　クースラの足が動く。

　そして、ウェランドは棒立ちだった。

「なにせ、これはただの喧けん嘩かだしねえ」

「っ」

「自分の目的のため云うん々ぬんではなくて、挑ちよう発はつに乗って飛びかかるなんて、錬金術師らしくないよねえ？」

　そのとおりだ。

　クースラは、自分がどうしたいのかわからずに唸うなる犬だった。

「だとしたら、答えは出ているだろお？」

　ウェランドは、からかうように、クースラの足を軽く爪つま先さきで蹴けってきた。

「クースラが錬れん金きん術じゆつ師としてやってこれたのは、マグダラの地を目指していたから。いや、すべての錬金術師が錬金術師なんてやっているのは、それが理由だあね」

「な、にを……当たり前のことを」

「うん。当たり前のことだあね」

　ウェランドは、苦笑した。

「でも、その逆。つまり、錬金術師だからといってマグダラの地を目指すって限らないのも当たり前ってことだよお。要するに」

　クースラは目を見開き、息を飲む。

　そこにあったのは、恐きよう怖ふだ。クースラは止めていた足を踏ふみ込もうとする。それ以上言うな、とウェランドの口をふさごうとした。

「クースラは──」

　ウェランドがそこまで言った瞬しゆん間かん、その姿が消えた。

　直後にクースラの視界が思いきりぶれ、がつん、という音が頭の奥で聞こえた。

　不用意に飛び込んだところ、顎あごをやられたのだ、というのは倒たおれ込んでから気がついた。

　意識を失うだろうという感覚の中、自分のことを見下ろしているウェランドを見た。

「大事なものを見つけたんだあね」

　そして、意識は暗い闇やみの中に。

　すべてが閉じられるその瞬間、ほのかに甘い匂においを嗅かいだような気がした。







　夢を見ている、という自覚はあった。

　何度も見た夢と同じ光景だったからだ。

　焼け野原になった自分の生まれた村の中に立ち尽つくしている夢だ。

　そして、それは夢でありながら、いくつかは現実に起こったことだ。

　吹ふけば飛ぶような寒村で、実際に村を襲おそいに来たちょっとした野や盗とうの連中にあっという間に蹂じゆう躙りんされ、文字どおり灰にされてしまった。

　いつもなら、焼やけ跡あとの中に幼おさな馴な染じみの死体を見つけて終わる。

　そこは夢の部分で、現実は違ちがう。幼馴染みは戯たわむれの弓矢の的になって死んだ。せめて焼け死んでいてくれたのなら、というクースラの願望だ。

　だが、焼け野原に立ち尽くす自分を、灰の中から呼ぶ幼馴染みの声は聞こえない。

　代わりに聞こえたのは、いくつかの蹄ひづめの音と、重そうな甲かつ冑ちゆうの立てる音。たまたま近くを通りがかり、立ち上る煙けむりに山火事ではないのかと確かく認にんをしに来た騎き士し団の人間だ。

　彼らは村の様子とクースラを見て、すぐにすべてを察していた。今の世の中、こんなことは珍めずらしいことではない。でも、クースラにとっては生まれて初めて起こったことだった。これが世界のすべてだと思った。

　だから、哀あわれな寒村の生き残りの孤こ児じに背を向け、さっさと自分たちの旅路を急ごうとする騎き士し団の人間に、すがったのだ。

　力が欲しい、と。

　クースラは思い出す。自分は最初から錬れん金きん術じゆつ師だったわけではない。オリハルコンの剣けんを欲したのは、あくまでもその方法を突つき詰つめた結果であり、錬金術はその手段だった。

　だが、その力ですら手段にすぎないのであれば、答えは最初から決まっていたのだ。

　そのせいだろう。

　夢の中でクースラは、自分に背を向けて立ち去ろうとする騎士団の人間に向かい、血を吐はくような叫さけび声ごえを上げなかった。彼らがそのまま立ち去るのをじっと見つめていた。そのままでは騎士団の人間に拾われることもなく、錬金術師になるきっかけも手に入れられないままなのに。

　なぜなら。

　なぜなら、自分は──。

「……気がつきましたか？」

　目を開けたクースラに、フェネシスがそう言った。

　気絶から目を覚ます経験を何度もすると、自分の状じよう況きようがどうであってもあまり驚おどろかなくなる。

　フェネシスの膝ひざの上に頭が載のり、介かい抱ほうされていた。

　部屋は静かで、蠟ろう燭そくの柔やわらかな灯あかりしかないので、おそらく寝しん室しつだった。

　時刻まではわからないが、さほど時間が経たっているとは思えない。

「……くそ野や郎ろうと、イリーネは？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは困ったように笑う。

「お二人とも、工こう房ぼうにいます」

「……」

　クースラは、ため息をついて、力を抜ぬいた。

　部屋が静かなように、クースラの頭の中も静かになっていた。

「怪け我がは、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　フェネシスが尋ねてくるが、クースラはどこを見るともなしに見ていて、質問には答えなかった。

　ただ、口を閉じたわけではない。

「夢を見ていた」

「え？」

　それから、目を閉じた。

「昔の夢だ。寒村に生まれて、将来は山や羊ぎ飼いにでもなって、楽しみといえば年に一度、祭りの日に山羊肉と山羊乳の酒で夜よ更ふけまで酔よっぱらうこと、という人生を送るはずだった村で、岐き路ろに立たされた時のことだ」

　大きなため息が出てしまうのは、ウェランドに殴なぐられた怪け我がのせいか、それとも、重いなにかを吐はき出そうとしているせいか。

　ため息をついて口をつぐむと、沈ちん黙もくが下りる。

　フェネシスは口を開かない。

　じっと、クースラのことを見つめていた。

「また、その岐路に立っている。いや」

「？」

　目を開けると、きょとんとしたフェネシスの目が自分のことを見ていた。

　そのせいで、皮肉げな笑えみが浮かんだのかもしれない。

「帰り道だな」

「……帰、り？」

「錬れん金きん術じゆつ師になるために村から出た。そして今、錬金術師をやめるかどうかで迷っている」

　口にしてしまうと、そんなものか、と思った。

　けれども、自分の頭を載のせるフェネシスの膝ひざは柔やわらかく、否定しようがないほどにそこに確かに存在していた。

　そして、そこに頭を載せている自分の、この感情も。

「なぜか……負けたような気がするんだ」

　クースラが言うと、フェネシスは静かにクースラを見つめていた。

　かすかに笑っているように見えたのは、きっと、フェネシスの生来の柔らかさのせいだ。

「あなたは、とても真ま面じ目めな人ですから」

　クースラはフェネシスの目を見つめ返すが、フェネシスは目を逸そらさない。

　それどころか、はっきりと、笑え顔がおを向けてきた。

「出会った時からそうでしたね」

「……」

　フェネシスがなにを言っているのかわかる。クースラはあの時、元恋人を殺されても冶や金きんのことばかりを考えている自分に嫌いや気けが差していた。もしも恋人を殺されてもかけらも心を動かされないのならば、本当に大事な者を守るためにオリハルコンの剣けんを手に入れることは、まったくの無意味になる。

　ならば自分は無意味なことに情熱を注ぐ道化なのか？

　ぐるぐると回るところに道を示してくれたのは、他ほかならぬフェネシスだった。

　あなたは恋人を殺されても冶金のことしか考えられない人でなしではなく、こんなことにならないために一刻も早くオリハルコンの剣を手に入れるべきだと奔ほん走そうしていただけなのだと。

「それに」

　と、フェネシスは言って、口をつぐんだ。

　クースラが見上げると、フェネシスは口を小さくすぼめて、なにかを堪こらえるように視線を逸らしていた。

　恥はずかしがっている？　と気がついた時に、クースラに視線を戻もどしてきた。

　怒おこったような顔で、詰きつ問もんするように言った。

「わ、私のことも同じで──」

　だが、最後まで言わせなかった。

　クースラは無表情にフェネシスを見上げ、手を動かすとその小さな尻しりをまさぐったのだ。

「ひ、やぁっ!?」

　びくん、と腰こしを浮かしかけたが、膝の上にクースラがいるので逃にげられない。

　直後にフェネシスは平手でクースラの顔を叩たたく。

　ぴしゃり、といい音がした。

「な、なにを……」

「ウェランドからなにか言われたな？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスはうーと唸うなり、そっぽを向いた。

「……い、イリーネさんにも……」

「あいつら……」

　クースラは毒づき、疲つかれたように目を閉じる。あの二人は、揃そろって余計なことをしてくるのだ。おそらくは面おも白しろ半分に、他ひ人と事ごとだと思って。

　クースラはそう思いながら、少しだけ考える。

　しかし、カザンでイリーネは本気になってくれた。

　そして、あのくそ野や郎ろうも、根っから悪い奴やつではないとわかっている。なぜなら、本当に悪い奴ならば、今頃ごろフェネシスは縛しばり上げられ、アイルゼンの元に連れて行かれている。ウェランドはいわば、巻まき添ぞえになるのだ。それとも、あいつにはあいつなりに算段があって、再起の可能性を信じているのだろうか。

　わからない。

　わからないが、フェネシスが無事でいることだけは確かだ。

　クースラは、不ふ貞て腐くされたようにもう一度ため息をついた。

　そのクースラがなにも言わないので、フェネシスがおずおずと言った。

「あ、あなたは、わ、私のこと、が……その……」

　喋しやべるその口から心臓が出てくるんじゃないかと心配になるくらい、フェネシスは緊きん張ちようしていた。

「あ、あなたは、私のことを──」

「そうだよ」

　みなまでは言わせなかったし、こっちからはっきり単語を口にすることもなかった。

　そんなことできるか、と思った。

　泣く子も黙だまる、神をも畏おそれぬ錬れん金きん術じゆつ師が。

「……意地っ張り」

　フェネシスがぽつりと言った。

　お前にだけは言われたくないと思うのだが、クースラは反論しない。

　事実だからだ。

　フェネシスはむくれて、無理やり言わされているかのように、言った。

「あ、あなたが錬金術師であるのは、その目的のためです。だ……だったら、錬金術師であるからこうであるべきだ、なんていうのは、お、おかしな話だと思います」

　そのとおりだから、黙っていた。

　ウェランドとイリーネが、どこか楽しげにフェネシスにあれこれ吹ふき込む様が想像できた。

　恐おそろしく腹が立つのは、それらが的外れではないからだ。

　クースラは、ちらりと目を開けて、フェネシスを見る。

　フェネシスは、泣きそうな顔で、顎あごに皺しわを作っていた。

　顔を真っ赤にしていなければ、殺されそうになっている時の顔、と言っても通じただろう。

　だが、クースラは知っている。

　恥はずかしさで、人は死ねないのだ。

「た、確かに、孤こ高こうの錬れん金きん術じゆつ師には似合わないと思いますが──」

「孤高の？」

「ふぇっ!?」

　聞き返すと、必死に堪こらえていたものが今にも噴ふき出しそうな、変な声を上げた。

「それもウェランドが言ったのか」

「……そ、それはイリーネさんが……いえ、話は、それではなくて、あの」

「わかってる。そうだ。そうなんだろうな」

　クースラは投げやりに言う。

　答えはわかっていた。結論はわかっていた。

　でも、すべてを理り屈くつで捌さばけやしない。すべてを理屈で捌けるのだとしたら、錬金術師などやっていやしない。もしもすべてを理屈で捌けたのなら、クースラはあの時騎き士し団の人間に声をかけ、無難な働き口を得たはずだ。それから退屈だが安定した人生を送り、今頃ごろはどこかの町でこれと同じような争いに巻き込まれ、明日の糧かてを心配していたかもしれない。

　だが、そうはならなかった。

　そういう意味では、自分は一いつ貫かんしているのだな、とクースラは冷静に思った。

　話の腰こしを折られて前に進めなくなったフェネシスを見て、クースラは顔をしかめる。

　こんな可か愛わいらしい少女、孤高の錬金術師には相応ふさわしくない。

　そして、そもそもの話だ。

　錬金術師であるからマグダラの地を目指すのか。マグダラの地を目指すから錬金術師なのか。

　クースラは視線を逸そらし、それから、再び視線を戻もどした。

「お前がもう少し大人だったらな」

　うぐ、という小さな音が聞こえるくらいフェネシスは息を飲んで、唇くちびるを三角にしていた。

　耳が面おも白しろいくらいに垂たれている。

　しかし、怒いかりは前に進む力になったようだ。

「お、大人ではありませんが、子供でも、ありません……」

　どうしたって顔が半笑いになる。

　クースラは聞いた。

「じゃあ、なんだ──」

　よ、とは続かなかった。

　目を見開いて、見ていたのは天てん井じようだった。

　白い髪かみがさらさらとこぼれ、顔にかかる。

　自分の頭を摑つかんでいる手は、緊きん張ちようの汗あせのせいで冷たく湿しめっている。

　そのせいか、柔やわらかい部分の熱さがものすごく際きわ立だっていた。

　まるで、火にかけたチーズのようだ。

「……子供じゃ、ありません」

　体を起こしたフェネシスが、クースラの頭を自分の膝ひざの上に置き直す。
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「欲しいものには手を伸のばす……錬れん金きん術じゆつ師です」

　クースラはその顔を見上げ、しばらくの間、まじまじと見つめていた。

　最初は勢いの名残なごりで気き丈じようにクースラを見つめ返していたフェネシスも、やがて気力を維い持じできず、いつものように気弱に目を逸そらしてしまう。

　けれども、起こったことは事実で、行動は本物だった。

　軟やわらかい金属部分と硬かたい金属部分があるために、剣けんは砕くだけないためのしなやかさと、曲がらないための強さを持つ。

　まさしくそのとおりのフェネシスにざっくり口を割られたクースラは、血の代わりに言葉を出した。

「お前が錬金術師なら、俺はなんなんだ？」

　フェネシスが、むすっとしながら言った。

「腑ふ抜ぬけで──ひゃっ!?」

　クースラはフェネシスの尻しりを撫なでて黙だまらせ、また顔を叩たたかれた。

　しかし、クースラは今度はその手を摑つかみ、放さなかった。

「これも、あいつらに吹ふき込まれたのか？」

　その口調に、なんとか手を振ふりほどこうとしていたフェネシスの動きが止まる。

「く、口づ……です、か？」

「違ちがう」

　クースラが言うと、フェネシスはすっと息を吸って、数すう瞬しゆん止めた。

　はっきりとクースラを見据すえ、言った。

「いいえ」

「どういうつもりだ？」

　クースラがフェネシスを炉ろに突つき落とすなんて選せん択たく肢しを取れないのは明らかだった。

　だとしたら、クースラは南に逃にげ延びた後に錬金術師を続けられたとしても、それはもう本物の錬金術師ではない。

　そのうえで、今度はフェネシスが自分のことを錬金術師だと名乗る、その意味だ。

　フェネシスは、静かな無表情で、クースラのことを見下ろしていた。

「あなたは、たとえばマグダラの地に着いたとして、錬金術師をやめると思いますか？」

　それは本来の意味では、質問になり得ないはずだった。

　だが、クースラはその様を想像して、なぜか迷いもなく言った。

「いや」

「では、そういうことです」

　フェネシスは大きく息を吸って、背筋を伸のばした。

「あなたは真ま面じ目めな人だから錬れん金きん術じゆつ師をやっていたのかもしれませんが、一つ言えることがあります」

　柔やわらかな笑え顔がお。

「同じくらい、錬金術が好きなんですよ。私があなたの手を取ったのは、あなたたちがとても楽しそうだったからです」

　錬金術師の世界へようこそ──。

　フェネシスは亜あ鉛えんの製錬結果に夢中だった。

　だが、それと同じくらいに、製錬に夢中なクースラたちの様子が楽しそうに見えていたのなら。

「……それで？　どうしろって言うんだ？」

　クースラは、フェネシスを摑つかむ手に力を込めた。論理に従えば、フェネシスがなにを言い出すかは簡単に予測ができた。

「俺は、お前から言げん質ちを取ったよな？」

　鐘かねの鋳ちゆう造ぞうに、自らを生いけ贄にえに差し出すな。

　フェネシスはクースラを見下ろして、悲しげに微ほほ笑えんだ。

「あれは噓うそです」

　フェネシスの残りの手が、自分の手を摑つかむクースラの手に重ねられた。

「私は皆みなさんの前で死にます。そして、あなたは北の地に残ってください。それが、私の……マグダラというやつです」

　呪のろわれた血筋の娘むすめははにかみながら、そう、言ったのだった。







　一晩のうちに、急ごしらえの大きな炉ろが作られた。

　レンガを積み、隙すき間まを石灰で埋うめ、地面に金属を貯ためる大きな穴を掘ほる。

　身の丈たけが人の五倍はありそうな巨きよ人じんが浸つかる風ふ呂ろ、といえばそれに近いかもしれない。

　大きな鐘を鋳造する量を鋳い出すわけだから、それくらいの大きさが必要だった。

　そして、その炉をまたぐようにして作られたのは、どこの町にも必ずある、絞こう首しゆ台だいを改造した櫓やぐらだった。

　とはいえ、用よう途とは絞首台となんら変わりはしない。

　それに、絞こう首しゆ台だいには開閉式の落とし穴がついているのでとても便利だ。高さも十分で、真下から立ち上る熱気にもなんとか耐たえられる。

　その上に立てば、広場に集まったすべての者からよく見えるはずだ。

「我々が神から見放されたと主張する者がいる！」

　馬ば鹿かでかい声が響ひびき渡わたる。

　改造した絞首台が揺ゆれ、ぎしぎしと音を立てる。

　そこには、怒いかりに打ち震ふるえるように、赤い髪かみと髭ひげをゆらめかせているクラトール大公がいた。

「だがそんなことはない！　神は我々騎き士し団を見捨てることなどあり得ず、この呪のろわれた地において異教徒どもの悪あく辣らつな罠わなに落ちんとしている我らに、救いの手を差し伸のべてくださった！」

　誰だれもなにも言いはしない代わりに、喉のどを張り上げる以上の熱い沈ちん黙もくが、炉ろの熱気以上に広場に満ちていた。

「異教徒どもに真実の鉄てつ槌ついを下し、この地に平和と信しん仰こうを取り戻もどすのは我らである！」

　だが、その信仰の証あかしの鐘かねがない。

　広場に集つどう全員の目が鐘しよう楼ろうに向いた頃ころ、クラトール大公は言った。

「我らは闇やみの中にいる。どちらに行けばいいのか迷う者もあろう。しかし、神は常に我々の側そばにいて、進むべき道を示してくださった！　我らにその姿は見えなくとも、その仮の姿にて理解することはできる。この町にも、救いの天使が降りたのだから！」

　どよめきと、歓かん声せいに似た騒さわぎが起こった。

　傭よう兵へいたちが武器を掲かかげ、鬨ときの声こえを上げる。

　絞首台の上に、教会の司祭に付き添そわれた真っ白い小こ柄がらなローブ姿が現れる。

　両手を前にする格好で、手首を縛しばり、足の部分には赤銅色の枷かせをつけている。絞首台の下で、文字どおり地じ獄ごくの底のように沸ふつ騰とうしている金属の中にきちんと沈しずむためだ。

　その様は、明らかに、崇すう敬けいを集め、奇き跡せきを起こして欲しいとすがられる聖女のものではない。

　それは、人々の身勝手な期待ゆえに炉に突つき落とされる、哀あわれな人形以外の何ものでもない。

　だから、クースラは理解した。きっと、古いにしえの民たみたちもまた、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした末に殺されたのではなかったのではないか、と。そう思えば、カザンの壁へき画がには、竜りゆうを召しよう喚かんして敵と戦う異い形ぎようの者の側にも、普ふ通つうの人々の姿があった。

　あれは見方によっては、圧政に苦しむ民のために戦っていたとも取れる。戦いの後もしばらくは町に暮らし、少なくとも壁画に残されるような立場にあったのなら、決して悪逆の限りを尽くしていたとばかりはいえないはずだ。

　だが、それでもなお、呪のろわれた存在として扱あつかわれるようなことがありうるのだ。人々に手を差し伸べ、尽じん力りよくし、奇き跡せきとしかいいようのないことを起こしても、ある日、こうなることがありうるのだ。

　一度目の奇跡の後には二度目の奇跡を。二度目の奇跡の後には三度目の奇跡を。

　そして、いつか応こたえきれなくなり、人々は身勝手にも思うのだ。

　彼らは出だし惜おしみをしているのではないか？

　いや、そもそも我々を騙だましていたのではないのか？　と。

　高い場所にいれば、それだけ落ちた時の衝しよう撃げきはひどい。

　所しよ詮せん異い邦ほう人じんであり続ける彼らは、そうして住む場所を追われ、ついには歴史のどこかに消えてしまった、ということもあるだろう。

　それらはすべて仮説にすぎなくとも、クースラには信じるに足る理由があった。

　目の前の出来事が、すべてを表している。

　なにせ、この生いけ贄にえの儀ぎ式しきに、あの野花を差し出してきた傭よう兵へいたちですら、異議を唱えなかったのだから。

「この聖女、ウル・フェネシスの数多あまたの奇き跡せき譚たん、聞き及およんでいるであろう！　聖女がこの町に、この時に居合わせたのは神の采さい配はいである！」

　教会の司祭がフェネシスの両脇わきから離はなれた。

　うつむきがちのフェネシスが顔を上げる。

　諦てい観かんしたような、なにかを守るような、そんな顔をしていた。

　その体つきは、なにか大事なものをごっそり削そぎ落としたような、たった一晩で瘦やせこけてしまったかのような印象があった。

「我らは聖女のともす火によって、そして！」

　クラトール大公が、自分の体の半分にも満たないような小こ柄がらな少女に視線を向け、言った。

「聖女の奇跡によって作られる鐘かねによって、正しさを証明されるであろう！」

　大だい歓かん声せいが湧わき起こる。

「敵は我々のこの声を聞き、我らが呪のろわれた地でも決して膝ひざを屈くつしないことを思い知るであろう！　我らは戦う信しん仰こう者である！　者どもよ！　お前らは家の中で打ち震ふるえる哀あわれな子羊ではなく、その子羊を狼おおかみから守る勇ゆう敢かんなる羊飼いであろう！　ならば！　武器を取れ！　立ち上がれ！　声を上げよ！」

　クラトール大公が腕うでを振ふり、声を張り上げ、絞こう首しゆ台だいが揺ゆれる。

　それに呼応するかのように人々が叫さけび、興奮が最高潮に達する。

　赤あか髭ひげの大公は、振り上げた手を、頭上で固く握にぎり締しめた。

「神に栄光あれ！」

　その言葉で絞首台の落とし穴が開き、哀れな少女が飲み込まれる。

　真っ白なローブと、それ以上に白い特とく徴ちよう的な髪かみの毛が、天使の羽のように広がって落ちていく。すべては一いつ瞬しゆんのことだ。人々が想像するように、神こう々ごうしいなにかが起こるわけではない。

　台の上に乗せたものが落ちるだけの話なのだから、それは一瞬のことで、容よう赦しやがない。

　重りのためか、どぼん、という鈍にぶい音がした。直後に沸ふつ騰とうした金属の強きよう烈れつな熱気によって、たちまち炎ほのおに包まれる。熱の上じよう昇しよう気流によって、火ひの粉こになったローブの燃えさしと、真っ白い髪かみの毛がちぎれて舞まい上がる。そのどちらも数すう瞬しゆんだけ宙を舞い、あっという間に熱気にやられて炎となった。それはまるで人の一生のようだ、と詩人なら書いただろう。

　だが、ここに詩人はいない。

　いるのは、市し壁へきの外にいる大軍と、それを打ち負かさんとする戦士たちだ。

「見たか！　聖女は今、その肉体を捨て、魂たましいが神の下もとに召めされた！」

　そして、クラトール大公は言った。

「お前らは！　このような聖女の勇気を見せられて、なおも戦いに赴おもむけない腰こし抜ぬけなのか！」

　どすん、と巨きよ大だいな足あし踏ぶみで絞こう首しゆ台だいが大きく揺ゆれた。

「敵が来るぞ！　我らが聖女に、お前らの勇気を見せる好機である！」

　数瞬の間かん。

　直後、獣けもののような咆ほう哮こうが湧わき起こった。

「鐘かねはお前らに勇気を奮い起こさせるためのものではない！　勇気は十分にあるはずだ！　鐘は、お前らの勝利の凱旋を祝うために作られるであろう！」

　戦士たちが武器を振ふり回し力の限りに叫さけぶと、通りのあちこちから竜りゆうを乗せた荷車がやって来る。製造に間に合った分を総動員したのだ。

　馬に乗ったアイルゼンら指揮官の号令の下もと、広場からまっすぐに伸のびる道を使い、それぞれ割り振られた市壁の門へと突つき進む。

　敵方は度ど肝ぎもを抜ぬかれているだろう。

　この期ごに及およんでこの異様な士気なのだ。

　しかも、大事なことを忘れている。

　投石機は市壁を壊こわしたり、市壁の中で震ふるえる敵を殺傷するためのものだ。

　死をも恐おそれずに突き進んでくる兵士や、火を撒まき散らす竜を止めるためのものではない。

「開門！」

　誰だれかが叫び、鬨ときの声こえと共に地鳴りのような足音が聞こえ、戦いが始まった。

　さっきまで立りつ錐すいの余地もなかった広場には、今は炉ろの係の者たちが残るばかりだ。

　クラトール大公は絞首台の上に立ち、腕うで組ぐみをして遠くを見つめていた。

「これでよかったのか、錬れん金きん術じゆつ師」

　その言葉に、両脇わきに控ひかえていた司祭二人が体をすくませる。

　彼らは自分が生き延びるために、一人の少女をこの絞首台に乗せ、見送った。

「ふん。余は絞首台は好かん。縄なわより、剣けんだな」

　そう言って、巨体の割には器用に即そく席せきの急な階段を下りて行ってしまう。司祭二人も慌あわてて後についていく。

　そして、誰もいなくなった絞首台の階段を上る男がいた。

　だらしのない長い髪かみに、手入れもしていない無ぶ精しよう髭ひげ。

　ウェランドは絞こう首しゆ台だいの上に乗り、町の様子を楽しそうに眺ながめてから、足元を見た。

「お熱いことだあね」

　クースラは、答えた。

「さっさと移動させろ。本当に熱さで死んでしまう」

　落とし穴の下の部分に作られた、目くらましの二重底。

　そこには汗あせだくのクースラと。

「髪かみがなくても、熱いものは熱いですね……」

　フェネシスがいたのだった。
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　──私は皆みなさんの前で死にます。そして、あなたは北の地に残ってください。それが、私の……マグダラというやつです。







　そう言ったフェネシスが語ったのは、子こ供ども騙だましもいいところの案だった。

　人形を作り、落とせばいい。

　だが、その薄うすっぺらな計画に似つかわしくない、あまりにも重い説得力があった。

「人は中身のことなど気にしません。見た目ばかりを大事にします」

　クースラは、自分のことを非難されているような気がして居い心ごこ地ちが悪かったが、フェネシスの指し摘てきはもっともなことだった。カザンの町から出ても、誰だれ一人フェネシスの見た目だけで慄おののきはしなかった。

　そして、ニールベルクで奇き跡せきを見せられてからも、その中身がどうであるかは問わなかった。

　挙あげ句くに、クラトール大公の鐘かねは勇気を奮い起こさせるためにあるのではない、という言葉にも予想どおり不平を言わなかった。彼らは戦いを開始するのにどうしても鐘が必要だったのではない。

　自分たちはこのために戦いに赴おもむき、傷つき、死ぬかもしれないのだ、という外向きの理由が欲しかったのだ。

　そして、フェネシスはそのことを、うっすら微ほほ笑えみながら、残ざん酷こくな過去の話で説明した。

「私や私の血族を殺そうとする人たちは、私たちが憎にくくてそうするのではありません。そうしなければ皆さんの理り屈くつに沿わなかったからそうするのです」

　中身のことなど気にせずに、ただ外面のためだけに。

　哀あわれだ、と多くの者が思うだろう。

　だが、フェネシスは折れなかったし、曲がらなかった。

　ややくすんではいたが、それはクースラは黙だまっておいた。

「それに、錬れん金きん術じゆつをやっていないあなたは、きっとつまらないと思いますから」

　主語が誰だれで、目的語がなにか、フェネシスは狡こう猾かつにもはっきりさせなかった。

　したたかな錬金術師？

　クースラは、不ふ機き嫌げんに思う。

　ただの生意気な小こ娘むすめだ！

　だが、もしもクースラたちがこの地に残るのであれば、フェネシスは炉ろに落ちるしかなかった。少なくとも、人々がそう信じるほかなかった。

　アイルゼンはクースラたちの計画を聞き、呆あつ気けに取られていたが、やげて感かん慨がい深げに言った。

「策は単純なものであるほど効果が高いのは事実だ」

　それに、まさかそんなことがあるわけないだろう？　という例のあれだ。

　誰も疑いもしない。

　まさか、穴から落ちた先で本人は受け止められて、代わりに人形が落ちるなどと。

「幸いなことに、良き目印もあるしな」

　アイルゼンはそう言って、フェネシスの髪かみの毛に手を伸のばした。

　クースラが顔をしかめたのは、フェネシスの髪の毛を他人に触さわられたから、というだけのことではない。最大の理由は、フェネシスの長い髪をバッサリ切って、人形を仕立てあげるということそのものだった。

「少し取っておく？」

　そう言ったのは、切ったばかりのフェネシスの長い髪の毛を手にしていた時のイリーネだ。

　フェネシスはなぜか妙みように恥はずかしそうにして、うつむいていた。

　クースラも、柄がらにもなくたじろいだ。

「いかにも錬金術師っぽい材料じゃない？」

　だからだよ、とは言わなかった。それに、髪の毛はまた伸びる。

　クースラは、フェネシスといると決めたのだ。ならば、問題はないし、髪の毛をくくってやった時のことを思い出す。あらわになった首筋も、悪くない。

　そんなことをしていると、再びアイルゼンに呼ばれた。もう夜明けも近い時刻のことだ。

「士気が保てれば戦いくさは勝つだろう。だが、その後はどうする。派手な動きはできなくなるだろう」

　なにせ、フェネシスは炉ろに飛び込んだのだから、堂々と出歩くのも憚はばかられる。

「コレドの足そく跡せきを追いかけたいのですがね」

「……例の地図か。だが、それは竜りゆうのことだろう？　それならば」

　と言うアイルゼンに、クースラは本当のことを告げた。

　アイルゼンの髭ひげがひくひくと動いた。どうやらこの冷静沈ちん着ちやくな指揮官は、クースラたちを前にした時だけは、仮面の下の顔を見せてくれるらしい。

「ふん。せいぜい注意して行動することだ」

「というと？」

　アイルゼンは、憤ふん懣まんやるかたない、とばかりにため息をついた。

「信用できる密みつ偵ていを貸してやる。そいつらと共に町を行け。渡わたりの職人のふりをすればどうにかなるだろう。我々とは別行動だ。我々といれば、また同じ呪のろいにかかるだろうからな」

　呪い、という言葉に息を飲むクースラの手を、フェネシスがすっと握にぎった。

　クースラはその瞬しゆん間かん、思ったことがある。

　フェネシスは大人でも子供でもないし、たぶん錬れん金きん術じゆつ師としても半人前以下だが、確かなことが一つある。

　それは、こいつは女だ、ということだ。

「古いにしえの民たみの残した伝説の技術か……」

　アイルゼンは呟つぶやき、言った。

「戦いくさに使えれば世界が変わるだろうな」

　どこまでも現実的な御ご仁じんだ、とクースラが苦笑した直後のこと。

　静かに、こう付け加えた。

「それに、心を駆かり立てるなにかがある」

　クーラスは、妙みような嬉うれしさを隠かくすために無表情だった。

　そのことに気がついているのかどうか、アイルゼンは言った。

「相変わらず、お前ら錬金術師はあれだな」

「なんですかね？」

　アイルゼンは、コレドの足跡を追う旅にすでに胸膨ふくらませているウェランドと、竜の製造が気になるのかそわそわしているイリーネ、それに、寝ね起おきのように不ふ機き嫌げん丸出しのクースラと、その手をにこにこと微ほほ笑えみながら握っている髪かみの短いフェネシスを見て、言った。

「自由だ。鉛なまりですら、金きんに変えてしまう」

　寝違ちがえたように首を曲げていたクースラは、そのままの姿勢で、口元だけ笑った。

「錬金術師ですからね」

　アイルゼンは苦笑して、出て行けとばかりに手を振ふった。

　すべての手配はすでになされ、あれこれの準備が始まっている。

　あとは事を成すだけであり、人生はいつだってその繰くり返しなのだ。

「で、いつまで握にぎってるつもりだ？」

　騎き士し団の本部から出て、寒気に身み震ぶるいしながら、クースラは言った。

　フェネシスはクースラを不敵に見上げている。

　そして、いたずらっぽい目つきを細めて微ほほ笑えむと、こう言った。

「欲しいものには手を伸のばすんです。知りませんでしたか？」

　ウェランドとイリーネは小さく笑い、白い息が短くたなびいた。

　一方のクースラは、フェネシスが丸ごと出てきたのではないかというくらいに、大きな真っ白いため息をついた。

「そうかよ」

　短く言って、歩きだす。フェネシスはよろめき、慌あわてて小走りについて来る。

　クースラは手を離はなさない。

「だったら、離すなよ」

　フェネシスは無言でクースラを見上げ、数すう瞬しゆん足が遅おくれ気味になる。

　しかし、すぐに追いつき、笑え顔がおになった。
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「はいっ！」

　まだ錬れん金きん術じゆつ師を続けられる。北の地のマグダラを追いかけられる。しかも、隣となりにはフェネシスがいる。

　これまでのクースラならばそのすべてをきっと手に入れられはしなかったはずだ。孤こ高こうの、無ぶ頼らいの、世を恨うらむほどの生き方をしてきたクースラには。

　だが、そんな錬金術師という像は、自分が創つくり出した鎧よろいにすぎなかったのだ。

　錬金術師の本領とは、即すなわち。

「な、なんですか？」

　戸と惑まどいがちに聞き返すフェネシスを、クースラは鼻で笑った。

　むくれるフェネシスは、手を、離はなさない。

　町はこんな時刻だというのに、慌あわただしく、活気に満ちている。

　教会の鐘しよう楼ろうに鐘かねはないが、暗く、長い冬の夜に終わりを告げるような朝日が、市し壁へきの向こうに現れようかという時刻のことだった。







　あとがき







　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。また五ヶ月ぶりになってしまいました。お待たせしてすみません。できれば一年に三冊さつは出したいなと思うものの、気がつくと時間が経たっていてものすごく困ります。あと、ついにまたオンラインゲームに手を出してしまったのが敗因な気がします。とても色々なことに支障が出ていて、何度かアンインストールを敢かん行こうしたものの、数日後にはインストールしなおすといった状じよう況きよう。意志の弱さが如によ実じつに表れています。

　しかも、この間はくしゃみをしたら人生四度目くらいのぎっくり腰ごしになってしまい、これが治ったら運動再開して健康生活に戻もどるんだ……とベッドの上で思ったものの、結局治ったらなにもしない予想どおりの展開に。ぐぬぬ。

　今年はばりばり仕事して、運動して、部屋の掃そう除じをしたいと思います。







　さて、今回のお話なのですが、書き上げた後の担当Ａ様との打ち合わせは、「クースラって……」の一言に尽つきました。すでに読んでくださった方は、ご同意いただけるかと思いますが、未読の方でも既き刊かんの様子からなんとなく察していただけるのではないかとかとか。ちなみに作者としましては、正直言いまして、どうしてこうなった！　でした。もちろん悪い意味ではないのですが、当初予定していたのがもっとダークでクールでクレバーな感じだったので……。キャラクターがどういう性格になるのか、書いてみないとわからないところが未いまだに不思議であります。フェネシスもいつの間にか、ふわふわもふもふするだけのヒロインではなくなってきました。

　ちなみに今回のお話にはファンタジーらしい要素は特にありません。いつもないといえばないのですが、特になかったかな……。作中でクースラが見せた「冷たい奇き跡せき」は実在する現象です。不思議ですよね。コーラとか使って、家でも再現できるみたいです。でも、絶対にガラス瓶びんでやってはだめだぞ！　冷れい凍とう庫こがすごいことになって泣く羽目になります。

　ところで、今回は物語的に一つの転てん換かん点になっていまして、全体構想の半分くらいにきました。前のシリーズでもそうですが、シリーズとしてのラストシーンは決めてあるので、わくわくしながら書き進めていきたいと思います。でも、書いていて思うのですが、毎回すごく地味ですよね……。プロット上だと、大立ち回りで切った張ったの大スペクタクルなのですが。噓うそです。

　次巻も大体これまでのペースと同じくらいでお届けするかたちになるかと思いますが、どうぞよろしくお願いします。それでは、また。


支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。腰痛のため立って本を読んでいたところ、ここでスクワットとかすれば筋トレにもなって一石二鳥とひらめくも、実際には多分トレーニングになってないし、本の内容も頭にはいっていない。
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鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉県在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に「犬とハサミは使いよう」（ファミ通文庫）など。最近寒いので温泉に行きたい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「鍋島テツヒロ先生」係











本書は書き下ろしです。
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